
2022-23

GOVERNOR

Eiki  Sakaue

OFFICE

Kobe Portopia Hotel 722,6-10-1,
Minatojima-Nakamachi,Chuo-ku, 
Kobe,Hyogo,650-0046,Japan

GOVERNOR’S
MONTHLY LETTER

Let's Enjoy Rotary!!
共にロータリーを楽しみましょう、
ロータリーの明日に夢を込めて

202313



表紙提供者プロフィール
阪神第３グループ　ガバナー補佐

今月の表紙『神戸ポートピアホテル』

氏　　　名：吉井　久美子
所属クラブ：HYOGOロータリーEクラブ
職 業 分 類：化学技術
経　　　歴：2014年４月27日入会（チャーターメンバー）
 2014-15年度 クラブ財団委員会　委員長
 2017-18年度 クラブ会長
 2018-19年度 クラブ会員維持増強委員会　委員長
 2018-24年度 RYLA小委員会　委員
 2020-21年度 クラブ奉仕委員会　委員長
 2021-22年度 クラブ職業奉仕委員会　委員長
 2022-23年度 阪神第３グループ　ガバナー補佐
 2022-23年度 研修委員会　委員
 2022-24年度 環境の保護委員会　委員
 2022-25年度 DEI小委員会　委員長

国際ロータリー第2680地区の拠点「神戸ポート
ピアホテル」を、レトロ画作家、もふもふ堂さん
に描いていただきました。この絵は、2022年の
RYLAセミナーの準備中に思わず撮影した神戸ポー
トピアホテルの美しい風景を基にしています。
１年間、このホテルを頻繁に訪れ、思い出深い場
所となりました。ガバナー補佐として初めての経
験ばかりでしたが、ガバナーはじめ同期ガバナー
補佐の皆様、ロータリアンの皆様、関係者の皆様
に温かくご支援いただき、充実した学びの一年を
過ごすことができました。本当にありがとうござ
いました！！

★もふもふ堂　よひなよしかず
懐かしい神戸の風景を中心に制作。
毛布に包まれて眠る、そんな優しい幸せを見る人
の心に伝えたい。神戸市生まれのイラストレー
ター「もふもふ堂の街角レトロ風景」神戸新聞連
載中

本年度の表紙
2022-23年度の表紙は、各グループガバナー補佐の皆様に
ご提供いただいております。
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ロータリーで私たちは、持続可能な良い変化を生むために人びとが手を取り合って行動
する世界というビジョンの実現には、多様性があり、公平で、インクルーシブ（包摂
的）な文化を培うことが不可欠であると理解しています。
私たちは多様性を重んじ、すべての背景、年齢、民族、人種、肌の色、障害、学習
スタイル、宗教、信条、社会経済的立場、文化、婚姻状況、使用言語、性別、性的
指向、ジェンダー自認だけでなく、異なるアイデア、考え、価値観、信念を持つ人びと
による貢献を大切にします。
ロータリーへの入会、参加、リーダーシップの機会といった面で、歴史的に特定の
グループの人びとが障壁に直面していたという点を認識し、すべての人が成功のため
のリソース、機会、ネットワーク、支援への必要なアクセスを得られるよう、地域

社会でのパートナーシップも含め、ロータリーのあらゆる側面で公平さを促進していくことに私たちは全力を注ぎます。
私たちは、すべての人が目に見える、または目に見えない本質的に独自の資質を備えていると信じています。また、自分が大切にされて
いるとすべての人が感じ、帰属意識を持てるようなインクルーシブな文化を築くことに尽力します。
高潔性というロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）にいたる旅路において組織として自分たちがどこに
いるのかを正直かつ透明性をもって見据えるとともに、これからも学び、向上し続けていくことに全力を尽くします。
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GOVERNOR’S LETTER

国際ロータリー第2680地区
ロータリークラブ
会長・幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　阪　上　栄　樹　（宝塚）

この原稿執筆時には長かった梅雨もよう
やく明け、酷暑の日々が続いております。
会長・幹事の皆様も新年度の活動にお忙し
い日々をお過ごしの事と思います。ガバ
ナー年度もなんとか無事終了を迎え、新し
い年度を迎えることが出来ました。本当に
ありがとうございました。会長・幹事の皆
様はもちろんですが、多くの地区委員や
ホームクラブの仲間達、ロータリーファミ
リーの皆様、そして素晴らしい地区事務所
のスタッフのおかげだと思っております。
本当に多くの楽しい出会いがあったこの１年
ですが、振り返ってみるとあっという間に
過ぎてしまいました。本当に感謝しており
ます。ありがとうございました。

昨年７月から行いました各クラブへの公式
訪問では、地区運営方針の３つの重点目標、
◆全てのロータリー活動が、「ロータリー

を楽しむ場」となることに重点をおく
◆DEIの理解を深め、地区及びすべてのクラ

ブに浸透させる
◆会員増強を推進し、新しいタイプのクラ

ブを創出する
上記に沿ったお話をさせて頂き、年度の

地区行動指針“Let's Enjoy Rotary!!”「共
にロータリーを楽しみましょう、ロータ
リーの明日に夢を込めて」も話させて頂き

ました。「共にロータリーを楽しみましょ
う、ロータリーの明日に夢を込めて」とい
う思いは、ガバナー年度を過ごさせて頂い
た今、地区内全てのロータリアンの思いだ
と確信するようになりました。

まだまだ言葉足らずで言い尽くせません
が、地区活動の役割はあくまで地区内クラ
ブの支援であります。これを念頭に、色々
な目標を設定して活動してまいりました。
しかしながら、COVID-19禍の影響もあり、
十分には活動出来なかった委員会もありま
したが、凄く良くやって頂いたと思ってお
ります。ご協力頂きました皆様には改めて
感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました。そして、この素晴らしい年度に
ガバナーをさせて頂きましたことを改めて
感謝申し上げます。

最後になりましたが、これもまた、毎号
に述べているのですが、今後も私の行動指
針は、“Let's Enjoy Rotary!!”「共にロー
タリーを楽しみましょう、ロータリーの明
日に夢を込めて」です。皆様もまだまだこ
れから新しい仲間を増やして、奉仕にも、
学びにも、親睦にもそれぞれの楽しみを見
つけて、充実したロータリーライフをお送
り頂きたいと思います。
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メルボルン国際大会

国際大会推進委員長　那須　範満（宝塚）
５月27日（土）～５月31日（水）◆オーストラリア　メルボルン

2022-23年度の国際ロータリー年次大会は
５月27日から31日までメルボルンで開催さ
れました。
27日の前夜祭では、ジェニファー・
ジョーンズRI会長と写真撮影をしていただ
くチャンスがありました。全くのハプニン
グです。

28日の開会式場はテニスの全豪オープン
が行われるロッド・レーバー・アリーナで
した。収容人数14,820人の会場はほぼ満席で
熱気に包まれていました。ABC順に各国の
国旗が入場する中、「JAPAN」が紹介され

ると我が国のロータリアンが大きな声援で
答えていました。開会式の独特の雰囲気は
感動的です。

開会式当日の夜は、阪上ガバナーを囲ん
での「ガバナーナイト」がメルボルン・タ
ウンホールで開催されました。歴代の市長
の肖像画が飾られた豪華な会場で、26名の
参加者はメルボルンでの思い出に残る一時
を過ごしました。
この度の国際大会では、ロータリアンと
して貴重な経験を積むことができました。
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メルボルン国際大会

国際大会推進委員長　那須　範満（宝塚）
５月27日（土）～５月31日（水）◆オーストラリア　メルボルン

2022-23年度の国際ロータリー年次大会は
５月27日から31日までメルボルンで開催さ
れました。
27日の前夜祭では、ジェニファー・
ジョーンズRI会長と写真撮影をしていただ
くチャンスがありました。全くのハプニン
グです。

28日の開会式場はテニスの全豪オープン
が行われるロッド・レーバー・アリーナで
した。収容人数14,820人の会場はほぼ満席で
熱気に包まれていました。ABC順に各国の
国旗が入場する中、「JAPAN」が紹介され

ると我が国のロータリアンが大きな声援で
答えていました。開会式の独特の雰囲気は
感動的です。

開会式当日の夜は、阪上ガバナーを囲ん
での「ガバナーナイト」がメルボルン・タ
ウンホールで開催されました。歴代の市長
の肖像画が飾られた豪華な会場で、26名の
参加者はメルボルンでの思い出に残る一時
を過ごしました。
この度の国際大会では、ロータリアンと
して貴重な経験を積むことができました。

第50回神戸まつり おまつりパレード

ポリオプラス小委員長　宮岡　督修（小野加東）
５月28日（日）◆神戸フラワーロード

５月28日(日)、COVID-19禍の為、４年間先
延ばしされた記念すべき第50回神戸まつりお
まつりパレードに参加いたしました。
当日は、心配された天候にも恵まれ、涼風

の吹く晴天の中、元ユニバース兵庫グランプ
リ達の乗るオープンカーを先頭に、近田幼稚
園児達100名の元気なマーチングバンドのリー
ドに乗せられ、総勢180名もの盛大なパレード
を成し遂げました。
この日はちょうどメルボルン国際大会と日

程が重なってしまったため、ガバナー、ガバ
ナーエレクト等の地区役員の方々にはご参列
いただけませんでしたが、ポリオプラス小委
員会を中心とするロータリー財団委員会、公
共イメージ委員会、社会奉仕委員会、青少年
奉仕委員会、米山記念奨学委員会のメンバー
とロータリーファミリーによるビッグパレー
ドとなりました。

ロータリーファミリーのパレード参加は今
回初めての試みでしたので、慎重な準備に加
え、危機管理の面からも万全の体制を整えさ
せていただきました。当日は、母国の民族衣
装に身を包んだ米山奨学生や米山学友（兵
庫）・おそろいのTシャツで揃えたローター
アクター・たくさんのバッジをつけたジャ
ケットを着こなす青少年交換来日生・仮装が
目を引くインターアクターとその顧問の先生
方が、パレードに一層花を添えてくださいま
した。
沿道の市民の皆様はもとより、サンテレビ

のTV放映や神戸新聞記事等を通して、ロータ
リークラブのポリオ根絶活動についてアピー
ルをさせていただきました。
来年度も皆様の１人でも多くの参加をお待

ちしております。
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2023学年度米山記念奨学生・米山学友研修交流会

2022-23年度青少年交換来日生修了式及び2023-24年度派遣生壮行会

米山記念奨学委員長　武本　正照（尼崎北）
５月27日（土）◆三宮研修センター

５月27日(土)三宮研修センターにて2023年度
米山記念奨学生・米山学友研修交流会を開催し
ました。当日は、米山奨学生20名、学友会８
名、米山記念奨学委員会17名、合計45名が参加
致しました。

研修会では、竹内米山記念奨学副委員長より
米山記念事業について注意事項等、改めての研
修が行われました。さらに、米山奨学生学友会

（兵庫）の麦嘉輝（バク カキ）会長より米山記念
奨学事業の素晴らしさ、また、カウンセラーと
の信頼関係の大切さなどをお話しいただきまし
た。研修会終了後、昨年に引き続きケーニヒス
クローネ様の会場をお借りし、ケーキ作りの体
験をしました。奨学生の皆さんは、初めて体験
するケーキ作りに四苦八苦しながらも、楽しく
交流を深めることができました。

青少年交換小委員長　小倉　克輝（姫路東）
６月25日（日）◆神戸ポートピアホテル　キーノーツ

６月25日に2022-23年度青少年交換来日生修了
式及び2023-24年度派遣生壮行会が開催されまし
た。昨年の８月に日本に来た５名の来日生達は
４～５軒のホストファミリーに滞在して、それ
ぞれの高校へ通学し授業やクラブ活動に参加し
てきました。当初は日本語でのコミュニケー
ションに苦労していましたが、最後は日常生活
には全く不自由のない程度の日本語力がつきま
した。学校ではたくさんの日本人の友達を作る
ことが出来ましたし、来日生同士も仲良くなり

ましたので、今後もそれぞれの国を行き来する
など交流が続いていくことと思います。

派遣生は昨年の10月に面接を経て候補生に選
ばれてから毎月、神戸で行われる地区のオリエ
ンテーションに参加して１年間の留学生活に必
要な準備をしてきました。この夏休み期間中に
それぞれの派遣国へ出発します。

2680地区ロータリーの親善大使として大いに
活躍し、元気に帰国してくれることを関係者一
同願っております。
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第45回ローターアクト地区年次大会

ローターアクト地区代表　能津　陽仁（芦屋川RAC）
６月18日（日）◆神戸ポートピアホテル

６月18日(日)に能津年度最後の地区行事

「第45回ローターアクト地区年次大会」を

行いました。

今回の年次大会のテーマは「一歩一歩変

化」です。現在、我々の地区では、ベテラ

ン会員が卒業していき、若い会員が多く

なってきているなか、ベテラン会員から引

き継ぎながらも一歩一歩変化していくとい

う思いを込めながら、山本エレクトとこの

テーマに致しました。

メインプログラムでは、「クラウドファ

ンディング」を行いました。現在ロータ

リークラブとローターアクトクラブは対等

の立場でもあるため、ローターアクトクラ

ブでも資金調達が必要な場面が多くなりま

した。今回は神戸ローターアクトクラブが

行ったクラウドファンディングの経験をも

とにして、各グループに分かれどのように

資金調達をするのかを考えました。今回の

案は今後地区内で活動するかもしれません

のでお楽しみに。

これが「第45回ローターアクト地区年次

大会」本当のメインとも言える卒業式で

す。当日に卒業することが出来たのは４名

です。今回卒業される方は本当に長い間

ローターアクトクラブに力を尽くしてくだ

さった方ばかりです。どれだけ感謝しても

足りません。

そして、今回卒業した方を不安にさせな

いよう、能津年度から山本年度に変わり一

歩一歩変化していきますので皆様ご支援ご

協力よろしくお願い致します。

※今回卒業する会員（左から）
　マディソン・ライアンさん、足立　亮さん、
古川　和紀さん、古川　愛理さん
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クラブ管理運営委員会より

今月の例会開催数 例会の開催方法 他クラブからのメイクアップ受け入れ

2回
9％

3回
49.3％

テーブル配置 お食事について ロータリーソング斉唱

円卓・長机等
の対面式
89.6％

4回
34.3％

その他
あり
89.6％

あり
91％

通常例会
73.1％

ハイブリッド例会
25.4％

★例会の運営、感染防止対策について

※HYOGOロータリーEクラブは例会がホームページ上で行われるため対象外といたします。　※未回答２クラブ

◆ほぼ通常通りの例会運営です
◆黙って食事後例会を開始
◆マスク着用　アルコール消毒については任意
◆使用会館の運営方針に従う
◆アクリル板は撤去しました
◆１テーブル人数を制限（10名テーブルに５・６人）

5回

1回

0回

なし
(オンライン含む)

お弁当
(持ち帰り含む)
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■クラブの運営報告　2023年５月の回答結果 ※今月は67件の回答でした。

※各グラフの少数枠％は割愛致します。

短縮例会

なし 9％
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感謝の集い

宝塚ロータリークラブ会長　石原　正裕（宝塚）
６月29日（木）◆神戸ポートピアホテル　GOCOCU

この１年間、皆様のご協力とご支援により
まして、阪上ガバナー年度の最終行事となり
ます「感謝の集い」を、歴代のパストガバ
ナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミ
ニー、ガバナーノミニー・デジグネート、地
区委員長及び多数の方々のご出席をいただ
き、GOCOCUに於いて開催できましたことに
ホストクラブの代表として心より感謝申し上
げます。

ガバナー公式訪問が始まりました、昨年の
７月は、COVID-19禍が完全に収束しておら
ず、ハイブリッド例会を開催されているクラ
ブもある中、快く公式訪問を受け入れていた
だき、普段お会い出来ない方々よりご交誼を
賜りましたことは、阪上ガバナー、ホストク
ラブにとりましても何ものにも代えがたい財
産となりました。

そして年が明けて、４年ぶりに完全対面で
の地区大会を開催することができました。竹
原実行委員長の指揮の下、コ・ホストクラブ
のご協力もいただき総力で臨みました。地区
の皆様のお陰様で無事に終えることができ、
また昨年合併いたしました二つの当クラブが
地区大会により一つのクラブに統合されたと

確信する大会となりました。
５月に開催されましたメルボルン国際大会

での阪上ガバナーナイトには、大室パストガ
バナーご夫妻、安行ガバナーエレクトご夫妻
をはじめとして日本から多数の方々にご出席
いただき、大変盛り上がったガバナーナイト
となりました。今国際大会のメイン・テーマ
は「平和」と「気候変動」で、ロータリーの
広がりの大きさと奥深さが印象に残る大会へ
の参加でした。

１年間を振り返りますと、RIジェニファー・
ジョーンズ会長の「Imagine Rotary」、阪上ガ
バナーの「Let's Enjoy Rotary!!」のテーマの
下にロータリーの活動ができましたことは、
大変思い出深い１年となりました。

「感謝の集い」では滝澤功治地区研修リー
ダーをはじめに、多くの地区役職の方々から
ご挨拶をいただき、また出席された皆様同士
の交流の輪ができて、大変盛りあがった感謝
の集いとなりました。この知り合いの輪が来
期の安行ガバナー年度に向けて地区のますま
すの発展につながると確信しております。

最後に、阪上ガバナー年度にご協力いただ
きましたことに重ねてお礼を申し上げます。

ありがとうございました。
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感謝の集い

宝塚ロータリークラブ会長　石原　正裕（宝塚）
６月29日（木）◆神戸ポートピアホテル　GOCOCU

この１年間、皆様のご協力とご支援により
まして、阪上ガバナー年度の最終行事となり
ます「感謝の集い」を、歴代のパストガバ
ナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミ
ニー、ガバナーノミニー・デジグネート、地
区委員長及び多数の方々のご出席をいただ
き、GOCOCUに於いて開催できましたことに
ホストクラブの代表として心より感謝申し上
げます。

ガバナー公式訪問が始まりました、昨年の
７月は、COVID-19禍が完全に収束しておら
ず、ハイブリッド例会を開催されているクラ
ブもある中、快く公式訪問を受け入れていた
だき、普段お会い出来ない方々よりご交誼を
賜りましたことは、阪上ガバナー、ホストク
ラブにとりましても何ものにも代えがたい財
産となりました。

そして年が明けて、４年ぶりに完全対面で
の地区大会を開催することができました。竹
原実行委員長の指揮の下、コ・ホストクラブ
のご協力もいただき総力で臨みました。地区
の皆様のお陰様で無事に終えることができ、
また昨年合併いたしました二つの当クラブが
地区大会により一つのクラブに統合されたと

確信する大会となりました。
５月に開催されましたメルボルン国際大会

での阪上ガバナーナイトには、大室パストガ
バナーご夫妻、安行ガバナーエレクトご夫妻
をはじめとして日本から多数の方々にご出席
いただき、大変盛り上がったガバナーナイト
となりました。今国際大会のメイン・テーマ
は「平和」と「気候変動」で、ロータリーの
広がりの大きさと奥深さが印象に残る大会へ
の参加でした。

１年間を振り返りますと、RIジェニファー・
ジョーンズ会長の「Imagine Rotary」、阪上ガ
バナーの「Let's Enjoy Rotary!!」のテーマの
下にロータリーの活動ができましたことは、
大変思い出深い１年となりました。

「感謝の集い」では滝澤功治地区研修リー
ダーをはじめに、多くの地区役職の方々から
ご挨拶をいただき、また出席された皆様同士
の交流の輪ができて、大変盛りあがった感謝
の集いとなりました。この知り合いの輪が来
期の安行ガバナー年度に向けて地区のますま
すの発展につながると確信しております。

最後に、阪上ガバナー年度にご協力いただ
きましたことに重ねてお礼を申し上げます。

ありがとうございました。
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今月の例会開催数 例会の開催方法 他クラブからのメイクアップ受け入れ

3回
23.8％

5回
19％

テーブル配置 お食事について ロータリーソング斉唱

円卓・長机等
の対面式
92.1％

4回
50.8％

あり
87.3％

あり
92.1％

通常例会
77.8％

ハイブリッド例会
20.6％

★例会の運営、感染防止対策について

※HYOGOロータリーEクラブは例会がホームページ上で行われるため対象外といたします。　※未回答４クラブ

◆10名着席可能テーブルを6名に設定し、ソーシャルディスタンスを確保している
◆食事は黙食、食事が終わってから点鐘してプログラム開始
◆例会場は、ホテル＆リゾーツ南淡路で、感染防止対策は、ホテルが厳しくチェックしてくださいます
◆ドア開放で行っています

1回

2回

なし
(オンライン含む)

お弁当
(持ち帰り含む)

なし

スクール形式
7.9％

音源のみ
あり(通常通り)
90.5％

7.9％

■クラブの運営報告　2023年６月の回答結果 ※今月は65件の回答でした。

※各グラフの少数枠％は割愛致します。

オンライン例会

なし
12.7％

実施している基本の感染防止対策

検温

マスク

アルコール消毒

アクリル板（パーテーション）

換気

ドア開放
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49（89.1％）

5（9.1％）

42（76.4％）

31（56.4％）
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◆５月の地区活動記録
日　　　時 行　　　事　　　名 場　　　所

 2 （火） 18：30～20：00 第７回RYLA小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ／オンライン
 6 （土） 14：00～17：00 第２回クラブ管理運営セミナー 神戸ポートピアホテル  偕楽
 8 （月） 15：00～17：00 第６回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室
10（水） 16：00～18：00 第７回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル  パール

13（土）
14：00～16：00 第９回補助金小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ

IYFR神戸フリートJAPAN「2023春の懇親会」（～5／14まで） ホテルリマーニ（岡山県）
14（日） 13：30～16：00 第５回職業奉仕公開委員会（尼崎、阪神第１,２,３グループ） 園田学園女子大学
15（月） 18：00～20：00 第９回規定審議委員会 オンライン
18（木） 19：30～ 第７回国際奉仕小委員会 オンライン

19（金）
16：00～18：00 第８回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル  パール
19：30～21：30 第６回ローターアクト地区連絡協議会 オンライン

21（日）
10：00～12：00 第10回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル  布引
13：00～14：30 第６回青少年交換来日生・派遣生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル  生田

23（火） 15：30～18：00 第11回戦略計画委員会 宝塚歌劇／宝塚ホテル  アンサンブル

27（土）
15：00～18：00 米山記念奨学生・学友研修交流会 三宮研修センター／ケーニヒスクローネ
18：00～20：30 第９回職業奉仕委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ

28（日） 12：30～15：30 神戸まつりおまつりパレード 神戸三宮フラワーロード

◆ 6月の地区活動記録
日　　　時 行　　　事　　　名 場　　　所

 1 （木） 16：30～17：30 第９回RLI委員会 神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB

 3 （土）
13：30～14：30 第３回奨学金・平和フェローシップ小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB
14：45～15：15 2023-24年度環境紙芝居コンテスト関係委員長会議 神戸三宮東急REIホテル  ローズ
15：30～17：30 第10回補助金小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ

 6 （火） 16：00～18：00 2023-24年度第３回ロータリー財団委員長会議 神戸三宮東急REIホテル  ローズ
 7 （水） 15：00～17：00 第７回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

 8 （木）
16：00～18：00 第４回地区運営会議 にしむら珈琲店（元町）
16：00～17：45 2023-24年度第１回クラブ管理運営委員会 神戸ポートピアホテル  パール
18：00～20：00 2023-24年度第２回青少年奉仕委員長会議 神戸三宮東急REIホテル  メイプル／オンライン

11（日） 16：00～19：00 新旧ガバナー補佐会議 ホテル若水
12（月） 18：00～19：00 2023-24年度第３回会員維持増強委員会 オンライン
14（水） 17：00～18：30 第７回DEI小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ
15（木） 17：00～18：00 第４回ガバナー諮問委員会 宝塚ホテル  琥珀の間

17（土）
14：00～16：00 2023-24年度第１回学友委員会 レンタルスペースジェム  ２F D-１
16：00～18：00 2023-24年度第１回米山記念奨学委員会 レンタルスペースジェム  ３F B-１

18（日） 12：00～18：30 第45回ローターアクト地区年次大会 神戸ポートピアホテル  のじぎく、つつじ、すみれ

22（木）
13：30～15：30 第１回監査委員会 ガバナー事務所会議室
16：00～18：00 第７回環境の保護小委員会 神戸ポートピアホテル  パール
18：00～20：00 第２回危機管理委員会 神戸ポートピアホテル  パール

23（金） 12：30～20：00 第12回および2023-24年度第１回戦略計画委員会in北播磨 加東市～西脇ロイヤルホテル
24（土） 13：30～17：00 2023-24年度第１回ロータリー財団合同委員会 神戸ポートピアホテル  生田

25（日）
13：00～14：30 第11回・2023-24年度第１回新旧青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル  パール
14：30～17：30 青少年交換来日生修了式・派遣生壮行会 神戸ポートピアホテル  キーノーツ

29（木） 17：30～19：30 感謝の集い 神戸ポートピアホテル  GOCOCU
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コーディネーターコーディネーター
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2023年６月号  №１
発行：Region 1 , 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

間もなく新年度がスタートします。

新年度に入る準備として、クラブ活動（年度）計画書に記載のクラブ定款は、

2022年度版のものになっているでしょうか？

2019年度版や2016年度版、さらにはそれ以前の古いクラブ定款のままになって

いるクラブはありませんか。またクラブ細則も新しい定款に添ったものに変更されているでしょうか。ク

ラブの委員会構成はクラブ細則に沿ったものになっているでしょうか。

クラブ定款・細則で、2022年の規定審議会で変更になった部分には、下線をいれておくと会員の皆さん

も分かりやすいのではないでしょうか。

クラブ細則は、クラブ独自のものでクラブの特徴を表しているでしょうか。

また、毎年変更されているでしょうか。

所在地域は、正しい表記になっていますか。以前の区域限界のままの表記になっていませんか。

さて、昨年度の2022年規定審議会では、人頭分担金の度重なる値上げが採択されました。また、日本か

ら提案された事務総長に関する立法案が否決されましたが、それぞれの地区を代表する皆さんが集まって

規定審議会で決めたことだから仕方がない、と端らから諦めていませんか？

クラブは規定審議会によって採択された立法案に対し、反対の意思表示をすることが出来ます。クラブ

からの有効投票のうち５％相当のクラブの反対票があった場合、採択された立法案の効力は一時保留とな

ります。その後一時保留となった立法案に対しクラブとして賛否を投票し、反対票が過半数を超えた時

は、規定審議会で採択された立法案は一時保留の日にさかのぼり無効となります。決して規定審議会の決

定が最終ではないということです。

2022年の規定審議会の結果については８件の立法案について反対票がありました。「人頭分担金を増額

する件」への反対票が一番多く402票でしたが、一時保留にするには2,632票が必要でしたので及びません

でした。

次の規定審議会は2025年です。どの様な立法案が採択されるか分かりませんが、規定審議会の決定にお

かしいと嘆く前に、クラブ内で検討しクラブとしての意思表示を出して見ませんか。

第１地域 ロータリーコーディネーター補佐
中里 公造（川口モーニングRC）
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Region 1 , 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2023年６月号  №２
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

2020年７月23年６月の３年間第１地域のRPICを務めさせて頂きました。この

原稿は５月に書いておりますので、任期は１カ月と少し残っております。

2020年の３月中旬にエバンストンにおいて開催予定の地域コーディネーター研

修に参加する準備をしている時に、「RIはCOVID-19について万全の対策をして

いるので安心してシカゴに来て下さい」とのメールを受信し、数日後に中止の

メールを受信するという劇的な変化を体験しました。国内では安倍総理がコロナ対策で小中学校の春休み

を１週間前倒しにすると発表していた頃だったと思います。私と同期の第２地域の服部陽子RPIC、服部

良男RRFCはエバンストンでの研修を受講すること無く、その任に着きました。

幸い、第３地域を担当しておられた山下晧三RPICが１年先行してRPICを務めておられたので、山下

リーダーを中心にZoomを使ったオンライン会議で密に連絡をとりながら活動計画を練りました。

任期１年目は、３地域の各地区の公共イメージ委員長にアンケートをお願いした後、オンラインでの３

地域合同での委員長セミナーを実施しました。RIの行動計画と公共イメージ向上、ロータリーのブラン

ド、公共イメージ向上の例として世界ポリオデーなどについて説明しました。開催日の二日前の８月27日

にWHOがアフリカでのポリオ根絶の宣言を発表しましたが、新聞記事の中に国際ロータリーの名前は一

切出て来ませんでした。ロータリーのポリオ根絶活動については私達ロータリアンが一般の人々に伝える

努力をしなければならない事を痛感しました。

任期２年目は、辰野RI理事（2022年当時）が日本経済新聞にロータリーの１面広告を掲載してロータ

リーの紹介をしようと提案され、10月22日の世界ポリオデーの直前に記事が掲載されました。また、日本

の幾つかの地区が世界ポリオデーに向けて大きなイベントを実施して下さいました。

任期３年目は、佐藤RI理事が、日本の津々浦々で各ロータリークラブが世界ポリオデーに向けてのイ

ベントを実施するよう推進しようと提案され、10月18日に日経の１面広告を掲載し、世界ポリオデーの

フォトコンテストを実施しました。

任期中の３年間はコロナ禍の中でリアルでのセミナーが開催出来ず、担当地区の皆様と直接お話しする

機会は少なかったですが、オンラインの会議を通じて各地域の公共イメージ委員長、ガバナー、ガバナー

エレクトとの方々、そして各地域のARPICの方々と繋がり、沢山の支援を受けました。フォトコンテス

トにおいては、ジェニファージョーンズRI会長、イアンライズリーR財団管理委員長、佐藤RI理事、三木

R財団管理委員に写真の選定をして頂くなど、大きなイベントに繋げることが出来ました。関係各位のご

支援。ご協力に感謝申し上げますと共に、公共イメ ージ向上のご理解が進むことを願っております。

第１地域 ロータリー公共イメージコーディネーター
井原 實（さいたま新都心RC）
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間もなく新年度がスタートします。

新年度に入る準備として、クラブ活動（年度）計画書に記載のクラブ定款は、

2022年度版のものになっているでしょうか？

2019年度版や2016年度版、さらにはそれ以前の古いクラブ定款のままになって

いるクラブはありませんか。またクラブ細則も新しい定款に添ったものに変更されているでしょうか。ク

ラブの委員会構成はクラブ細則に沿ったものになっているでしょうか。

クラブ定款・細則で、2022年の規定審議会で変更になった部分には、下線をいれておくと会員の皆さん

も分かりやすいのではないでしょうか。

クラブ細則は、クラブ独自のものでクラブの特徴を表しているでしょうか。

また、毎年変更されているでしょうか。

所在地域は、正しい表記になっていますか。以前の区域限界のままの表記になっていませんか。

さて、昨年度の2022年規定審議会では、人頭分担金の度重なる値上げが採択されました。また、日本か

ら提案された事務総長に関する立法案が否決されましたが、それぞれの地区を代表する皆さんが集まって

規定審議会で決めたことだから仕方がない、と端らから諦めていませんか？

クラブは規定審議会によって採択された立法案に対し、反対の意思表示をすることが出来ます。クラブ

からの有効投票のうち５％相当のクラブの反対票があった場合、採択された立法案の効力は一時保留とな

ります。その後一時保留となった立法案に対しクラブとして賛否を投票し、反対票が過半数を超えた時

は、規定審議会で採択された立法案は一時保留の日にさかのぼり無効となります。決して規定審議会の決

定が最終ではないということです。

2022年の規定審議会の結果については８件の立法案について反対票がありました。「人頭分担金を増額

する件」への反対票が一番多く402票でしたが、一時保留にするには2,632票が必要でしたので及びません

でした。

次の規定審議会は2025年です。どの様な立法案が採択されるか分かりませんが、規定審議会の決定にお

かしいと嘆く前に、クラブ内で検討しクラブとしての意思表示を出して見ませんか。

第１地域 ロータリーコーディネーター補佐
中里 公造（川口モーニングRC）
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たった26ドル50セントの寄付から始まった基金の設立。

1917年のアトランタ国際大会においてRI会長アーチ C. クランフ氏の「世界で

よいことをしよう」との提案に、カンザスシティロータリークラブが呼応して拠

出したものでした。

1928年に「ロータリー財団」と命名され現在でも発展し続けていますが、「世

界でよいこと」をする大きな第一歩の財団プログラムは1947年の「国際理解を育む」ことを目的とした19

名の各国からの学生に対する大学院留学の為の奨学金の提供でした。

その後、1978年より補助金プログラムとして３H（Health 保健・Hunger 飢餓追放・Humanity 人間性

尊重）プログラムが創設され、現在のグローバル補助金へと繋がっています。

1985年から始まったポリオ根絶プログラムは世界中の子供たちの命を守る事ができ、大きな成果を上げ

ていますが、全世界でポリオフリーが宣言されるまでロータリーの最優先事項であることはご承知のとお

りです。

1999年には財団は「平和および紛争解決の分野における国際問題研究」の為のロータリーセンター（平

和センター）の設立を果たしました。2002年の第一期生以降、多くのロータリー平和フェロー達が巣立っ

て世界で活躍されています。

2013年から開始されたDG（地区補助金）・GG（グローバル補助金）により財団のプログラムも大きく

変わりましたが、2022-23年度では654件のGG・259件の災害救援補助金が「世界でよいこと」の為に活用

されています。

直近のトルコ・シリア大地震などの自然大災害が世界各地で発生し、支援活動が様々な形で実施されて

います。

ウクライナ問題に対する支援活動も今後共ニーズに合ったものが求められ、継続して実施していかなけ

ればなりません。又、その他の紛争地域に対するロータリーとしてできる支援活動も求められています。

「女児のエンパワーメント」「メンタルヘルス」に対する取り組みも始まっています。

ロータリー財団の歴史にあるように、その時に私たちに求められているものを把握して、ロータリアン

である誇りと自信を胸に「世界でよいこと」を実現できるための種をこれからも皆様と共に蒔いてまいり

ましょう…

「世界でよいこと？」

第３地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐
四宮 孝郎（大阪西南RC）
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月信１号 尼崎城 尼　　崎グループ  ガバナー補佐 田中　正喜（尼崎東）
月信２号 宝塚自然の家 近辺風景 阪神第１グループ  ガバナー補佐 中島　勝美（伊丹）
月信３号 能「道成寺」 阪神第２グループ  ガバナー補佐 山田　正雄（芦屋）
月信４号 神戸第１グループの風景 神戸第１グループ  ガバナー補佐 須藤　仁一（神戸ベイ）
月信５号 須磨海岸 神戸第２グループ  ガバナー補佐 門田　敬造（神戸須磨）
月信６号 明石魚棚商店街 東播第１グループ  ガバナー補佐 岡田　芳男（明石北）
月信７号 高砂神社 東播第２グループ  ガバナー補佐 濵田　喜重（高砂青松）
月信８号 神戸電鉄三木駅の新駅舎 東播第３グループ  ガバナー補佐 小林　誠和（三木みどり）
月信９号 玉ねぎ小屋 淡　　路グループ  ガバナー補佐 天羽　恒美（南淡路）
月信10号 国宝 姫路城／圓教寺摩尼殿（如意輪堂） 西播第１グループ  ガバナー補佐 城　　　守（姫路）
月信11号 赤穂義士追慕大祭 西播第２グループ  ガバナー補佐 小林　洋介（赤穂）
月信12号 鉱山町・生野のカラミ石 但　　馬グループ  ガバナー補佐 山田　義彦（生野）
月信13号 神戸ポートピアホテル 阪神第３グループ  ガバナー補佐 吉井久美子（HYOGO REC）
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国際ロータリー第2680地区
ガバナー　阪　上　栄　樹　（宝塚）

ガバナー年度もなんとか無事終了を迎えるこ
とが出来ました。本当にありがとうございまし
た。皆様に改めて心より感謝申し上げます。こ
こでは１年を振り返って2022-23年度の地区事
業を報告させて頂きます。

国際ロータリー初めての女性会長、ジェニ
ファー・ジョーンズ氏のテーマ「Imagine 
Rotary」で始まった年度で、次のような事を言
われました。「今の私たちはロータリーの創設
者たちが推進したこと、つまりロータリーの中
核的価値観、ロータリーの目的、そして４つの
テストに根ざしているはずです。これらは私た
ちがロータリアンであることの根幹をなす原則
です。時代が変わろうとも、この原則はロータ
リアンにとって神聖な真実であり続けるので
す。」と。そして、こうもおっしゃっておりま
す。「想像してください、私たちがベストを尽
くせる世界を。私たちは毎朝目覚めるとき、そ
の世界に変化をもたらせると知っています」ま
た「私たちには皆、夢があります。しかし、そ
の実現のために行動するかどうかを決めるのは
私たちです。」と言い、「自分が望むような社
会で暮らしたいのなら、あなたもその社会づく
りに携わらなければならない。」さらに、「昨
日のことをイマジン（想像）する人はいませ
ん。それは未来を描くことです。」と締めく
くっておられます。

そして、私は年度の地区行動指針を“Let's 
Enjoy Rotary!!”「共にロータリーを楽しみま
しょう、ロータリーの明日に夢を込めて」とさ
せて頂き、この思いのもと、多くの行事や委員
会に参加させて頂きました。

主だったものをあげますと、
◇公式訪問
　70のロータリークラブと９のローターアクト

クラブに訪問する事ができました。
◇IM
　実施予定の無かった神戸第１グループ、

COVID-19禍で中止となりました淡路グルー
プを除く11のグループで実施されました。

◇周年記念例会
　西宮恵美寿RC25周年、篠山RC60周年、神戸

西神RC40周年、高砂RC70周年、西脇RC60周
年、淡路三原RC60周年、姫路東RC50周年に
出席させて頂きました。

◇地区セミナー
　前半８（内１回Zoom）、後半７（内１回

Zoom）、計15のセミナーを実施しました。
◇地区委員会
　前半68（内14回Zoom)、後半88（内25回

Zoom）、計156の委員会を実施しました。
◇地区大会
　2600，2630，2660，2670，2690，2720，2750

地区の７地区の地区大会に参加する事が出来
ました。

　そして、当地区の地区大会は４年ぶり完全対
面での開催が出来、RI会長代理として服部陽
子様をお迎えし、他の多くのご来賓の皆様、
さらに2540，2560，2580，2600，2630，
2670，2720，2730，2750，2770，2780，
2800，2820地区の13地区からガバナー、パー
トナーにご参加頂き、多くのロータリアン、
ローターアクター、交換留学生や学友にロー
タリーファミリーも出席して頂き盛大に開催
されました。

◇第43回RYLAセミナー
　４年ぶりに会場を余島に戻し開催されました。
◇メルボルン国際大会
　約15,000人が参加して開催され、当地区も

久しぶりのガバナーナイトをさせて頂きま
した。

◇第51回ロータリー研究会
　 当 地 区 神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル に ジ ェ ニ

ファー・ジョーンズRI会長とイアン・H. S. ラ
イズリーTRF管理委員長をお迎えして、国内
の多くのロータリアンが参加して盛大に開催
されました。

◇第38回インターアクト年次大会
　ネスタリゾート神戸で３年ぶりに開催されま

した。
◇ローターアクト第45回年次大会
　神戸ポートピアホテルで開催されました。
◇感謝の集い
　多数の地区内ロータリアンにお集まり頂き神

戸ポートピアホテル「GOCOCU」で開催さ
れました。

いずれもご準備に当たられた多くの皆様のご
努力、ご協力の賜物です。おかげで上手く実行
されました事、本当に感謝申し上げます。

以上の他にも多くの会議や研修会が開催され
ました。その多くに代表幹事をお務め頂いた古
川様がご一緒して下さいました。この場をお借
りして改めて感謝申し上げます。６月末時点で
の会員数は残念なが８名減となりましたが、そ
の様な状況の中、女性会員数は18名増となりま
した。男性会員の減少に歯止めがかからない中
で、女性会員の増加は今後の当地区の未来を示
していると思います。そして、“Let's Enjoy 
Rotary!!”「共にロータリーを楽しみましょ
う、ロータリーの明日に夢を込めて」という地
区行動指針は、ガバナー年度が終わった今、地
区内全てのロータリアンの思いだと確信してお
ります。

まだまだ言葉足らずで言い尽くせませんが、
地区活動の役割はあくまで地区内クラブの支援
であります。地区内のクラブが活性化するため
に活動してまいりましたが、出来なかった事も
多くあります。しかしながら、地区運営にご協
力頂きました皆様は、本当に凄く良くやって頂
いたと思っております。ご協力頂きました全て
の皆様に改めて感謝申し上げます。本当にあり
がとうございました。そして、この素晴らしい
年度にガバナーをさせて頂きましたことを改め
て感謝申し上げます。
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ガバナー年度もなんとか無事終了を迎えるこ
とが出来ました。本当にありがとうございまし
た。皆様に改めて心より感謝申し上げます。こ
こでは１年を振り返って2022-23年度の地区事
業を報告させて頂きます。

国際ロータリー初めての女性会長、ジェニ
ファー・ジョーンズ氏のテーマ「Imagine 
Rotary」で始まった年度で、次のような事を言
われました。「今の私たちはロータリーの創設
者たちが推進したこと、つまりロータリーの中
核的価値観、ロータリーの目的、そして４つの
テストに根ざしているはずです。これらは私た
ちがロータリアンであることの根幹をなす原則
です。時代が変わろうとも、この原則はロータ
リアンにとって神聖な真実であり続けるので
す。」と。そして、こうもおっしゃっておりま
す。「想像してください、私たちがベストを尽
くせる世界を。私たちは毎朝目覚めるとき、そ
の世界に変化をもたらせると知っています」ま
た「私たちには皆、夢があります。しかし、そ
の実現のために行動するかどうかを決めるのは
私たちです。」と言い、「自分が望むような社
会で暮らしたいのなら、あなたもその社会づく
りに携わらなければならない。」さらに、「昨
日のことをイマジン（想像）する人はいませ
ん。それは未来を描くことです。」と締めく
くっておられます。

そして、私は年度の地区行動指針を“Let's 
Enjoy Rotary!!”「共にロータリーを楽しみま
しょう、ロータリーの明日に夢を込めて」とさ
せて頂き、この思いのもと、多くの行事や委員
会に参加させて頂きました。

主だったものをあげますと、
◇公式訪問
　70のロータリークラブと９のローターアクト

クラブに訪問する事ができました。
◇IM
　実施予定の無かった神戸第１グループ、

COVID-19禍で中止となりました淡路グルー
プを除く11のグループで実施されました。

◇周年記念例会
　西宮恵美寿RC25周年、篠山RC60周年、神戸

西神RC40周年、高砂RC70周年、西脇RC60周
年、淡路三原RC60周年、姫路東RC50周年に
出席させて頂きました。

◇地区セミナー
　前半８（内１回Zoom）、後半７（内１回

Zoom）、計15のセミナーを実施しました。
◇地区委員会
　前半68（内14回Zoom)、後半88（内25回

Zoom）、計156の委員会を実施しました。
◇地区大会
　2600，2630，2660，2670，2690，2720，2750

地区の７地区の地区大会に参加する事が出来
ました。

　そして、当地区の地区大会は４年ぶり完全対
面での開催が出来、RI会長代理として服部陽
子様をお迎えし、他の多くのご来賓の皆様、
さらに2540，2560，2580，2600，2630，
2670，2720，2730，2750，2770，2780，
2800，2820地区の13地区からガバナー、パー
トナーにご参加頂き、多くのロータリアン、
ローターアクター、交換留学生や学友にロー
タリーファミリーも出席して頂き盛大に開催
されました。

◇第43回RYLAセミナー
　４年ぶりに会場を余島に戻し開催されました。
◇メルボルン国際大会
　約15,000人が参加して開催され、当地区も

久しぶりのガバナーナイトをさせて頂きま
した。

◇第51回ロータリー研究会
　 当 地 区 神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル に ジ ェ ニ

ファー・ジョーンズRI会長とイアン・H. S. ラ
イズリーTRF管理委員長をお迎えして、国内
の多くのロータリアンが参加して盛大に開催
されました。

◇第38回インターアクト年次大会
　ネスタリゾート神戸で３年ぶりに開催されま

した。
◇ローターアクト第45回年次大会
　神戸ポートピアホテルで開催されました。
◇感謝の集い
　多数の地区内ロータリアンにお集まり頂き神

戸ポートピアホテル「GOCOCU」で開催さ
れました。

いずれもご準備に当たられた多くの皆様のご
努力、ご協力の賜物です。おかげで上手く実行
されました事、本当に感謝申し上げます。

以上の他にも多くの会議や研修会が開催され
ました。その多くに代表幹事をお務め頂いた古
川様がご一緒して下さいました。この場をお借
りして改めて感謝申し上げます。６月末時点で
の会員数は残念なが８名減となりましたが、そ
の様な状況の中、女性会員数は18名増となりま
した。男性会員の減少に歯止めがかからない中
で、女性会員の増加は今後の当地区の未来を示
していると思います。そして、“Let's Enjoy 
Rotary!!”「共にロータリーを楽しみましょ
う、ロータリーの明日に夢を込めて」という地
区行動指針は、ガバナー年度が終わった今、地
区内全てのロータリアンの思いだと確信してお
ります。

まだまだ言葉足らずで言い尽くせませんが、
地区活動の役割はあくまで地区内クラブの支援
であります。地区内のクラブが活性化するため
に活動してまいりましたが、出来なかった事も
多くあります。しかしながら、地区運営にご協
力頂きました皆様は、本当に凄く良くやって頂
いたと思っております。ご協力頂きました全て
の皆様に改めて感謝申し上げます。本当にあり
がとうございました。そして、この素晴らしい
年度にガバナーをさせて頂きましたことを改め
て感謝申し上げます。
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ロータリーが他の社交クラブないし奉仕団体
と決定的に異なるのは、「研修」を組織活動の
根本におき、常に会員に「研修」を受けるよう
に奨励しているところだと思う。どのような団
体であっても、その組織の基本となる規約や活
動内容について、会員に「講習」をするのが一
般である。ロータリーが会員に奨励する「研
修」とはそのようなものにとどまらず、ロータ
リーの創立以来の歴史に学ぶことから始まり、
現在の組織の根幹となる各種規則、そしてこれ
からのロータリーの発展を展望するところにま
で及ぶ。そして最も重要なことは、それが単な
る事実の確認にとどまらず、一つの思想、哲学
として多くの先達らの「学び」や「研究」の対
象となって深化を遂げ、その伝統が今の会員に
営々として受け継がれているところであろう。
そのようにロータリーにとって最重要課題の
一つである会員の研修について、今RIは、従前
の「トレーニングモデル」から「ラーニングモ
デル」へと大きく転換しようとしている。すな
わち、これまでのように「研修者」が大勢の参
加者を前に「講演」をして「指導」する「ト
レーニング」ではなく、参加者が少人数のグ
ループに分かれ、参加者間の議論を通じて自ら
学ぶという「ラーニング」が中心となるという。
新しい方式は、与えられたテーマについて参加

滝　澤　功　治　（神戸須磨）

地区研修リーダー

地区研修リーダーを終えて

者自身が考え、自らの意見を発表するとともに、
他者の意見を傾聴し、相互のアイディア交換に
よってテーマに対する理解を深めていくという
ものであり、参加者から意見を引き出して参加
者間の議論を促し、理解を深める手助けをする
のが「ファシリテーター」の存在である。
このように、ロータリーにおける研修の
「ラーニング」への移行の動きを受けて、
2022-23年度はガバナー補佐全員に研修委員会
委員に就任していただいた。研修委員であるガ
バナー補佐に「ラーニング」の基本であるファ
シリテーション手法を体得してもらい、地区の
あらゆる研修会合にこの手法を導入することに
より、地区の研修を活性化させてもらいたいか
らである。そして、将来的には、この手法をク
ラブレベルにまで浸透させ、すべてのロータ
リーの会員がロータリーについての理解を深め
ることにより、自分のクラブをよく理解すると
ともにクラブへの帰属意識を高め、最終的にク
ラブの活性化を実現したいからである。実際問
題としてガバナー補佐は多忙であることもあり、
2022-23年度のこのような目論見は必ずしも十
分な成果をあげたとは言えないかもしれないが、
今後のロータリーの発展には絶対に必要なもの
であると考えるので、引き続きこの考え方をつ
ないでもらいたいと願っている。

ガバナー年度もなんとか無事終了を迎えるこ
とが出来ました。本当にありがとうございまし
た。皆様に改めて心より感謝申し上げます。こ
こでは１年を振り返って2022-23年度の地区事
業を報告させて頂きます。

国際ロータリー初めての女性会長、ジェニ
ファー・ジョーンズ氏のテーマ「Imagine 
Rotary」で始まった年度で、次のような事を言
われました。「今の私たちはロータリーの創設
者たちが推進したこと、つまりロータリーの中
核的価値観、ロータリーの目的、そして４つの
テストに根ざしているはずです。これらは私た
ちがロータリアンであることの根幹をなす原則
です。時代が変わろうとも、この原則はロータ
リアンにとって神聖な真実であり続けるので
す。」と。そして、こうもおっしゃっておりま
す。「想像してください、私たちがベストを尽
くせる世界を。私たちは毎朝目覚めるとき、そ
の世界に変化をもたらせると知っています」ま
た「私たちには皆、夢があります。しかし、そ
の実現のために行動するかどうかを決めるのは
私たちです。」と言い、「自分が望むような社
会で暮らしたいのなら、あなたもその社会づく
りに携わらなければならない。」さらに、「昨
日のことをイマジン（想像）する人はいませ
ん。それは未来を描くことです。」と締めく
くっておられます。

そして、私は年度の地区行動指針を“Let's 
Enjoy Rotary!!”「共にロータリーを楽しみま
しょう、ロータリーの明日に夢を込めて」とさ
せて頂き、この思いのもと、多くの行事や委員
会に参加させて頂きました。

主だったものをあげますと、
◇公式訪問
　70のロータリークラブと９のローターアクト

クラブに訪問する事ができました。
◇IM
　実施予定の無かった神戸第１グループ、

COVID-19禍で中止となりました淡路グルー
プを除く11のグループで実施されました。

◇周年記念例会
　西宮恵美寿RC25周年、篠山RC60周年、神戸

西神RC40周年、高砂RC70周年、西脇RC60周
年、淡路三原RC60周年、姫路東RC50周年に
出席させて頂きました。

◇地区セミナー
　前半８（内１回Zoom）、後半７（内１回

Zoom）、計15のセミナーを実施しました。
◇地区委員会
　前半68（内14回Zoom)、後半88（内25回

Zoom）、計156の委員会を実施しました。
◇地区大会
　2600，2630，2660，2670，2690，2720，2750

地区の７地区の地区大会に参加する事が出来
ました。

　そして、当地区の地区大会は４年ぶり完全対
面での開催が出来、RI会長代理として服部陽
子様をお迎えし、他の多くのご来賓の皆様、
さらに2540，2560，2580，2600，2630，
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タリーファミリーも出席して頂き盛大に開催
されました。

◇第43回RYLAセミナー
　４年ぶりに会場を余島に戻し開催されました。
◇メルボルン国際大会
　約15,000人が参加して開催され、当地区も

久しぶりのガバナーナイトをさせて頂きま
した。

◇第51回ロータリー研究会
　 当 地 区 神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル に ジ ェ ニ

ファー・ジョーンズRI会長とイアン・H. S. ラ
イズリーTRF管理委員長をお迎えして、国内
の多くのロータリアンが参加して盛大に開催
されました。

◇第38回インターアクト年次大会
　ネスタリゾート神戸で３年ぶりに開催されま

した。
◇ローターアクト第45回年次大会
　神戸ポートピアホテルで開催されました。
◇感謝の集い
　多数の地区内ロータリアンにお集まり頂き神

戸ポートピアホテル「GOCOCU」で開催さ
れました。

いずれもご準備に当たられた多くの皆様のご
努力、ご協力の賜物です。おかげで上手く実行
されました事、本当に感謝申し上げます。

以上の他にも多くの会議や研修会が開催され
ました。その多くに代表幹事をお務め頂いた古
川様がご一緒して下さいました。この場をお借
りして改めて感謝申し上げます。６月末時点で
の会員数は残念なが８名減となりましたが、そ
の様な状況の中、女性会員数は18名増となりま
した。男性会員の減少に歯止めがかからない中
で、女性会員の増加は今後の当地区の未来を示
していると思います。そして、“Let's Enjoy 
Rotary!!”「共にロータリーを楽しみましょ
う、ロータリーの明日に夢を込めて」という地
区行動指針は、ガバナー年度が終わった今、地
区内全てのロータリアンの思いだと確信してお
ります。

まだまだ言葉足らずで言い尽くせませんが、
地区活動の役割はあくまで地区内クラブの支援
であります。地区内のクラブが活性化するため
に活動してまいりましたが、出来なかった事も
多くあります。しかしながら、地区運営にご協
力頂きました皆様は、本当に凄く良くやって頂
いたと思っております。ご協力頂きました全て
の皆様に改めて感謝申し上げます。本当にあり
がとうございました。そして、この素晴らしい
年度にガバナーをさせて頂きましたことを改め
て感謝申し上げます。



18

歴代の諸先輩方が続けてこられた尼崎グルー
プの会長幹事会は、毎月持ち回りで開催した。
その中でIM及び、ロータリークラブの合同例会、
ゴルフコンペ他各クラブの問題点等を議論した。

初期の目的であったIMについては、１年半
ほど前から、歴史豊かな尼崎に誇りを持った子
供たちを増やしてゆきたいとの一心で、尼崎市
教育委員会と打合せを重ね、テーマを「愛郷の
心を育む教育を子供たちに」ということで設定
し、デジタル副読本
（尼崎の歴史本）贈
呈式とその副読本を
使って、会長・幹事
が生徒役になり模擬
授業を行った。なお、
本 件 の 副 読 本 は 、
「 尼 崎 教 育 セ ン
ター」のホームペー
ジのトピックスに掲
載され、どなたでも
ご覧いただけるよう
になっている。

クラブの皆様、６RCの皆様の固い絆と熱い
友情に感謝申し上げます。

また、今年度は６RCの会員が顔を合わせる
機会を多くしたいと、１月の合同例会、とゴル
フコンペの他に、５月27日(土)にボウリング大
会を開催、久しぶりのボウリングに戸惑いなが
らも、後の懇親会も含め、楽しい一時を過ごさ
せていただきました。

阪上年度にガバナー補佐をさせていただき、
ガバナー、代表幹事そして同期のガバナー補佐
も含めたくさんの方ともお知り合いになり、充
実した１年でした。改めて感謝です。

ガバナー補佐

田　中　正　喜　（尼崎東）

2022年６月23日、伊丹RCの訪問（少しフラ
イング？）から始まった私のガバナー補佐とし
て任務も、ここにようやく終了することができ
ました。１年間にわたり、支えていただきまし
た全ての皆様方に心より御礼申し上げます。

振り返れば、あの「長寿蔵」でのIMと楽し
い語らいが脳裏をよぎります。様々なことが
あったとしても、あれも、これも、それも全て
ロータリー、この１年間、将にロータリーを満
喫できた喜びが、ジワッと湧き上がってきます。

私の2022-23年度は皆様方からいただいた
ロータリーの「友情」と「寛容の精神」で満た
されています。お陰様で、私は実に素晴らしい
経験をすることが出来ました。

伊丹RCをはじめ阪神第１グループの皆様、
また同期のガバナー補佐の皆様、そして阪上ガ
バナー、古川代表幹事、皆様方に改めてお礼申
し上げます。

Let’s Enjoy Rotary!!今後とも何卒よろしく
お願い申し上げます。

HYOGOロータリーEクラブから初となるガバ
ナー補佐を拝命し、緊張と不安を抱えながらのス
タートでした。阪神第３グループの会長・幹事、各
クラブの皆様には、温かくお迎えご協力いただき、
無事１年間を終えることができましたこと、厚くお
礼申し上げます。

「宝塚ユニバースロータリー衛星クラブ」が宝塚
ロータリークラブをホストとして誕生し、国際ロー
タリーに認可されグループに新たな変化が生まれま
した。

IMでは「しなやかに変化する“シン”ロータ
リー」をテーマに、親睦・交流・知識を拡げること
を目的として、児玉IM実行委員長率いるメンバー
が団結し、スポンサークラブである宝塚武庫川ロー
タリークラブの皆様のご協力を得て多くのご参加を
頂き無事開催することができました。

ガバナー補佐をさせて頂いたことで、７クラブ各
４回の訪問、多くの委員会や地区全てのIMへの出
席など本当に多くの学びと経験をさせて頂きましま
した。

阪上ガバナーはじめ古川代表幹事、ご縁を頂きま
したロータリアンの皆様に大変お世話になり本当に
ありがとうございました。また、各クラブの会長・
幹事、同期ガバナー補佐の皆様との楽しい思い出も
大切な宝物です。

最後にお支え頂いた補佐付き幹事の長澤会員、藤
原会長はじめクラブメンバーの皆様に改めて心より
感謝申し上げます。

阪上ガバナーはじめ皆様方のおかげをもちま
して、一年を無事過ごさせていただきましたこ
とに厚く御礼申し上げます。

この期は、前半はまだCOVID-19が猛威を振
るっている時期でございました。挨拶まわりの
日程を組むのに大変な苦労をしたことが思い出
されます。各クラブのCOVID-19に対する感覚
もそれぞれでした。例会や奉仕活動、親睦活動
にも様々なご苦労を感じさせられました。

年が明けますと、皆様方の感覚も緩んでまい
りました。２月には多数のご来賓の方々をお招
きしてIMを通常通り開催させていただきまし
た。講師の高橋洋一先生によります「明日の日
本の希望に向けて」の公演は非常に有意義な公
演だったと自負しております。懇親会での甲南
高校ブラスアンサンブル部の演奏、県立芦屋高
校書道部によるパフォーマンスは、COVID-19
に押さえつけられていたわたくしたちの心を解
放してくれたような気がいたします。

そして、他のグループのIMにも寄せていた
だきました。それぞれが工夫され素晴らしい
IMでした。

最後にもう一度改めまして、この一年素晴ら
しい仲間に恵まれましたことを感謝いたします。
ありがとうございました。

尼崎グループ 阪神第１グループ 阪神第２グループ 阪神第３グループ

ガバナー補佐

中　島　勝　美　（伊丹）

ガバナー補佐

山　田　正　雄　（芦屋）

ガバナー補佐

吉　井　久美子　（HYOGO REC）

１年を振り返って （ガバナー補佐／代表幹事）
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教育委員会と打合せを重ね、テーマを「愛郷の
心を育む教育を子供たちに」ということで設定
し、デジタル副読本
（尼崎の歴史本）贈
呈式とその副読本を
使って、会長・幹事
が生徒役になり模擬
授業を行った。なお、
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「 尼 崎 教 育 セ ン
ター」のホームペー
ジのトピックスに掲
載され、どなたでも
ご覧いただけるよう
になっている。

クラブの皆様、６RCの皆様の固い絆と熱い
友情に感謝申し上げます。

また、今年度は６RCの会員が顔を合わせる
機会を多くしたいと、１月の合同例会、とゴル
フコンペの他に、５月27日(土)にボウリング大
会を開催、久しぶりのボウリングに戸惑いなが
らも、後の懇親会も含め、楽しい一時を過ごさ
せていただきました。

阪上年度にガバナー補佐をさせていただき、
ガバナー、代表幹事そして同期のガバナー補佐
も含めたくさんの方ともお知り合いになり、充
実した１年でした。改めて感謝です。
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た全ての皆様方に心より御礼申し上げます。
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もそれぞれでした。例会や奉仕活動、親睦活動
にも様々なご苦労を感じさせられました。

年が明けますと、皆様方の感覚も緩んでまい
りました。２月には多数のご来賓の方々をお招
きしてIMを通常通り開催させていただきまし
た。講師の高橋洋一先生によります「明日の日
本の希望に向けて」の公演は非常に有意義な公
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2023年７月22日ホテルオークラ神戸での神戸
ほろにが会が終わって元町駅に歩いたとき、
二回目のガバナー補佐の終了を実感しました。
クラブ内でガバナー補佐を引き受けた頃は
COVID-19の予防注射が始まり、終息が見通せ
るころでした。本年は阪神大震災から28年にな
ります。１月17日も同じ火曜日でした。この頃
になるとロータリーも旧来のセミナー形式が
戻って来ました。

地区大会は大いに楽しみ、阪上ガバナー以下
「ロータリーをおおいに楽しみました。」４月
には第４回職業奉仕公開委員会を開催出来、良
いセミナーでした。

今年度ガバナー補佐の終了にあたり、次年度
の神戸第１グループガバナー補佐は神戸東RC
の須藤雄二（すとうゆうじ）さんです。何代も
さかのぼっても縁戚ではありません。２年続け
て同じ苗字とは珍しいことです。

６月17日には神戸第１グループの新旧会長・
幹事会を開催させていただきまして、皆さんに
一年間の交流を感謝しました。

ガバナー補佐

須　藤　仁　一　（神戸ベイ）

６月30日を迎え、ガバナー補佐の役目を無事
終えたことの充実感でいっぱいです。

昨年７月より阪上ガバナー年度が始まって
以来、各クラブ訪問や、公式訪問前クラブ
アッセンブリーでは、皆様に温かく迎えてい
ただき、楽しみながら各クラブを訪問させて
いただくことができました。訪問する度に、
どのクラブでも例会では工夫を凝らしながら、
例会を、またロータリーを楽しんでおられる
ように感じました。

一番の思い出はIMです。『つなげよう奉仕
の輪』～豊かな自然を残そう！子供たちのため
に～をテーマに、神戸須磨ロータリークラブが
実施している社会奉仕事業を通して、ロータリ
アンがどう関わっていけるかを考える機会とな
りました。会員の方々と共に、思い通りのIM
が開催できたことを心より感謝申し上げます。

阪上ガバナーがいつも仰っている「親睦・
奉仕・学びを通して、共にロータリーを楽し
みましょう。“Let’s Enjoy Rotary!!”」を実
践できたと思います。本当にありがとうござ
いました！

2022年７月より阪上ガバナーのもと東播第２
グループのガバナー補佐を拝命し、ガバナーの
行動方針である“Let’s Enjoy Rotary!!”を重点
におき、「ロータリーを楽しむ場」として各ク
ラブに接してまいりました。個性ある５クラブ
でのクラブアッセンブリーを始め、20回の訪問
で卓話をさせていただきましたが、すべての会
員の皆さんに私の話を聞いていただく為に、内
容に注力しました。2023年１月28日に開催した
IMでは、上村春樹講道館館長より「指導者の
役割」という題目で講演をいただき、全ての役
割の方々のスピーチも個性的で他グループの
IMに比べて、類をみない個性あるIMであった
と自負しております。

私にとって、この１年間は非常にしんどい
１年でありましたが、ロータリーについての
色々な勉強ができ、実りある１年であったと思
います。阪上ガバナー、古川代表幹事そして同
期のガバナー補佐、東播第２グループ５クラブ
の皆様にはたいへんお世話になり、ありがとう
ございました。

2021年９月25日(土)に宝塚ホテルにおいて
2022-23年度第１回ガバナー補佐会議が開催さ
れました。阪上ガバナーと古川代表幹事の下で
12人のガバナー補佐とともに2022-23年度の役
割を楽しく遂行することが出来ると感じた会議
でした。

東播第１グループの３クラブのガバナー公式
訪問前クラブ協議会に参加させていただきまし
た。そしてそれぞれのクラブの特色ある例会を
実感し、それぞれのクラブのご努力に敬意を表
するとともに、大変勉強になったことを思い出
します。

ガバナー補佐の役割の一つにIMの開催があ
ります。わがグループは、2022年11月12日(土)
に京都薬科大学学長・赤路健一博士に「感染症
との闘いの歴史と現状」について講演していた
だきました。阪上ガバナー、古川代表幹事を始
め多くのガバナー補佐の方々にご参加いただき
心から感謝した次第です。他のグループのIM
にも参加させていただき多くの勉強をさせてい
ただいたことを楽しく思い出しています。

もう一つ嬉しく思い出すことは、ガバナー月
信の表紙に、明石の誇る活気ある魚の棚の風景
を掲載していただいたことです。

微力ではありましたがガバナー補佐として楽
しく過ごした一年でした。

神戸第１グループ 神戸第２グループ 東播第１グループ 東播第２グループ

ガバナー補佐

門　田　敬　造　（神戸須磨）

ガバナー補佐

岡　田　芳　男　（明石北）

ガバナー補佐

濵　田　喜　重　（高砂青松）
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いただくことができました。訪問する度に、
どのクラブでも例会では工夫を凝らしながら、
例会を、またロータリーを楽しんでおられる
ように感じました。

一番の思い出はIMです。『つなげよう奉仕
の輪』～豊かな自然を残そう！子供たちのため
に～をテーマに、神戸須磨ロータリークラブが
実施している社会奉仕事業を通して、ロータリ
アンがどう関わっていけるかを考える機会とな
りました。会員の方々と共に、思い通りのIM
が開催できたことを心より感謝申し上げます。

阪上ガバナーがいつも仰っている「親睦・
奉仕・学びを通して、共にロータリーを楽し
みましょう。“Let’s Enjoy Rotary!!”」を実
践できたと思います。本当にありがとうござ
いました！

2022年７月より阪上ガバナーのもと東播第２
グループのガバナー補佐を拝命し、ガバナーの
行動方針である“Let’s Enjoy Rotary!!”を重点
におき、「ロータリーを楽しむ場」として各ク
ラブに接してまいりました。個性ある５クラブ
でのクラブアッセンブリーを始め、20回の訪問
で卓話をさせていただきましたが、すべての会
員の皆さんに私の話を聞いていただく為に、内
容に注力しました。2023年１月28日に開催した
IMでは、上村春樹講道館館長より「指導者の
役割」という題目で講演をいただき、全ての役
割の方々のスピーチも個性的で他グループの
IMに比べて、類をみない個性あるIMであった
と自負しております。

私にとって、この１年間は非常にしんどい
１年でありましたが、ロータリーについての
色々な勉強ができ、実りある１年であったと思
います。阪上ガバナー、古川代表幹事そして同
期のガバナー補佐、東播第２グループ５クラブ
の皆様にはたいへんお世話になり、ありがとう
ございました。

2021年９月25日(土)に宝塚ホテルにおいて
2022-23年度第１回ガバナー補佐会議が開催さ
れました。阪上ガバナーと古川代表幹事の下で
12人のガバナー補佐とともに2022-23年度の役
割を楽しく遂行することが出来ると感じた会議
でした。

東播第１グループの３クラブのガバナー公式
訪問前クラブ協議会に参加させていただきまし
た。そしてそれぞれのクラブの特色ある例会を
実感し、それぞれのクラブのご努力に敬意を表
するとともに、大変勉強になったことを思い出
します。

ガバナー補佐の役割の一つにIMの開催があ
ります。わがグループは、2022年11月12日(土)
に京都薬科大学学長・赤路健一博士に「感染症
との闘いの歴史と現状」について講演していた
だきました。阪上ガバナー、古川代表幹事を始
め多くのガバナー補佐の方々にご参加いただき
心から感謝した次第です。他のグループのIM
にも参加させていただき多くの勉強をさせてい
ただいたことを楽しく思い出しています。

もう一つ嬉しく思い出すことは、ガバナー月
信の表紙に、明石の誇る活気ある魚の棚の風景
を掲載していただいたことです。

微力ではありましたがガバナー補佐として楽
しく過ごした一年でした。

神戸第１グループ 神戸第２グループ 東播第１グループ 東播第２グループ

ガバナー補佐

門　田　敬　造　（神戸須磨）

ガバナー補佐

岡　田　芳　男　（明石北）

ガバナー補佐

濵　田　喜　重　（高砂青松）
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2022-23年度、2680地区の阪上栄樹ガバナー
の下で、東播第３グループガバナー補佐という
役割を拝命させて頂き、当初は浅学非才な私に
とってガバナーを補佐するようなことが出来る
のか不安な気持ちでのスタートではありました
が、阪上ガバナーや古川代表幹事、また他のガ
バナー補佐よりの適切なアドバイスを頂くとと
もに、東播第３グループ内５クラブの会長・幹
事やメンバーの方々のご支援とご理解そして温
かい友情により、お蔭をもちまして１年を終え
ることが出来ました。

2022年７月より、グループ内５クラブの例会
やクラブ協議会等に各々４回ずつ訪問させてい
ただき、各クラブのロータリー活動をつぶさに
拝見し、自分自身のこれからのロータリー活動
に大きく寄与したことと確信いたしております。

又、2023年２月４日の東播第３グループのＩＭ
では、阪上ガバナーを始めとして多くのご来賓
及びロータリアンのご臨席とご参加を得る中で、
盛大にかつ成功裏に実施することが出来ました
ことを心より御礼申し上げます。そして開催す
るにあたりまして、ホストクラブとして計画か
ら実施まで、当クラブ会員が一丸となってＩＭ
に取り組むことが出来、ガバナー補佐という役
割が個人としてもクラブにとっても良い結果に
繋がったと思っております。

最後になりますがガバナー補佐としての在任
中に、色々な場面で色々な経験をさせていただ
き、また多くの感動に接する機会を与えて頂い
たことに深く感謝を申し上げます。

１年間、有難うございました。

ガバナー補佐

小　林　誠　和　（三木みどり）

淡路グループのガバナー補佐の当番が我クラ
ブになっていましたが、クラブ内での人選がな
かなか決定することが出来ず、急遽私が指名を
受ける事となりました。私自身の心の準備が出
来ていないままの状態での就任、又かなりス
タートが遅れての活動開始でした。

グループの各クラブにはご迷惑をかけないよ
うに地区関係、グループ内での出席要請には出
来るだけ参加するとの意志で臨みました。第二
回ガバナー補佐会議に始まり2023年６月29日の
「感謝の集い」まで、さまざまなセミナー及び
行事に参加させて頂きました。

淡路グループのIMにつきましては、2023年
２月５日に開催予定でしたが、淡路島内での
COVID-19感染者が増加してきた影響により実
行委員会の話し合いでロータリーの行事の中か
らクラスターが出るのは絶対避けなければなら
ない、又会員の皆様の安全を守ると共にロータ
リークラブの社会的信頼を損なうことがあって
はならないとの思いで、準備の途中での中止と
決定させて頂きました。地区関係並びに淡路グ
ループの会員の皆様には、大変ご迷惑をおかけ
しました。本当に申し訳ございませんでした。

阪上ガバナーの「Let’s Enjoy Rotary!!」で
これから先のロータリー活動を楽しみたいと
思っています。１年間お世話になりました。あ
りがとうございました。感謝。

2022-23年度西播第２グループのガバナー
補佐を拝命しての１年間（準備期間を含めると
１年半ほど）は本当に目まぐるしく過ぎていっ
たように感じます。最初に阪上ガバナーがおっ
しゃられた言葉「ガバナー補佐はグループの代
表でも、グループ内のクラブのとりまとめでも
ありません、とにかく地区へ奉仕してくださ
い」が、任期が終わってしみじみと理解できま
した。というものの、小職も仕事を持つ身であ
りますのでセミナー参加など、なかなか参加で
きなかった不良ガバナー補佐ではありました。
しかし、ホストクラブはもとより、グループ内
の各ロータリークラブの会長さんからのご協力、
また、同期のガバナー補佐の皆様にいろいろ教
えていただきながらの刺激を頂いて任期を全う
できました。

私にとってやはり一番の思い出は野外での
「大花見大会」のIMでした。ホストクラブの
皆さんの協力のもと、ガバナー他たくさんの
ご来賓をお招きしてバーベキューをしながら
の、阪上ガバナーのおっしゃった「Let’s Enjoy 
Rotary!!」を、親睦を深めるIMとして開催で
きたことは、感謝しかありません。

最後になりますが阪上ガバナー、古川代表幹
事、各ガバナー補佐の皆様本当にお世話になり
ました。有難うございました。

先ずは、西播第１グループの皆さまに感謝申
し上げます。皆さまからの多大なるご理解とご
協力のおかげでガバナー補佐の務めを無事に終
えることができました。

年度前の６月初旬には早速グループ内６クラ
ブへの新旧ガバナー補佐引継挨拶訪問を開始し、
ガバナー公式訪問に向けてのクラブ協議会訪問
では、各クラブの管理運営状況などを伺うこと
ができて大変勉強になりました。

また、年間５回開催された会長・幹事会では、
グループ内の情報交換や協力要請など貴重な協
議・審議時間の中、RIやガバナー、そして私か
らのお願いの機会を頂戴することができました。

このお願いの一つが西播第１グループポリオ
根絶チャリティーコンペの開催でした。大変お
忙しいなか各クラブから多数の参加を得て開催
することができました。今回はポリオプラス基
金には指定寄付が必要であることを知ってもら
うために、各クラブ事務局員様には参加者名で
指定寄付手続きするなどご尽力いただきました。

そして、「世界でよいことをしよう！国際
ロータリーのロータリー財団」をテーマに２月
に開催したIMでは、全員登録をお願いしたと
ころご快諾をいただき、多くのご来賓と会員の
ご出席のもと、ロータリー財団の勉強と懇親会
を無事に終えることができました。

最後に、グループ内の皆さま、姫路ロータ
リークラブの皆さま、同期のガバナー補佐の皆
さま、そして地区関係の皆さまには絶大なるご
支援とご協力を賜りました。この場をお借りし
て深く感謝申し上げます。

東播第３グループ 淡路グループ 西播第１グループ 西播第２グループ

ガバナー補佐

天　羽　恒　美　（南淡路）

ガバナー補佐

城　　　　　守　（姫路）

ガバナー補佐

小　林　洋　介　（赤穂）
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2022-23年度、2680地区の阪上栄樹ガバナー
の下で、東播第３グループガバナー補佐という
役割を拝命させて頂き、当初は浅学非才な私に
とってガバナーを補佐するようなことが出来る
のか不安な気持ちでのスタートではありました
が、阪上ガバナーや古川代表幹事、また他のガ
バナー補佐よりの適切なアドバイスを頂くとと
もに、東播第３グループ内５クラブの会長・幹
事やメンバーの方々のご支援とご理解そして温
かい友情により、お蔭をもちまして１年を終え
ることが出来ました。

2022年７月より、グループ内５クラブの例会
やクラブ協議会等に各々４回ずつ訪問させてい
ただき、各クラブのロータリー活動をつぶさに
拝見し、自分自身のこれからのロータリー活動
に大きく寄与したことと確信いたしております。

又、2023年２月４日の東播第３グループのＩＭ
では、阪上ガバナーを始めとして多くのご来賓
及びロータリアンのご臨席とご参加を得る中で、
盛大にかつ成功裏に実施することが出来ました
ことを心より御礼申し上げます。そして開催す
るにあたりまして、ホストクラブとして計画か
ら実施まで、当クラブ会員が一丸となってＩＭ
に取り組むことが出来、ガバナー補佐という役
割が個人としてもクラブにとっても良い結果に
繋がったと思っております。

最後になりますがガバナー補佐としての在任
中に、色々な場面で色々な経験をさせていただ
き、また多くの感動に接する機会を与えて頂い
たことに深く感謝を申し上げます。

１年間、有難うございました。

ガバナー補佐

小　林　誠　和　（三木みどり）

淡路グループのガバナー補佐の当番が我クラ
ブになっていましたが、クラブ内での人選がな
かなか決定することが出来ず、急遽私が指名を
受ける事となりました。私自身の心の準備が出
来ていないままの状態での就任、又かなりス
タートが遅れての活動開始でした。

グループの各クラブにはご迷惑をかけないよ
うに地区関係、グループ内での出席要請には出
来るだけ参加するとの意志で臨みました。第二
回ガバナー補佐会議に始まり2023年６月29日の
「感謝の集い」まで、さまざまなセミナー及び
行事に参加させて頂きました。

淡路グループのIMにつきましては、2023年
２月５日に開催予定でしたが、淡路島内での
COVID-19感染者が増加してきた影響により実
行委員会の話し合いでロータリーの行事の中か
らクラスターが出るのは絶対避けなければなら
ない、又会員の皆様の安全を守ると共にロータ
リークラブの社会的信頼を損なうことがあって
はならないとの思いで、準備の途中での中止と
決定させて頂きました。地区関係並びに淡路グ
ループの会員の皆様には、大変ご迷惑をおかけ
しました。本当に申し訳ございませんでした。

阪上ガバナーの「Let’s Enjoy Rotary!!」で
これから先のロータリー活動を楽しみたいと
思っています。１年間お世話になりました。あ
りがとうございました。感謝。

2022-23年度西播第２グループのガバナー
補佐を拝命しての１年間（準備期間を含めると
１年半ほど）は本当に目まぐるしく過ぎていっ
たように感じます。最初に阪上ガバナーがおっ
しゃられた言葉「ガバナー補佐はグループの代
表でも、グループ内のクラブのとりまとめでも
ありません、とにかく地区へ奉仕してくださ
い」が、任期が終わってしみじみと理解できま
した。というものの、小職も仕事を持つ身であ
りますのでセミナー参加など、なかなか参加で
きなかった不良ガバナー補佐ではありました。
しかし、ホストクラブはもとより、グループ内
の各ロータリークラブの会長さんからのご協力、
また、同期のガバナー補佐の皆様にいろいろ教
えていただきながらの刺激を頂いて任期を全う
できました。

私にとってやはり一番の思い出は野外での
「大花見大会」のIMでした。ホストクラブの
皆さんの協力のもと、ガバナー他たくさんの
ご来賓をお招きしてバーベキューをしながら
の、阪上ガバナーのおっしゃった「Let’s Enjoy 
Rotary!!」を、親睦を深めるIMとして開催で
きたことは、感謝しかありません。

最後になりますが阪上ガバナー、古川代表幹
事、各ガバナー補佐の皆様本当にお世話になり
ました。有難うございました。

先ずは、西播第１グループの皆さまに感謝申
し上げます。皆さまからの多大なるご理解とご
協力のおかげでガバナー補佐の務めを無事に終
えることができました。

年度前の６月初旬には早速グループ内６クラ
ブへの新旧ガバナー補佐引継挨拶訪問を開始し、
ガバナー公式訪問に向けてのクラブ協議会訪問
では、各クラブの管理運営状況などを伺うこと
ができて大変勉強になりました。

また、年間５回開催された会長・幹事会では、
グループ内の情報交換や協力要請など貴重な協
議・審議時間の中、RIやガバナー、そして私か
らのお願いの機会を頂戴することができました。

このお願いの一つが西播第１グループポリオ
根絶チャリティーコンペの開催でした。大変お
忙しいなか各クラブから多数の参加を得て開催
することができました。今回はポリオプラス基
金には指定寄付が必要であることを知ってもら
うために、各クラブ事務局員様には参加者名で
指定寄付手続きするなどご尽力いただきました。

そして、「世界でよいことをしよう！国際
ロータリーのロータリー財団」をテーマに２月
に開催したIMでは、全員登録をお願いしたと
ころご快諾をいただき、多くのご来賓と会員の
ご出席のもと、ロータリー財団の勉強と懇親会
を無事に終えることができました。

最後に、グループ内の皆さま、姫路ロータ
リークラブの皆さま、同期のガバナー補佐の皆
さま、そして地区関係の皆さまには絶大なるご
支援とご協力を賜りました。この場をお借りし
て深く感謝申し上げます。

東播第３グループ 淡路グループ 西播第１グループ 西播第２グループ

ガバナー補佐

天　羽　恒　美　（南淡路）

ガバナー補佐

城　　　　　守　（姫路）

ガバナー補佐

小　林　洋　介　（赤穂）
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COVID-19禍でのガバナー補佐研修が始まり、
７月のスタートを迎えましたが、まだCOVID-19
の収まりが見えない中で少し不安な気持ちでの
クラブ訪問が始まり、クラブアッセンブリーや
ガバナー訪問とスケジュールが進み、11月13日
のIMも予定通り行うつもりでしたが、感染者
数が急激に増加傾向となり、残念ながら直前で
懇親会を中止しました。年が明けると国の規制
も緩和されIＭや地区大会（RI会長代理歓迎晩
餐会）等も３年分を取り戻すかの様に盛大に行
われました。
私もクラブ訪問や他のグループのIMに参加
し、それぞれのクラブやグループの違いを感じ
る事が出来たのも良い経験となりました。
また、昨年米山梅吉記念館を訪問し、東京
ロータリークラブ初代会長米山梅吉氏の肖像画
を描いた画家白滝幾之助氏は生野町出身と紹介
した縁で、今年米山梅吉記念館の館報（８月初
旬発行予定）に白滝画伯を研究されている福田
美術館の文芸員阿部亜紀氏の寄稿文と、白滝作
品を多く収集している但陽信用金庫美術館の紹
介と但陽会館を例会場としている生野ロータ
リークラブの繋がりが紹介されます。

ガバナー補佐

山　田　義　彦　（生野）

地区内の多くのロータリアンの皆様方にまず
感謝申し上げます。
阪上年度は、COVID-19も終末に向かい、ほ
とんどの行事が対面で開催され、やはりロータ
リーは対面での開催が良いナァーとつくづく感
じました。年度中は、すべての公式訪問に同行
し、各クラブの皆様の地域に根差した奉仕活動
や自クラブでの親睦活動を楽しんでいる様子が
うかがえました。
また、地区委員会の皆様方の活発な委員会活
動にも感心させられました。私自身、すべての
委員会に出席させていただき、横断幕的に見ら
れたことも大きな財産になりました。
そして、宝塚ロータリークラブが一段と結束
が深まったことも、また一つの財産になったの
ではないかと思います。
最後に、ガバナー事務所職員の皆様方の献身
的なご協力も付け加えさせていただきます。
次期代表幹事時代からの２年間、本当にお世
話になりました。ありがとうございました。

但馬グループ 代表幹事

古　川　彰　治　（宝塚）
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RLI委員会

アドバイザー

RLI委員会は、前年度に引続きRLIを地区内に浸
透させる事とディスカッションリーダーの育成を重
点目標として、この１年取り組んで参りました。こ
の度、第２期RLI研修パートⅠ・Ⅱ・Ⅲとリアルで
開催することが出来、無事に終える事が出来ました。
当委員会は、ディスカッションリーダーのトレーニ
ング研修を中心とした、かなりハードな委員会とな
りましたが、RLI委員の皆さんには熱心にご参加い
ただき、阪上ガバナー始め滝澤地区研修リーダー、
地区役員の皆様方には並々ならぬお力添えをいただ
きました。心から感謝申し上げます。

また本年度RLI委員会は、ガバナー直属の大委員
会となり、中村パストガバナーには委員会アドバイ
ザーとしてご指導ご助言をいただき委員会を支えて
いただきました。お蔭で充実した委員会となりまし
た事、重ねて御礼申し上げます。

今後、地区委員会に於いてRLI方式による研修も
増え、RLI委員会の果たす役割は益々大きくなって
くるものと思われます。引き続き、当委員会活動へ
のご支援ご協力をお願い申し上げまして、報告とさ
せていただきます。

１年間大変お世話になりありがとうございました。

◎第２期ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）
パートⅠ
日時：2022年11月27日　９：30～17：45
場所：神戸ホートピアホテル　布引・北野・菊水
参加者：地区役員RLI関係者23名

受講会員：25名　　パートⅠ修了会員25名
内卒業会員　小野　敏国会員（尼崎北）　
2620地区パートⅠ修了　山口　宰会員（神戸西）

◎第２期ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）
パートⅡ
日時：2023年２月12日　９:30～17:45
場所：園田女子学園大学　欅和館４階
参加者：地区役員RLI関係者24名
受講会：29名　　パートⅡ修了会員29名
内卒業会員　秦　紳一郎会員（洲本）
　　　　　　間瀬　　清会員（三木みどり）

◎第２期ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）
パートⅢ
日時：2023年２月12日　９：30～17：45
場所：園田女子学園大学　欅和館4階
参加者：地区役員RLI関係者22名
受講会員：22名　　パートⅢ修了会員22名
内卒業会員15名
別紙報告書（月信12号P.３）に依る

◎2022-23阪上ガバナー年度
第３期RLI　DL認定者（敬称略　順不同）
※太田 叶子（尼崎東）　　 ※芝田 一夫（川西)
※徳梅 明彦（あわじ中央)　※深田 俊郎（柏原)
※二宮 明彦（甲子園）　 　※贄田 肇（宝塚)
※滝内 秀昭（伊丹）　　　※山口 宰（神戸西)
（計８名）

以上

RLI委員長　吉住　俊一（柏原）

（洲本）
中村尚義

（柏原）
吉住俊一

（尼崎東）
勇正一郎

（姫路東）
橋本雅彦

委　員　長 副 委 員 長

規定審議委員会

地区役員及び各委員会、地区内ロータリークラブ
のみなさまお世話になりました。

みなさまもご存知のとおり、この委員会は代表議
員の３年任期と３年に一度開催される規定審議会と
毎年オンラインで開催される決議審議会に合わせて
活動しております。ということは、３年間のスケ
ジュールを立てないと時期や締め切りを間違ったり
してミスリードすることになりかねず、それを一番
避けなければなりません。まずは３年間の月ごとの
ロードマップを作製しました。今年度は、2022年規
定審議会が終わり、定款細則が一部変更になった後
の年度になります。ここで思ったのが、クラブ定款
が変更になりクラブ細則を定款と整合性のあるもの
に改正しクラブ管理運営をされているかというとこ
ろです。今年度は決議案提出を６月末に、また制定
案締め切りが次年度12月末でしたので、委員会とし
て地区内クラブの意向を確かめることが早道である
と考え、2023年２月にクラブ会長宛にアンケートを
行いました。結果は年度末に各クラブへフィード
バックレポートとしてお送りしましたのでクラブ管
理運営の参考資料としてお役立てください。

このアンケートについてすこし考察してみます。
・アンケートに回答いただいたのは70クラブ中56ク

ラブ　回答率80％でした。
・手続き要覧について知らないと答えたクラブ　５

クラブ（8.9％）
・手続き要覧は活用しないと答えたクラブ　10クラ

ブ（17.9％）

・標準ロータリークラブ定款がよくわからないと答
えたクラブ　６クラブ（10.7％）

・変更作業中でなくクラブ細則の変更をしていない
クラブ　17クラブ（30.4％）
また、規定審議会は３年に一度開催されるのは

75％を超えるクラブは知っていると答えましたが決
議審議会が毎年開催されること、決議審議会と規定
審議会の相違、当地区の代表議員は誰かなどは50％
を優に超えるクラブがご存じでないという現実がわ
かりました。

やはりクラブによりかなりの温度差を感じる結果
となったことに対し、今後委員会を超えた他の委員
会と協調しなければ解決しないのではないかと感じ
ました。

アンケートのなかでコメントをたくさん頂いてい
ます。たいていはクラブ定款やクラブ細則について
の質問が多くありましたが、すこし細則を熟読され
ると解決すること、シニア会員に聞けば解決するよ
うなことも多く見受けられました。各クラブ管理運
営される方は特にお願いしたいと思いました。

最後に６月末に当地区から３件の決議案を提出す
ることができました。提出した決議案は地区内に規
定審議委員会を設置奨励する件、手続要覧の発行を
可及的速やかに行うように要請する件、ガバナー公
式訪問時にクラブ協議会を開催するように要請する
件となります。

次は制定案の作成もございます。次年度も引き続
きよろしくお願いいたします。

規定審議委員長　林　　知宏（加古川平成）

委　員　長

（加古川平成）
林　知宏
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ることができました。提出した決議案は地区内に規
定審議委員会を設置奨励する件、手続要覧の発行を
可及的速やかに行うように要請する件、ガバナー公
式訪問時にクラブ協議会を開催するように要請する
件となります。

次は制定案の作成もございます。次年度も引き続
きよろしくお願いいたします。

規定審議委員長　林　　知宏（加古川平成）

委　員　長

（加古川平成）
林　知宏
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戦略計画委員会

委　員　長

阪上年度より、当委員会委員長を拝命いたしまし

た。留任の７名に加え、地域割りを考慮した８名に

参加いただき、経験豊富な矢野副委員長のバック

アップの下、15名でスタートいたしました。

安行ガバナーエレクトのご指示の下作成した第二

期の地区ビジョン・戦略計画が地区大会決議案とし

て上程、可決されました。更に地区研修・協議会全

体会議、会長部門分科会で示された安行ガバナーエ

レクト、矢坂ガバナーノミニー、城ガバナーノミ

ニー・デジグネートのクラブ活性化に向けたビジョ

ン・戦略計画作成への強い意志をくみ取り、その実

現に向け第一歩を踏みだす事が当委員会の使命であ

ると認識しています。その為には当委員会の努力に

加え、ガバナー補佐はじめ全地区委員会の皆様との

連携が不可欠と考え、６月23日次年度に向け西脇開

催の当委員会にガバナー補佐はじめ全委員会にお声

掛けした次第です。

次年度は全クラブでの戦略計画委員会の設置、ビ

ジョン・戦略計画の作成、会員様への浸透を呼びか

けるべくセミナーを予定しています。

安行ガバナーエレクトは地区運営方針において、

ガバナー補佐、全委員会に対し以下の様に呼びかけ

られています。

戦略計画委員長　髙瀬　英夫（西脇）

（西脇）
髙瀬英夫

危機管理委員会

2022-23年度の危機管理問題は昨年５月に発生し

た会員４名の逮捕というロータリーの信頼を根底か

ら損ねる事件への対応から始まりました。地区の対

応方針はロータリー章典に則って行うこととし、不

祥事会員の処遇に対するクラブの決定、決定後の問

題発生原因の究明と再生計画の策定が中心課題とな

りました。当該クラブの明石クラブはこの課題につ

いて適切に対応され、地区に対しても積極的に協力

を求めるなどして、漸次立て直しの成果を窺うこと

ができる状態に至りました。クラブ活動特に対外活

動は制約をお願いしておりましたが、今年に入って

可能な範囲で再開へ向けての準備をして頂き、３月

末にはガバナーより通常のクラブ活動再開承認の通

知がなされるに至りました。今回の問題は当地区、

当該クラブだけの問題ではなく、RIを始め他地区、

他クラブもその問題解決については強い関心を持た

れており、その対応には細心の注意を要し、一方で

個人情報の問題などによる秘匿性の問題もあること

から、地区からの報告についての限界のあったこと

も御理解頂きたいと思います。

今年度はCOVID-19も５月には２類から５類への

移行により、法的レベルの規制緩和がなされ、ロー

タリー活動も自主的判断の範囲が拡張されました

が、これによる危機管理問題は特に報告されておら

ず、全体の危機管理委員会開催の必要なく推移して

参りました。しかし、地区外の案件を含めハラスメ

ントやそれ以外の危機管理事案の発生は無くなって

おらず、当地区への影響を与える可能性のある事案

も存することから、今後の課題として、そうした問

題について地区はどの様に対応し、どの様に情報公

開をするのかを検討する必要が出て来ていると考え

ております。

危機管理の問題は年々複雑化かつ多様化し、全

てのロータリー活動に関連する傾向にあり、当委

員会が果たすべき役割も減ることは無さそうに思

われます。

危機管理委員長　黒田　建一（西宮イブニング）

副 委 員 長

（加古川中央）
矢野宗司

（西宮イブニング）
黒田建一

委　員　長 副 委 員 長

（伊丹）
田中賢一

①全委員会共通として

「地区チームとして、クラブの活性化を実現する

ため、委員会相互間の情報交換をし、効果的な委

員会活動を行う」

②ガバナー補佐へ

「RI会長の方針の理解と新しい地区戦略計画の理

解と実践を行う」

③戦略計画委員会へ

・「クラブの戦略計画委員会の設置を推進し、そ

の活動を支援する」

・「新しい地区ビジョン・戦略計画を理解し、実

践のためのセミナーやクラブ支援を推進する」

　

以上ご理解の上、ご協力よろしくお願いいたし

ます。

残念な事として、長年当委員会で存在感を発揮し

ていただいていた好﨑委員（加古川平成）が10月に

急逝されました。心よりお悔やみ申し上げます。
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戦略計画委員会

委　員　長

阪上年度より、当委員会委員長を拝命いたしまし

た。留任の７名に加え、地域割りを考慮した８名に
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加え、ガバナー補佐はじめ全地区委員会の皆様との
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掛けした次第です。
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ジョン・戦略計画の作成、会員様への浸透を呼びか
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安行ガバナーエレクトは地区運営方針において、

ガバナー補佐、全委員会に対し以下の様に呼びかけ

られています。

戦略計画委員長　髙瀬　英夫（西脇）

（西脇）
髙瀬英夫

危機管理委員会

2022-23年度の危機管理問題は昨年５月に発生し

た会員４名の逮捕というロータリーの信頼を根底か

ら損ねる事件への対応から始まりました。地区の対

応方針はロータリー章典に則って行うこととし、不

祥事会員の処遇に対するクラブの決定、決定後の問

題発生原因の究明と再生計画の策定が中心課題とな

りました。当該クラブの明石クラブはこの課題につ

いて適切に対応され、地区に対しても積極的に協力

を求めるなどして、漸次立て直しの成果を窺うこと

ができる状態に至りました。クラブ活動特に対外活

動は制約をお願いしておりましたが、今年に入って

可能な範囲で再開へ向けての準備をして頂き、３月

末にはガバナーより通常のクラブ活動再開承認の通

知がなされるに至りました。今回の問題は当地区、

当該クラブだけの問題ではなく、RIを始め他地区、

他クラブもその問題解決については強い関心を持た

れており、その対応には細心の注意を要し、一方で

個人情報の問題などによる秘匿性の問題もあること

から、地区からの報告についての限界のあったこと

も御理解頂きたいと思います。

今年度はCOVID-19も５月には２類から５類への

移行により、法的レベルの規制緩和がなされ、ロー

タリー活動も自主的判断の範囲が拡張されました

が、これによる危機管理問題は特に報告されておら

ず、全体の危機管理委員会開催の必要なく推移して

参りました。しかし、地区外の案件を含めハラスメ

ントやそれ以外の危機管理事案の発生は無くなって

おらず、当地区への影響を与える可能性のある事案

も存することから、今後の課題として、そうした問

題について地区はどの様に対応し、どの様に情報公

開をするのかを検討する必要が出て来ていると考え

ております。

危機管理の問題は年々複雑化かつ多様化し、全

てのロータリー活動に関連する傾向にあり、当委

員会が果たすべき役割も減ることは無さそうに思

われます。

危機管理委員長　黒田　建一（西宮イブニング）
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矢野宗司
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黒田建一

委　員　長 副 委 員 長

（伊丹）
田中賢一

①全委員会共通として

「地区チームとして、クラブの活性化を実現する

ため、委員会相互間の情報交換をし、効果的な委

員会活動を行う」
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「RI会長の方針の理解と新しい地区戦略計画の理

解と実践を行う」
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・「クラブの戦略計画委員会の設置を推進し、そ

の活動を支援する」

・「新しい地区ビジョン・戦略計画を理解し、実

践のためのセミナーやクラブ支援を推進する」

　

以上ご理解の上、ご協力よろしくお願いいたし

ます。

残念な事として、長年当委員会で存在感を発揮し

ていただいていた好﨑委員（加古川平成）が10月に

急逝されました。心よりお悔やみ申し上げます。
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奉仕プロジェクト特別会計委員会

委　員　長

2022-23年度の奉仕プロジェクト特別会計支援金
の支出についてご報告いたします。支出は別表通り
の12の行事に行い、余剰金の発生した前年度の１つ
の行事と今年度の６つの行事については適正に返金
処理がなされました。本年度この委員会では、いず
れも持ち回り審議という形で審議し、委員全員の承
認後、支援金の支出を行いました。そのような中で、
次のようなご意見がありましたので、ここにご報告
させていただきます。
「ローターアクトや青少年交換など、利益者負担

がまったくなく、これまで全額の拠出であるが、少
なくとも、ある程度は取るべきであると考えま
す。」
2023-24年度からはインターアクトも含め、この
方針で奉仕プロジェクト特別会計支援金の支出を執
行されると思いますので、よろしくお願い致します。
ご審議頂きました委員の皆様、ありがとうござい
ました。そして、本年８月２日(水)猛暑の中、監査
の為にご出席頂きました髙瀬PDGと吉岡PDGにもお
礼申し上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト特別会計委員長　阪上　栄樹（宝塚）

（宝塚）
阪上栄樹

申請
番号 申請者 行　　　事　　　名 プロジェクト 

予算総額

プロジェクト
申請支援金額

（上限100万円）
返　金 最終支援金

1 ロータリー
クラブ

小学校授業用の歴史デジタル絵巻物の
制作及び寄与 2,447,500 500,000 0 500,000

2 学友 日本ロータリー学友会総会 56,160 47,260 0 47,260

3 学友 来日生とROTEXメンバーでの京都旅行
（One day trip in 京都） 40,000 40,000 6,180 33,820

4 地区委員会 世界ポリオデー日本経済新聞への全面広告掲載 200,000 200,000 0 200,000

5 ローター
アクト 第38回インターアクト地区年次大会 2,500,000 1,000,000 562,633 437,367

6 地区委員会 エンド・ポリオ・サイクリングチャレンジへの支援 17,490 17,490 0 17,490

7 学友 第43回RYLAセミナー 179,900 123,400 0 123,400

８ ローター
アクト 第35回全国ローターアクト研修会 283,900 283,900 67,840 216,060

９ 学友 青少年交換学友 One day trip in 広島 80,000 80,000 200 79,800

10 学友 日本青少年交換研究会（新潟会議） 150,000 150,000 4,820 145,180

11 ローター
アクト 第45回ローターアクト地区年次大会 1,355,000 400,000 128,827 271,173

12 ロータリー
クラブ 玩具殺菌庫寄贈プロジェクト 520,000 260,000 0 260,000

合　　計 7,829,950 3,102,050 770,500 2,331,550

2022-23年度奉仕プロジェクト特別会計支援金申請一覧 （単位：円）



31

奉仕プロジェクト特別会計委員会

委　員　長

2022-23年度の奉仕プロジェクト特別会計支援金
の支出についてご報告いたします。支出は別表通り
の12の行事に行い、余剰金の発生した前年度の１つ
の行事と今年度の６つの行事については適正に返金
処理がなされました。本年度この委員会では、いず
れも持ち回り審議という形で審議し、委員全員の承
認後、支援金の支出を行いました。そのような中で、
次のようなご意見がありましたので、ここにご報告
させていただきます。
「ローターアクトや青少年交換など、利益者負担

がまったくなく、これまで全額の拠出であるが、少
なくとも、ある程度は取るべきであると考えま
す。」
2023-24年度からはインターアクトも含め、この
方針で奉仕プロジェクト特別会計支援金の支出を執
行されると思いますので、よろしくお願い致します。
ご審議頂きました委員の皆様、ありがとうござい
ました。そして、本年８月２日(水)猛暑の中、監査
の為にご出席頂きました髙瀬PDGと吉岡PDGにもお
礼申し上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト特別会計委員長　阪上　栄樹（宝塚）

（宝塚）
阪上栄樹
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地区財務委員会 監査委員会

委　員　長

『地区財務委員会の年間実施事項について』

地区会員予測と人頭賦課金より収入予算を策定し、

支出については委員会よりの要望を踏まえ予算策定

を行い、これを各クラブに提出しました。特徴とし

て今年度より研修委員会からRLI委員会が独立され

ました。

また各種処理は、一般会計の月次報告について、

一時預かり的な収入、支出については仮受、仮払の

科目を用い、一般会計が実態を反映するように収支

会計上に計上しないようにしました。また、月次処

理に当たっては各委員と分担して、会計処理、証憑

チェックを行いました。年次報告に当たっては各年

度との比較可能性を考慮し、会計処理の継続性も考

慮して報告書を作成しました。

特別会計については、特別会計が設けられている

趣旨に沿って適正に運営されているか確認しました。

行事別会計において会長エレクト研修セミナー

（PETS）のみならず幹事エレクト研修セミナー

（SETS）も加わりました。また、ロータリー財団

補助金特別会計については実態をよく表している補

助金管理セミナー特別会計に名義変更されました。

１年間途切れることがないように注意して活動し

ました。各クラブ、ロータリアンの皆様、事務局の

方々、地区財務委員の方々、ご協力いただきまして

誠にありがとうございました。

６月22日(木)神戸ポートピアホテルにおいて、

ロータリー財団地区補助金プロジェクトに関して年

次財務評価を実施した。

COVID-19感染症も５類区分となり、例年より多

数の方に出席頂きました。阪上栄樹ガバナー（宝

塚）、安行英文ガバナーエレクト（三田）、古川彰

治代表幹事（宝塚）、若林学次期代表幹事（三田）、

ロータリー財団委員会から秦紳一郎副委員長（洲

本）、飯田健一財団資金管理小委員長（神戸南）の

出席の下行った。昨年度より少し減少し、13件の奉

仕プロジェクトと５件の奨学金プロジェクトの内容

を確認した。

地区財務委員長　細川　洋一（宝塚） 監査委員長　光斎　信治（神戸須磨）

（宝塚）
細川洋一

クラブ管理運営委員会

本年度は委員会の開催回数を控えた半面、２度の
委員会セミナーを実施致しました。地区の使命はク
ラブの支援です。地区内クラブのより良い発展に
は、しっかりとしたクラブの管理と運営が必要であ
ることは、常々ご理解を頂いておりますが、いざ行
動となりますと様々な問題点が出て参ります。そこ
で、セミナーにおいて学ぶことは大いに意義のある
ことです。

特に２度目のセミナーでは中村パストガバナー、
滝澤パストガバナー、矢野パストガバナーの３名に
よる深い見識と経験、実績を鼎談形式で行いまし
た。OM推進小委員会の協力のもと、QRコードを用
いてスマートフォンより質問を頂き、応答する、新
形式を取り入れました。幸い、阪上ガバナーからも
お褒めを頂戴し、参加者の皆様にも満足いただけた

ものと自賛しております。
また、以前に配布させて頂きました「手に手マ

ニュアル」やMy ROTARYのラーニングセンターを
活用頂きまして、クラブ管理運営の楽しさを実感し
てください。

「Let’s Enjoy Rotary!!」をテーマに１年間を有意
義に過ごされたと感じておりますが、私たち委員会
が、少しはその役割の一端を担えたかと自問自答し
ております。

委員会アドバイザーの中村パストガバナーをはじ
め、滝澤、矢野両パストガバナーには心より感謝を
申し上げますと同時に山口副委員長、委員の皆様、
ガバナー事務所の職員の皆様にも深く御礼を申し上
げます。

COVID-19の世界的な感染拡大は、ロータリーク
ラブのあり方に大きな影響を与えました。OM（オ
ンラインミーティング）推進小委員会は、昨年度に
引き続き、地区の活動のオンライン化に取り組むと
ともに、地区内の会員の皆様がオンラインでロータ
リー活動に参加することのサポートを行いました。

COVID-19禍も３年目を迎え、対面での委員会や
セミナーが、COVID-19前に近い状態で開催できる
ようになってきました。このため、１月に実施した
「第25回発達障害理解のための基礎と実践講座」の

オンライン配信や、５月に開催した「クラブ管理運
営セミナー」におけるスマートフォン・タブレット
を用いた鼎談者と参加者との双方向のやり取りなど、
これまでの経験や技術を生かした新たな取り組みに
もチャレンジすることができました。

これからの“Afterコロナ”時代において、距離
の制約なく世界中の人々が自由に交流できるオンラ
インの役割は、ますます重要になるものと考えられ
ます。引き続き、当委員会の活動へのご理解・ご協
力を、心よりお願い申し上げます。

OM推進小委員長　山口　宰（神戸西）

クラブ管理運営委員長　矢坂　誠徳（神戸西）

委　員　長

（神戸須磨）
光斎信治

アドバイザー

（洲本）
中村尚義

（神戸西）
矢坂誠徳

委　員　長 副 委 員 長

（神戸西）
山口　宰

（神戸西）
山口　宰

小 委 員 長

OM推進
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地区財務委員会 監査委員会

委　員　長

『地区財務委員会の年間実施事項について』

地区会員予測と人頭賦課金より収入予算を策定し、

支出については委員会よりの要望を踏まえ予算策定

を行い、これを各クラブに提出しました。特徴とし

て今年度より研修委員会からRLI委員会が独立され

ました。

また各種処理は、一般会計の月次報告について、

一時預かり的な収入、支出については仮受、仮払の

科目を用い、一般会計が実態を反映するように収支

会計上に計上しないようにしました。また、月次処

理に当たっては各委員と分担して、会計処理、証憑

チェックを行いました。年次報告に当たっては各年

度との比較可能性を考慮し、会計処理の継続性も考

慮して報告書を作成しました。

特別会計については、特別会計が設けられている

趣旨に沿って適正に運営されているか確認しました。

行事別会計において会長エレクト研修セミナー

（PETS）のみならず幹事エレクト研修セミナー

（SETS）も加わりました。また、ロータリー財団

補助金特別会計については実態をよく表している補

助金管理セミナー特別会計に名義変更されました。

１年間途切れることがないように注意して活動し

ました。各クラブ、ロータリアンの皆様、事務局の

方々、地区財務委員の方々、ご協力いただきまして

誠にありがとうございました。

６月22日(木)神戸ポートピアホテルにおいて、

ロータリー財団地区補助金プロジェクトに関して年

次財務評価を実施した。

COVID-19感染症も５類区分となり、例年より多

数の方に出席頂きました。阪上栄樹ガバナー（宝

塚）、安行英文ガバナーエレクト（三田）、古川彰

治代表幹事（宝塚）、若林学次期代表幹事（三田）、

ロータリー財団委員会から秦紳一郎副委員長（洲

本）、飯田健一財団資金管理小委員長（神戸南）の

出席の下行った。昨年度より少し減少し、13件の奉

仕プロジェクトと５件の奨学金プロジェクトの内容

を確認した。

地区財務委員長　細川　洋一（宝塚） 監査委員長　光斎　信治（神戸須磨）

（宝塚）
細川洋一

クラブ管理運営委員会

本年度は委員会の開催回数を控えた半面、２度の
委員会セミナーを実施致しました。地区の使命はク
ラブの支援です。地区内クラブのより良い発展に
は、しっかりとしたクラブの管理と運営が必要であ
ることは、常々ご理解を頂いておりますが、いざ行
動となりますと様々な問題点が出て参ります。そこ
で、セミナーにおいて学ぶことは大いに意義のある
ことです。

特に２度目のセミナーでは中村パストガバナー、
滝澤パストガバナー、矢野パストガバナーの３名に
よる深い見識と経験、実績を鼎談形式で行いまし
た。OM推進小委員会の協力のもと、QRコードを用
いてスマートフォンより質問を頂き、応答する、新
形式を取り入れました。幸い、阪上ガバナーからも
お褒めを頂戴し、参加者の皆様にも満足いただけた

ものと自賛しております。
また、以前に配布させて頂きました「手に手マ

ニュアル」やMy ROTARYのラーニングセンターを
活用頂きまして、クラブ管理運営の楽しさを実感し
てください。

「Let’s Enjoy Rotary!!」をテーマに１年間を有意
義に過ごされたと感じておりますが、私たち委員会
が、少しはその役割の一端を担えたかと自問自答し
ております。

委員会アドバイザーの中村パストガバナーをはじ
め、滝澤、矢野両パストガバナーには心より感謝を
申し上げますと同時に山口副委員長、委員の皆様、
ガバナー事務所の職員の皆様にも深く御礼を申し上
げます。

COVID-19の世界的な感染拡大は、ロータリーク
ラブのあり方に大きな影響を与えました。OM（オ
ンラインミーティング）推進小委員会は、昨年度に
引き続き、地区の活動のオンライン化に取り組むと
ともに、地区内の会員の皆様がオンラインでロータ
リー活動に参加することのサポートを行いました。

COVID-19禍も３年目を迎え、対面での委員会や
セミナーが、COVID-19前に近い状態で開催できる
ようになってきました。このため、１月に実施した
「第25回発達障害理解のための基礎と実践講座」の

オンライン配信や、５月に開催した「クラブ管理運
営セミナー」におけるスマートフォン・タブレット
を用いた鼎談者と参加者との双方向のやり取りなど、
これまでの経験や技術を生かした新たな取り組みに
もチャレンジすることができました。

これからの“Afterコロナ”時代において、距離
の制約なく世界中の人々が自由に交流できるオンラ
インの役割は、ますます重要になるものと考えられ
ます。引き続き、当委員会の活動へのご理解・ご協
力を、心よりお願い申し上げます。

OM推進小委員長　山口　宰（神戸西）

クラブ管理運営委員長　矢坂　誠徳（神戸西）

委　員　長

（神戸須磨）
光斎信治

アドバイザー

（洲本）
中村尚義

（神戸西）
矢坂誠徳

委　員　長 副 委 員 長

（神戸西）
山口　宰

（神戸西）
山口　宰

小 委 員 長

OM推進
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会員維持増強委員会

2022-23年度会員維持増強委員会は、前年に引き

続きCOVID-19感染予防のためオンライン形式を取

り入れながら進めました。

阪上栄樹ガバナー年度・会員維持増強委員会行事

のスタートは、神戸ポートピアホテル・和楽の間を

会場とし、会員維持増強セミナーを2022年６月12日

(日)14時30分より対面方式で開催致しました。

クラブの会長エレクト（2022-23年度会長）を対

象に110名の会員の皆さまにご参加頂きました。

このセミナーでは、「意識改革～アンコンシャ

ス・バイアス」をテーマとして、神戸商工会議所副

会頭・伊藤紀美子氏をお迎えし、講演して頂きまし

た。その中で海外の政治家、企業家として活躍され

ている女性リーダー達と比べ、日本が追いついてい

ない現状を紹介され、知らず知らずのうちに刷り込

まれた固定概念や思い込み（無意識の偏見）を解き

放った上で物事を見ると、違った世界が見えてくる

のではないかとの伊藤紀美子氏の見解を述べられま

した。

その講演に先立ち、参加者のご自身の持つバイ

アスに気づいて頂くため「無意識の偏見　アンコ

ンシャス・バイアス」をテーマとしたクイズを体

験した後に、グループ毎にバズセッションを行い

ました。このセミナーでは会員維持増強におい

て、今迄と異なった視点からのアプローチとなっ

たと思います。

また、昨年の2022年に開催された阪上年度の地区

研修・協議会分科会では、アドバイザーの吉岡博忠

パストガバナーより、2580地区の資料を基に作成し

た「オープン例会成功のための10のヒント」を紹介

されました。

実際にオープン例会で、ゲストを招くにあたり、

事前準備、当日の配席、進行、例会後のゲストへの

連絡の取り方等、具体的かつ詳細な内容でした。

委員会で推奨してきたこの試みは、当地区のいく

つかのクラブでも、オープン例会を開催し候補者の

ゲストを迎えたとの報告がございました。

その後、2023年４月29日、当地区の地区研修・協

議会分科会において、オープン例会を実施したクラ

ブからの事例報告が行われました。

会員維持増強委員長　梅原可奈子（西宮イブニング）

アドバイザー

（伊丹）
吉岡博忠

（西宮イブニング）
梅原可奈子

委　員　長 副 委 員 長

（姫路東）
橋本雅彦

職業奉仕委員会

職業奉仕委員会へ諮問事項は、①地区内の職業奉

仕に関する意識を一層喚起すること、②委員会内外

での職業奉仕に関する学習を深めること。

この諮問を受け委員会の活動は以下の通りでした。

【出前公開委員会】

地区内５会場（加古川、姫路、豊岡、神戸、尼

崎）で各会場5０～70名の参加を得て実施しまし

た。プログラムは、安平PDG（３回）、中村PDG、

吉岡PDGの分担で基調講演をいただき、その後７～

８名のグループに分かれ職業奉仕をテーマとして

テーブル討論をおこないました。

【職業奉仕セミナー】

１月の職業奉仕月間に神戸でセミナーを開催しま

した。「ロータリーの友」委員会直前委員長鈴木宏

さん（RID2550PDG）に、「私の職業サーヴィス」

をテーマに講演していただきました。地区内各クラ

ブから多数のロータリアンが来場され、２時間を超

える講演を熱心にお聴きいただきました。

【職業奉仕ON-LINE勉強会】

髙瀬ガバナー、吉岡ガバナー年度でCOVID-19の

感染蔓延により対面委員会の開催が難しいため、

ON-LINE（Zoom）で勉強会を行うようになりまし

た。ガバナー指示により委員会外、地区外参加者を

受け入れました。４回の勉強会を開催しました（こ

の４回を合わせ、通算15回の実施）。

第１回「ロータリーの綱領（目的）について」

（大内委員長）、第２回「アメリカが生んだ共存哲

学―寛容」（安行英文ガバナーエレクト）、第３回

「ロータリーにおける奉仕の芽生え―商業倫理の系

譜から」（中村尚義PDG）、第４回「職業奉仕

（サーヴィス）は、世のためになり、本人幸せへの

道」（RID2700廣畑富雄PDG）。毎回60～70名の参

加者があり、テーマの講演の後、質疑応答、フリー

討論が行われています。

【阪上年度を振り返り】　

ガバナー補佐の皆さん、会場を快くご提供いただ

いた学校・大学関係者の皆さん、基調講演を担当し

ていただいたPDGの方々、ご協力いただきありがと

うございました。そして何よりも職業奉仕委員会の

委員の皆さん、皆さんのお陰で阪上ガバナーの諮問

にお応えできました。ありがとうございました。

職業奉仕委員長　大内　晋二（神戸須磨）

アドバイザー

（姫路）
安平和彦

（神戸須磨）
大内晋二

委　員　長 副 委 員 長

（柏原）
冨田博重

（洲本）
不動正章

（豊岡）
遠藤玄一郎
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会員維持増強委員会

2022-23年度会員維持増強委員会は、前年に引き

続きCOVID-19感染予防のためオンライン形式を取

り入れながら進めました。

阪上栄樹ガバナー年度・会員維持増強委員会行事

のスタートは、神戸ポートピアホテル・和楽の間を

会場とし、会員維持増強セミナーを2022年６月12日

(日)14時30分より対面方式で開催致しました。

クラブの会長エレクト（2022-23年度会長）を対

象に110名の会員の皆さまにご参加頂きました。

このセミナーでは、「意識改革～アンコンシャ

ス・バイアス」をテーマとして、神戸商工会議所副

会頭・伊藤紀美子氏をお迎えし、講演して頂きまし

た。その中で海外の政治家、企業家として活躍され

ている女性リーダー達と比べ、日本が追いついてい

ない現状を紹介され、知らず知らずのうちに刷り込

まれた固定概念や思い込み（無意識の偏見）を解き

放った上で物事を見ると、違った世界が見えてくる

のではないかとの伊藤紀美子氏の見解を述べられま

した。

その講演に先立ち、参加者のご自身の持つバイ

アスに気づいて頂くため「無意識の偏見　アンコ

ンシャス・バイアス」をテーマとしたクイズを体

験した後に、グループ毎にバズセッションを行い

ました。このセミナーでは会員維持増強におい

て、今迄と異なった視点からのアプローチとなっ

たと思います。

また、昨年の2022年に開催された阪上年度の地区

研修・協議会分科会では、アドバイザーの吉岡博忠

パストガバナーより、2580地区の資料を基に作成し

た「オープン例会成功のための10のヒント」を紹介

されました。

実際にオープン例会で、ゲストを招くにあたり、

事前準備、当日の配席、進行、例会後のゲストへの

連絡の取り方等、具体的かつ詳細な内容でした。

委員会で推奨してきたこの試みは、当地区のいく

つかのクラブでも、オープン例会を開催し候補者の

ゲストを迎えたとの報告がございました。

その後、2023年４月29日、当地区の地区研修・協

議会分科会において、オープン例会を実施したクラ

ブからの事例報告が行われました。

会員維持増強委員長　梅原可奈子（西宮イブニング）

アドバイザー

（伊丹）
吉岡博忠

（西宮イブニング）
梅原可奈子

委　員　長 副 委 員 長

（姫路東）
橋本雅彦

職業奉仕委員会

職業奉仕委員会へ諮問事項は、①地区内の職業奉

仕に関する意識を一層喚起すること、②委員会内外

での職業奉仕に関する学習を深めること。

この諮問を受け委員会の活動は以下の通りでした。

【出前公開委員会】

地区内５会場（加古川、姫路、豊岡、神戸、尼

崎）で各会場5０～70名の参加を得て実施しまし

た。プログラムは、安平PDG（３回）、中村PDG、

吉岡PDGの分担で基調講演をいただき、その後７～

８名のグループに分かれ職業奉仕をテーマとして

テーブル討論をおこないました。

【職業奉仕セミナー】

１月の職業奉仕月間に神戸でセミナーを開催しま

した。「ロータリーの友」委員会直前委員長鈴木宏

さん（RID2550PDG）に、「私の職業サーヴィス」

をテーマに講演していただきました。地区内各クラ

ブから多数のロータリアンが来場され、２時間を超

える講演を熱心にお聴きいただきました。

【職業奉仕ON-LINE勉強会】

髙瀬ガバナー、吉岡ガバナー年度でCOVID-19の

感染蔓延により対面委員会の開催が難しいため、

ON-LINE（Zoom）で勉強会を行うようになりまし

た。ガバナー指示により委員会外、地区外参加者を

受け入れました。４回の勉強会を開催しました（こ

の４回を合わせ、通算15回の実施）。

第１回「ロータリーの綱領（目的）について」

（大内委員長）、第２回「アメリカが生んだ共存哲

学―寛容」（安行英文ガバナーエレクト）、第３回

「ロータリーにおける奉仕の芽生え―商業倫理の系

譜から」（中村尚義PDG）、第４回「職業奉仕

（サーヴィス）は、世のためになり、本人幸せへの

道」（RID2700廣畑富雄PDG）。毎回60～70名の参

加者があり、テーマの講演の後、質疑応答、フリー

討論が行われています。

【阪上年度を振り返り】　

ガバナー補佐の皆さん、会場を快くご提供いただ

いた学校・大学関係者の皆さん、基調講演を担当し

ていただいたPDGの方々、ご協力いただきありがと

うございました。そして何よりも職業奉仕委員会の

委員の皆さん、皆さんのお陰で阪上ガバナーの諮問

にお応えできました。ありがとうございました。

職業奉仕委員長　大内　晋二（神戸須磨）

アドバイザー

（姫路）
安平和彦

（神戸須磨）
大内晋二

委　員　長 副 委 員 長

（柏原）
冨田博重

（洲本）
不動正章

（豊岡）
遠藤玄一郎
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社会奉仕委員会

・ガバナーの地区運営方針の一つ「全ての委員会活

動を将来のリーダー育成に資するものとする。」

を踏まえ、社会奉仕小委員会の各委員には、それ

ぞれ多くの役割を分担していただきました。特に

地区補助金（奉仕プロジェクト）の事前審査にあ

たっては、少なくとも一クラブ以上を担当してい

ただき、クラブの担当者とともに『通る申請書』

の作成に深く関与していただき、リーダーシップ

を発揮していただきました。

・「地区運営方針・地区委員会の活動：社会奉仕委

員会」の「クラブの社会奉仕活動を推進し、ロー

タリーの奉仕の理念が広くいきわたるセミナーを

実施する。」を受けて、社会奉仕セミナーを実施

しました。このセミナーの冒頭には、手続要覧の

最初の３頁ほどにロータリーの基本理念として

【社会奉仕に関する192 3年の声明】（決議

23-34）や【社会奉仕に関する声明】（1992年）

が記載されていることの重要性を、各クラブの社

会奉仕委員長さんに再認識していただきました。

又、プロバスクラブとの相互理解のために、プロ

バスクラブ小委員長にプロバスクラブの現状を発

表していただきました。

・発達障害理解のための講演会は、今年度もWeb配

信となりました。会場開催では入場定員が1,000名

程度ですが、Webのアクセス数は3,000以上もあ

り、発達障害理解のための講演会のニーズの大き

さと関心の高さを再確認しました。

・地区内各ロータリークラブに対し、社会奉仕活動

を調査するアンケートを実施し、ほぼ全ロータ

リークラブから回答をいただきましたので、社会

奉仕セミナー時に､“まとめ”を配布しました。

・「地区運営方針・地区委員会の活動：社会奉仕委

員会」の「公共イメージ委員会と連携して地区補

助金プロジェクトの実施状況を見学・検証し、他

クラブへの情報発信を行う。」については、実施

クラブから提出された一般見学案内に基づき各ク

ラブに情報を発信しました。

社会奉仕委員長　瀬戸　　徹（西宮）

アドバイザー

（加古川中央）
矢野宗司

（西宮）
瀬戸　徹

委　員　長 副 委 員 長

（加古川中央）
喜多美雄

小 委 員 長

社会奉仕

（尼崎東）
小坂圭一

プロバスクラブ

（尼崎東）
田中正喜

公共イメージ委員会

１．委員会は、年間で合計７回実施。

２．年間を通じて、地区補助金プロジェクトの取材

をし、地区ホームページへ掲載。

３．ポリオプラス小委員会との連携も活発に行いま

した。

・10月31日(月)小野ゴルフ倶楽部にて開催され

た、2022-23年度ポリオ根絶チャリティーゴ

ルフコンペの取材・広報を行う。

・神戸まつりは、５月28日(日)14時から、元気

な近田幼稚園の鼓笛隊と共に、ロータリー

ファミリー（インターアクター、ローターア

クター、米山記念奨学生、青少年交換来日

生、米山奨学生学友会、RYLA学友）と国際

色豊かな合計188名参加し、三宮フラワー

ロードからスタート行進し、「ポリオ根

絶」の広報が出来た。

４．公共イメージセミナーを９月４日(日）

14時から16時、神戸ポートピアホテルにて実

施。

①Facebook（フェイスブック）、Instagram

（インスタグラム）、LINE（ライン）の導

入比較表と導入支援を飯尾委員が発表

②「SNS もっとビジュアルに！もっとキャッ

チーに！」と題し、神戸新聞社経営企画局次

長兼教育事業戦略室長 冨居雅人氏に講演を

お願いし、広報のヒントをいただいた。

５．マスメディアとの交流会を３月15日(水)18時か

ら20時30分、神戸ポートピアホテル本館B１F 

生田の間にて実施。マスメディア８社と、地区

役員、公共イメージ委員会16名の合計24名が出

席。岸本佳子産経新聞神戸総支局長にご挨拶い

ただき、伊藤紀美子神戸商工会議所副会頭に

「ロータリークラブについて」の講話をいただ

きました。和やかな雰囲気の中、再会を誓いま

した。また、資料としてロータリークラブの

リーフレットと、姫路東ロータリークラブ創立

50周年記念動画を放映しました。

2021-22年度に引き続き、2022-23年度も当委員会

の委員長を拝命し、公共イメージの向上に力を注い

で参りました。公共イメージの向上を図るには一朝

一夕にはできず、内外の発信は、一歩ずつを継続し

続けることが大事です。焦らず慌てずあきらめず、

ですね。

公共イメージ委員長　田中　正喜（尼崎東）

アドバイザー

（伊丹）
吉岡博忠

（尼崎東）
田中正喜

委　員　長 副 委 員 長

（伊丹）
池信秀明
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社会奉仕委員会

・ガバナーの地区運営方針の一つ「全ての委員会活

動を将来のリーダー育成に資するものとする。」

を踏まえ、社会奉仕小委員会の各委員には、それ

ぞれ多くの役割を分担していただきました。特に

地区補助金（奉仕プロジェクト）の事前審査にあ

たっては、少なくとも一クラブ以上を担当してい

ただき、クラブの担当者とともに『通る申請書』

の作成に深く関与していただき、リーダーシップ

を発揮していただきました。

・「地区運営方針・地区委員会の活動：社会奉仕委

員会」の「クラブの社会奉仕活動を推進し、ロー

タリーの奉仕の理念が広くいきわたるセミナーを

実施する。」を受けて、社会奉仕セミナーを実施

しました。このセミナーの冒頭には、手続要覧の

最初の３頁ほどにロータリーの基本理念として

【社会奉仕に関する192 3年の声明】（決議

23-34）や【社会奉仕に関する声明】（1992年）

が記載されていることの重要性を、各クラブの社

会奉仕委員長さんに再認識していただきました。

又、プロバスクラブとの相互理解のために、プロ

バスクラブ小委員長にプロバスクラブの現状を発

表していただきました。

・発達障害理解のための講演会は、今年度もWeb配

信となりました。会場開催では入場定員が1,000名

程度ですが、Webのアクセス数は3,000以上もあ

り、発達障害理解のための講演会のニーズの大き

さと関心の高さを再確認しました。

・地区内各ロータリークラブに対し、社会奉仕活動

を調査するアンケートを実施し、ほぼ全ロータ

リークラブから回答をいただきましたので、社会

奉仕セミナー時に､“まとめ”を配布しました。

・「地区運営方針・地区委員会の活動：社会奉仕委

員会」の「公共イメージ委員会と連携して地区補

助金プロジェクトの実施状況を見学・検証し、他

クラブへの情報発信を行う。」については、実施

クラブから提出された一般見学案内に基づき各ク

ラブに情報を発信しました。

社会奉仕委員長　瀬戸　　徹（西宮）

アドバイザー

（加古川中央）
矢野宗司

（西宮）
瀬戸　徹

委　員　長 副 委 員 長

（加古川中央）
喜多美雄

小 委 員 長

社会奉仕

（尼崎東）
小坂圭一

プロバスクラブ

（尼崎東）
田中正喜

公共イメージ委員会

１．委員会は、年間で合計７回実施。

２．年間を通じて、地区補助金プロジェクトの取材

をし、地区ホームページへ掲載。

３．ポリオプラス小委員会との連携も活発に行いま

した。

・10月31日(月)小野ゴルフ倶楽部にて開催され

た、2022-23年度ポリオ根絶チャリティーゴ

ルフコンペの取材・広報を行う。

・神戸まつりは、５月28日(日)14時から、元気

な近田幼稚園の鼓笛隊と共に、ロータリー

ファミリー（インターアクター、ローターア

クター、米山記念奨学生、青少年交換来日

生、米山奨学生学友会、RYLA学友）と国際

色豊かな合計188名参加し、三宮フラワー

ロードからスタート行進し、「ポリオ根

絶」の広報が出来た。

４．公共イメージセミナーを９月４日(日）

14時から16時、神戸ポートピアホテルにて実

施。

①Facebook（フェイスブック）、Instagram

（インスタグラム）、LINE（ライン）の導

入比較表と導入支援を飯尾委員が発表

②「SNS もっとビジュアルに！もっとキャッ

チーに！」と題し、神戸新聞社経営企画局次

長兼教育事業戦略室長 冨居雅人氏に講演を

お願いし、広報のヒントをいただいた。

５．マスメディアとの交流会を３月15日(水)18時か

ら20時30分、神戸ポートピアホテル本館B１F 

生田の間にて実施。マスメディア８社と、地区

役員、公共イメージ委員会16名の合計24名が出

席。岸本佳子産経新聞神戸総支局長にご挨拶い

ただき、伊藤紀美子神戸商工会議所副会頭に

「ロータリークラブについて」の講話をいただ

きました。和やかな雰囲気の中、再会を誓いま

した。また、資料としてロータリークラブの

リーフレットと、姫路東ロータリークラブ創立

50周年記念動画を放映しました。

2021-22年度に引き続き、2022-23年度も当委員会

の委員長を拝命し、公共イメージの向上に力を注い

で参りました。公共イメージの向上を図るには一朝

一夕にはできず、内外の発信は、一歩ずつを継続し

続けることが大事です。焦らず慌てずあきらめず、

ですね。

公共イメージ委員長　田中　正喜（尼崎東）

アドバイザー

（伊丹）
吉岡博忠

（尼崎東）
田中正喜

委　員　長 副 委 員 長

（伊丹）
池信秀明
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社会奉仕委員会 青少年奉仕委員会

2022-23年度青少年奉仕委員会には、インターア
クト、青少年交換、RYLAの３小委員会が属してお
ります。青少年奉仕活動は、４年ぶりに対面方式で
開催し、無事終了できましたことを改めてご報告さ
せていただきます。COVIＤ-19の影響で、様々な交
流や地域社会の状況、人の考え方や行動に変化が
あったにも拘らず、各プログラムは実行できまし
た。これもひとえに青少年奉仕活動にご理解、ご支
援くださいました関係各位のご尽力の賜物と心から
感謝申し上げます。
2022年９月危機管理・青少年奉仕関連セミナー、
2023年２月「青少年交流会」、同年３月地区大会
「ロータリーファミリーの集い」では多数ご参加い
ただきました。青少年奉仕各委員会は、危機管理委

員会、学友委員会、ローターアクト委員会と連携
し、細心の注意を払い、オンラインも併用致しまし
た。インターアクトでは、2022年９月会長幹事会。
同年11月第38回年次大会。2023年４月には第10回全
国インターアクト研究会が香川県で開催されまし
た。青少年交換では、2022年10月交換派遣候補生面
接選考会。同年12月クリスマスパーティ。2023年６
月交換来日生修了式・派遣生壮行会。同月には第26
回国際ロータリー日本青少年交換研究会が新潟県で
開催されました。RYLAでは、2023年３月余島にて
第43回RYLAセミナー。同年５月には第15回全国
RYLA研究会が北海道で開催されました。
次年度も引続き、青少年奉仕活動にご協力を賜り
ますよう宜しくお願い申し上げます。

青少年奉仕委員長　舟元美智子（神戸東灘）

2022-23年度インターアクト小委員会はまだ
COVID-19の影響の残る中、委員の皆様と顧問の先
生の強い要望もありできるだけCOVID-19前に活動
を戻せるようにと思い取り組んできました。
先ず本当は６月に開催予定の会長・幹事会を９月
11日に神戸学院大附属中学・高等学校にて対面で行
いました。すべてのインターアクトクラブが参加で
はなかったですが久しぶりに交流ができて良かった
と思います。施設を無料で提供して下さった神戸学
院大附属中学・高等学校の皆様に感謝です。
次に年次大会ですが主幹クラブが決まらないこと

もあり小委員会主幹で開催しようと言う事で準備を
進めました。基調講演等も考えましたが３年ぶりに
インターアクターが集うので交流を主にとのテーマ
で11月23日に開催しました。生憎の天気でしたがレ
クリエーション・BBQを行えました。やっぱりイン
ターアクターにとって交流は大切な事だと改めて感
じました。何より年次大会後体調を崩したとの報告
が無かったのでほっとしました。
2023-24年度のインターアクト小委員会の皆様が
少しでも活動を元の形に戻されることを願っており
ます。

インターアクト小委員長　大谷　秀明（神戸中）

アドバイザー

（神戸須磨）
滝澤功治

（神戸東灘）
舟元美智子

委　員　長 副 委 員 長

（伊丹）
白井良夫

（西宮イブニング）
黒田建一

2022-23年度の社会奉仕小委員会は、安田委員

（尼崎東）・島谷委員（尼崎南）・岩井委員（伊

丹）・仲内委員（宝塚）・田中委員（宝塚）・竹田

委員（宝塚武庫川）・山口委員（神戸西）・中右委

員（神戸須磨）・澤村委員（神戸垂水）・香川委員

（神戸西神）・髙田委員（加古川）・船山委員（加

古川中央）・竹内委員（西脇）・吉田委員（姫路

西）・川島委員（赤穂）そして、年度半ばでご逝去

された好﨑委員（加古川平成）の17名の委員の皆様

とご一緒に活動して参りました。

前半は地区補助金報告のお手伝い、後半は次年度

地区補助金申請のお手伝い、独自に実施した社会奉

仕アンケートのまとめ、社会奉仕セミナーの実施と

いう４本の活動内容でした。その間に補助金管理説

明会と補助金管理セミナーへの参加となかなかに忙

しい委員会でした。

１年間を通じて感じたことは、社会奉仕小委員会

の役割は「予備審査」の役割名に拘る事なく、「お

手伝い」という立場で、「クラブに寄り添う」とい

う想いが各クラブに伝わってきたと感じました、補

助金受諾の権利はすべてのクラブにあり、貴重な資

金を公平に分かち合う意味でも、多くのクラブに補

助金プロジェクトの実施をお勧めします。

１年間ありがとうございました、16名の委員の

皆様に改めてお礼を申し上げて、報告とさせて頂

きます。

社会奉仕小委員長　小坂　圭一（尼崎東）

今年度、2680地区内のプロバスクラブ24クラブの

現状をアンケート方式でお訊きしました。日本のプ

ロバスクラブは、上郡プロバスクラブ「清流会」が

1988年１月に創設されたのが始まりです。現在は、

日本国内で103クラブ、2,700人ほどの会員です。

その中で兵庫県は24クラブのうち２クラブ休会、

会員359人、内女性が99名（27.9％）、16クラブが、

会員数10人から20人の会員というのが現状です。

昨年度はCOVID-19禍で、例会を控えているクラ

ブが多かったのですが､後半例会をされるクラブが

多くなってきました。一番の悩みは、13クラブ／18

クラブ（72.2％）と、高齢化・会員減少で困ってい

ることです。

菖蒲園維持管理（高砂）、桜にクリスマスプレゼ

ント（尼崎）、海岸清掃（垂水）といった社会奉仕

活動をされているクラブがある他、同好会活動（芸

術鑑賞、旅行、史跡探訪）の活発なところも多く、

また、現在もスポンサークラブとの交流を続けてお

られるクラブが16クラブ／18クラブ（88.8％）と、

多くなっています。　

ただし、プロバスクラブは、スポンサークラブと

関係は持続しながらも独自の活動をされているクラ

ブがほとんどです。

そのような中、「伊丹プロバスクラブ」につきま

しては、スポンサークラブの伊丹有明ロータリー

クラブが昨年度終結されたため、後継の伊丹ロータ

リークラブが、スポンサークラブになられましたこ

とに、感謝申し上げます。

今後とも、ロータリークラブとプロバスクラブの

交流を通じ、理解を深め、連携、刺激し合いながら、

互いに学び、成長できればと思っております。

プロバスクラブ小委員会　田中　正喜（尼崎東）
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社会奉仕委員会 青少年奉仕委員会

2022-23年度青少年奉仕委員会には、インターア
クト、青少年交換、RYLAの３小委員会が属してお
ります。青少年奉仕活動は、４年ぶりに対面方式で
開催し、無事終了できましたことを改めてご報告さ
せていただきます。COVIＤ-19の影響で、様々な交
流や地域社会の状況、人の考え方や行動に変化が
あったにも拘らず、各プログラムは実行できまし
た。これもひとえに青少年奉仕活動にご理解、ご支
援くださいました関係各位のご尽力の賜物と心から
感謝申し上げます。
2022年９月危機管理・青少年奉仕関連セミナー、
2023年２月「青少年交流会」、同年３月地区大会
「ロータリーファミリーの集い」では多数ご参加い
ただきました。青少年奉仕各委員会は、危機管理委

員会、学友委員会、ローターアクト委員会と連携
し、細心の注意を払い、オンラインも併用致しまし
た。インターアクトでは、2022年９月会長幹事会。
同年11月第38回年次大会。2023年４月には第10回全
国インターアクト研究会が香川県で開催されまし
た。青少年交換では、2022年10月交換派遣候補生面
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次年度も引続き、青少年奉仕活動にご協力を賜り
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青少年奉仕委員長　舟元美智子（神戸東灘）

2022-23年度インターアクト小委員会はまだ
COVID-19の影響の残る中、委員の皆様と顧問の先
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もあり小委員会主幹で開催しようと言う事で準備を
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アドバイザー

（神戸須磨）
滝澤功治

（神戸東灘）
舟元美智子

委　員　長 副 委 員 長

（伊丹）
白井良夫

（西宮イブニング）
黒田建一
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ローターアクト委員会 学友委員会

今年度は、COVID-19の規制も少しずつですが和

らぎ始め、其々の４学友　米山学友・RYLA学友・

ロータリー財団学友・そして青少年学友と学友とし

ての活動が再び動き始めた年であったかと思いま

す。またRYLA学友にとりましては2018-19年度

（矢野年度）以来、YMCA余島野外活動センターで

のRYLAセミナーとなりました。

また2680地区にとっての最大イベントである地区

大会も３年ぶりに全面対面形式で開催されました。

学友委員会が主導し、ローターアクター、インター

アクター、学友が協力して企画する「ロータリー

ファミリーの集い」も200名近い登録をいただきま

した。各団体の発表などが聞け、今まで交流できな

かった期間を埋めることができたと思います。ご協

力頂いた皆様に心から感謝申し上げます。

学友委員長　白井　務子（姫路東）

ローターアクト委員長　田中　賢一（伊丹）

本年度は、COVID-19禍も一応の落ち着きを見せ、
ローターアクトの活動も平穏に実施された。地区交
流会、アクトの日、スポーツ大会、青少年交流会、
指導者育成セミナー、地区年次大会など様々な行事
が行われたが、ローターアクト自身が、自立につい
て考え、ロータリアンと意見交換できたのは収穫で
あったと思う。特に、地区年次大会では、ローター
アクトが、自立するために資金をどのように自分た
ちで調達するか、ロータリアンも含め、グループ
ディスカッションがなされた。今後もこのような討
議を続けたい。
また、ローターアクトが、真にロータリーと同じ
RIの一員となるためには、ロータリーとローターア
クターとの価値観の共有が重要であると考えられる。
職業奉仕等ロータリーが大切にしている価値観につ
いてローターアクトに伝えていきたい。地区委員会
で、ローターアクトに対する真の支援はどのような
ものかを議論し、それを実践することが次年度の課
題になると思う。本年度、一年間ありがとうござい
ました。

委　員　長

（伊丹）
田中賢一

副 委 員 長

（西宮イブニング）
黒田建一

（神戸須磨RAC）
阪本渚子

アドバイザー

（神戸須磨）
滝澤功治

（姫路東）
白井務子

委　員　長 副 委 員 長

（明石東）
阪田真也

2023年３月18日から４日間、４年ぶりに香川県余
島で第43回RYLAセミナーを開催する事が出来まし
た。まだCOVID-19の影響も残っており感染対策と
して昨年に引き続き、入島前や毎起床後すぐに、全
ての受講生、ロータリアンに抗原検査実施を実施し
て頂きました。結果として感染者を発見する事な
く、無事にプログラムを終える事が出来ました。
第43回は受講生30名の参加者でプログラムも従前
と同様に実施。講義室や、キャビンから活気あふれ
る声が漏れCOVID-19蔓延前の様子を取り戻す事が
出来た様に感じました。また、今年の余島は３月に
も拘らず気候も良く体調を崩す受講生はいませんで

した。自然に囲まれた余島でのプログラム再開で、
やっとRYLAが戻って来たと感じた関係者も多くい
たと思います。この数年間でRYLA委員が大幅に入
れ替わりRYLAの考え方や姿勢を勉強する良い機会
にもなりました。
カウンセラー、委員会関係者、推薦クラブの皆さ
ま、YMCA関係者や、講師として余島まで足を運ん
でくださった先生方、多大なご支援に感謝申し上げ
ます。最後に受講生の皆さんが、RYLAをきっかけ
に人生において良い変化を経験される事を願って報
告とさせて頂きます。

RYLA小委員長　北川　博崇（川西）

今年度はCOVID-19で約２年半中止となっていた
青少年交換事業がRIにおいて再開され、当地区でも
早速、派遣生５名来日生５名の従来通りの交換事業
を再開させました。参加クラブは神戸RC・神戸東
RC・加古川中央RC・姫路東RCで交換相手国は台
湾・ベルギー・イタリア・ブラジルでありました。
派遣生５名のうち２名はCOVID-19前に派遣候補
生となっており、本来であれば両名とも高校２年生
で派遣される予定だったのですが、COVID-19によ
る２年間の中止の間に高校生活が終わってしまいま
した。しかし今年度は特別にオーバーエイジでの参
加が認められることになり、高校卒業後の進学先を
休学してオーバーエイジを受け入れてくれた台湾に

留学し、２名とも大きな成果を持って帰国しまし
た。その他３名の派遣生と５名の来日生も、それぞ
れの派遣先で壁にぶつかりながらも何とか乗り越え
て最後には「もっと留学を続けたかった」と言って
帰国しました。
国際親善大使としての彼ら一人の成果は小さなも
のであっても、彼らのような青少年交換学友達が世
界中で増え続けることで将来は大きな親善の輪が世
界中に拡がるものと信じております。
今年度ご参加いただきました各クラブの皆様、ご
協力いただきました地区関係者の皆様に心より感謝
申し上げるとともに、これからも引き続き志ある学
生達の応援をお願い申し上げます。

青少年交換小委員長　小倉　克輝（姫路東）

青少年奉仕委員会

インターアクト

（神戸中）
大谷秀明

小 委 員 長

RYLA

（川西）
北川博崇

青少年交換

（姫路東）
小倉克輝



41

ローターアクト委員会 学友委員会

今年度は、COVID-19の規制も少しずつですが和

らぎ始め、其々の４学友　米山学友・RYLA学友・

ロータリー財団学友・そして青少年学友と学友とし

ての活動が再び動き始めた年であったかと思いま

す。またRYLA学友にとりましては2018-19年度

（矢野年度）以来、YMCA余島野外活動センターで

のRYLAセミナーとなりました。

また2680地区にとっての最大イベントである地区

大会も３年ぶりに全面対面形式で開催されました。

学友委員会が主導し、ローターアクター、インター

アクター、学友が協力して企画する「ロータリー

ファミリーの集い」も200名近い登録をいただきま

した。各団体の発表などが聞け、今まで交流できな

かった期間を埋めることができたと思います。ご協

力頂いた皆様に心から感謝申し上げます。

学友委員長　白井　務子（姫路東）

ローターアクト委員長　田中　賢一（伊丹）

本年度は、COVID-19禍も一応の落ち着きを見せ、
ローターアクトの活動も平穏に実施された。地区交
流会、アクトの日、スポーツ大会、青少年交流会、
指導者育成セミナー、地区年次大会など様々な行事
が行われたが、ローターアクト自身が、自立につい
て考え、ロータリアンと意見交換できたのは収穫で
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国際奉仕委員会

「自然に対する勝利の絶頂にあるはずの人間が、
どうして自ら創り出したもののとりこになって、自
らを滅ぼす重大な危険にさらされることになったの
だろうか。」エーリッヒ・フロムはこんなことを
1970年頃にすでに述べています。
世界的な危機になるような事象が今年度も引き続
き世界各地で起こりました。
私たちは、避けることができないエーリッヒ・フ
ロムの予測をどのようにして乗り越えていくのか。
問われているのはロータリーを含め国際的な立場に
ある様々な関係団体であることは間違いないのでは
ないでしょうか。
今年度も国際的なプロジェクトを数件実施しまし

国際奉仕委員長　安行　英文（三田）

アドバイザー
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奨学金・平和フェローシップ

たが、特に地区提唱のグローバル補助金（人道的プ
ロジェクト）「パキスタン／貧困層のための腹腔鏡
手術施設」は、パキスタンの財団管理委員のアジ
ス・メモン氏からの要請に基づく支援であり、国際
間協力のプロジェクトとなりました。
国際奉仕委員会は世界理解と親善に寄与しており
ます。今後ともクラブと共に活動してまいります。
どうぞご協力の程よろしくお願いいたします。
最後になりましたが、各小委員長・各委員のみな
さまには大変お世話になりました。おかげさまでス
ムーズな委員会運営となりましたこと、深く御礼申
し上げます。

まず、安行国際奉仕委員長が先頭になって、地
区研修・協議会、各セミナーにおいて総てをカ
バーしてくださり、私はただ、横に立っているだ
けで楽をさせていただきましたこと、感謝したい
と思います。
今年度委員会は８回開催されました。主な議題は
グローバル補助金と海外実施の地区補助金プロジェ
クトの審議でした。
１）クラブ提唱のグローバル補助金としては神戸須
磨RCから「モンゴル／科学実験室-フェーズ３」
の申請がありました。５つの小学校での自然科学
教育への理解を促進することを目的としています。
出された申請用テンプレート等を精査して財団の

国際奉仕小委員長　中尾　信彦（尼崎西）

授与と受諾の条件に合致すべく提唱クラブ、実施
国と打ち合わせし、ロータリー財団に申請し承認
されました。
　　また、現在実施中プロジェクトは尼崎西RC提
唱の「バンコク／チェンライの農村地域における
学校の給水、衛生状態の改善および衛生教育」で、
今年末にプロジェクト完了予定です。
２）地区補助金としては、2023-24年度海外案件と
して、尼崎北ＲＣから「ネパール／希望ある未来
のための情操教育支援事業」の申請がありました。
プロジェクトの成果を確実にするため実施国側
ロータリークラブの協力を求め解決され、補助金
小委員会に上程しました。

１．VTT小委員会は、2023年４月８日から23日に

実施されたグローバル補助金（VTT）「カン

ボジア病理医育成支援プロジェクト」のロータ

リー財団への報告書の終了完結を確認し、地区

委員会提出用報告を作成し提出致しました。

　　本プロジェクトは援助国：プノンペンメトロ

RC、実施国：神戸東RC及び地区内協同提唱16

クラブのご協力と奉仕プロジェクト特別会計支

援金により６名のカンボジア病理医を日本で研

修し、カンボジアに於ける診断能力向上等に寄

与しました。関係者の皆様に感謝申し上げます。

２．地区補助金（VTT）「ホスピスボランティ

アハワイ研修プロジェクト」は、提唱クラブ

神戸東、協同提唱８クラブ、実施国ホノルル。

ハワイでの事前審査を行い、補助金小委員会、

ロータリー財団の承認を得て、人生の終末期

をサポートするボランティアの研修を2023年

９月23日～28日実施予定です。

３．グローバル補助金職業研修チームメンバーの申

請書に準じ、地区補助金（VTT）にも同様の

申請書を作成する為、次年度に向け研究を開始

しました。

VTT小委員長　中井　章詞（神戸東）

第１回委員会：2022年７月30日９名で神戸ポート

ピアホテルにて開催。委員会の趣旨説明、地区奨学

金（タイプ１、２、３）とグローバル補助金（奨学

金）、平和フェローシップの募集から選考までを行

い、補助金小委員会に回して最終選考にかけること。

その他、各奨学金の募集人員と、応募から最終選考

までの日程を決定する。

第２回委員会：2022年10月１日12名で神戸ポート

ピアホテルにて開催。10月13日からの一般募集開始

にあたって、各クラブ宛の提唱アンケートの結果報

告と募集要項の再認識を行う。地区奨学金（タイプ

１）の募集人数は８名、地区奨学金（タイプ３）の

対象期間３週間以上６か月未満を、３週間以上１年

未満に変更。

書類選考会：2023年３月11日13名で神戸三宮東急

REIホテルにて開催。タイプ１＝７名、タイプ２＝

３名、タイプ３＝１名、グローバル補助金（奨学

金）＝３名を承認。

面接選考会：３月21日11名で神戸三宮東急REIホ

テルにて面接。タイプ２＝合格１名、次点１名、

タイプ３＝承認なし、グローバル補助金（奨学

金）１名を承認。

第３回委員会：６月３日８名で神戸三宮東急REI

ホテルにて開催。現留学中の奨学生近況報告と本年

の応募者の最終結果報告及び申請要項一部変更。

奨学金・平和フェローシップ小員長　鎌谷　正弘（姫路）
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国際奉仕委員会

「自然に対する勝利の絶頂にあるはずの人間が、
どうして自ら創り出したもののとりこになって、自
らを滅ぼす重大な危険にさらされることになったの
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ロータリーカード推進

今年2023年６月末をもって、無事に地区ロータ
リー財団委員長を終えることができました。ロータ
リー財団委員長の任期は３年。就任したのは2020年
７月１日で、まさしくコロナ真っ最中の時期でした。
新型コロナウィルス感染症（COVID-19）は2019年
12月に中国湖北省武漢市での原因不明の肺炎の集団
発生から始まり、世界的な大流行に至りました。ク
ルーズ船で感染者が出るなど日本中が騒然となり、
多くのロータリー行事が中止になり例会も中止に追
い込まれました。人が集まってはダメ、飲みに行っ
てはダメ、会合はオンラインで、皆さんもそうで
しょうが、私もかなりのストレスを感じました。し
かし途中からウィズコロナという言葉ができ普通に
戻ってきたのですが、新聞の見出しにはいまだ「ま
た第８波のピーク並み」「県内コロナ９週連続増」
という文字が出ていますし、私の周りにも感染者が
増加している傾向にあります。まだまだ予断が許さ
れない状況ですので、皆様も十二分にお気を付けく
ださい。

ここで本題に戻ります。財団のお話をします。

ご存知のように地区ロータリー財団委員会は、補
助金小委員会・財団資金管理小委員会・資金推進小
委員会・環境の保護小委員会・ポリオプラス小委員
会・ロータリーカード推進小委員会という６つの小
委員会から成り立っている大きな委員会で、副委員
長も２名、委員の数も60名近くいらっしゃる大所帯
です。

就任して約１年半はCOVID-19で何もできず、対
面での人数を集めるのが難しい状態だったので、こ
ちらから各クラブに卓話に行こうということになり
ました。各クラブに案内すると30数クラブからオ
ファー（これは嬉しかった）があり、資金推進小委
員会を中心に出前卓話を行ったのですが、訪問した
委員も大変勉強になり意義深かったのではないで
しょうか。もちろん私も各クラブに訪問させていた
だき、卓話の最後にいつも「寄付は幸せホルモンを
生み出す」ということを言っておりました。

まだまだ書き足りないことはありますが、紙面が
尽きました。最後に、委員の皆様・各クラブの皆様
に感謝申し上げます。ありがとうございました。

ロータリー財団委員長　丸尾　研一（神戸西神）

当委員会は、クラブや地区の地区補助金及びグ
ローバル補助金の利用に関する地区における審査を
統括し、地区財団活動資金（DDF）の配分をガバ
ナーやロータリー財団委員長と協議しながら助言決
定をいたします。
・補助金申請にあたってクラブを支援し、適切な資

金管理が行われていることを確認します。
・補助金に詳しい地区の専門家として、ロータリー

財団の全補助金に関する情報源となります。
・「地区補助金の授与と受託の条件」「グローバル

補助金の授与と受託の条件」が順守されるように
促します。

・全補助金の申請、および報告を取りまとめ適切に
ロータリー財団へ提出いたします。
以上の事を行うために、年間10回の委員会の他、

補助金管理説明会、「補助金申請・補助金管理マ
ニュアル」改訂、補助金管理セミナー等を統括いた
しました。

以下、本年度のプロジェクト内容です。
１．2022-23年度地区補助金プロジェクト
　　（報告書ベース)

奉仕プロジェクト：13件
　　　　　　　　　(中止３件、取り下げ１件）

奨学金（タイプ１）：７名
奨学金（タイプ２）：１名
補助金管理セミナー：１件

２．2023-24年度地区補助金プロジェクト
　　（申請ベース）

奉仕プロジェクト：16件
VTT：１件
奨学金（タイプ１）：15名
奨学金（タイプ２）：２名
補助金管理セミナー：１件

３．グローバル補助金
人道的プロジェクトクラブ提唱：２件
人道的プロジェクト（地区協力）：１件
2022年秋入学対象 奨学金：１名
2023年秋入学対象 奨学金：１件（申請ベース）

４．DDF寄贈
ポリオプラス基金
トルコ・シリア地震災害援助基金

委員会は、出席の手軽さと費用の圧縮を兼ねてオ
ンラインと対面の開催を織り交ぜながら行いました。
地区補助金（奉仕プロジェクト）は、COVID-19の
影響が残る中で申請件数が伸びず、また中止を余儀
なくされたものもありました。申請書と報告書の審
査にあたりまして、多大なるご協力をいただきまし
た社会奉仕委員会と国際奉仕委員会の皆様に厚くお
礼を申し上げます。そして次年度も引き続き宜しく
お願い致します。

補助金小委員長　秦　紳一郎（洲本）

阪上年度において財団資金管理小委員長をさせて
いただきました神戸南ロータリークラブの飯田健一
と申します。ロータリー財団の補助金に基づく事業
についての事業報告を数字の面から確認する役割を
担っています。今年度もCOVID-19の影響が続き、
中止、延期実施となった事業が多数あり、また報告
書が３月以降にやや集中し、報告書を提出いただい

たクラブ関係者の皆様にもいろいろとお手間、ご迷
惑をおかけしました。ただ、そういった皆様のご協
力のもとに何とか役目を果たすことが出来ました。

補助金事業は非常に意味のあるものですが、公明
正大、数値明確であることが必要です。無事に終え
られたことに謝意と安堵感をお伝えしつつ、報告を
終えさせていただきます。

財団資金管理小委員長　飯田　健一（神戸南）
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日頃よりポリオ根絶活動に対して深いご理解とご

協力を賜り誠にありがとうございます。

本年度も、世界ポリオデーに合わせたポリオ根絶

チャリティゴルフコンペの開催、ロータリアンによ

るポリオ根絶活動の周知活動の２つを活動の柱とし

て取り組みました。

チャリティゴルフコンペは、参加者の皆様のご理

解の中、世界ポリオデーに遅れる事１週間でありま

したが、名門小野ゴルフ倶楽部にて108名もの参加

を頂き、無事開催出来、皆様からの予想を越える

ご厚志を丸尾ロータリー財団委員長を通して財団に

寄贈させて頂きました。

COVID-19禍の中、活動に制限される事は予期し

ておりましたが、５月28日に４年ぶりの第50回神戸

まつりに参加して、元ミスユニバースを先頭にロー

タリアン、ロータリーファミリー、近田幼稚園の

マーチングバンドと共に180人もの大パレードを展

開し、ポリオ根絶活動の告知をさせて頂きました。

ポリオは残念ながら、あと２カ国となったアフガ

ニスタンとパキスタンで未だ根絶出来ずにいます。

６月末日で、それぞれ５人、１人が確認されていま

す。本当に「あと少し」です。皆様と共にポリオ

フリーを成し遂げ歴史を作りたいと思います。

今年１年の皆様の深いご理解とご協力に感謝申し

上げます。次年度も更なるお力添えをお願いします。

本当にありがとうございました。

ポリオプラス小委員長　宮岡　督修（小野加東）

阪上年度も、前半はCOVID-19の影響で各クラブ

でも積極的なポリオ根絶活動が出来ませんでしたが、

後半は感染拡大も落ち着き、国の定めで５類に分類

されインフルエンザ同様の扱いになりましたので、

ロータリーカードを使っての委員会及び懇親会等が

出来るようになり、積極的な活動の場も増えて参り

ました。

又、日本国内では、計19億5,891万円のロータリー

カードご利用が報告されており、（今年度７月～

３月の実績）、最終的には20億を超えていくと予想

されています。

ロータリーカードを使用すれば使った金額の0.3%

がポリオ根絶活動に寄付されます。

まずは、クラブ用に１枚クラブカード（ダイナー

スカード）を作っていただきたいと思います。ポリ

オプラス・ソサエティー（PPS）もダイナースクラ

ブカードでお支払い頂けますし、年２回の人頭分担

金のお支払いにもお使いいただけます。

個人カードではオリコスタンダードカード（個

人）をお勧めいたします。その他オリコゴールド

カード、ビジネスカード等があります。

ロータリーカードは当地区ホームページからお申

し込みいただけます。今後ともロータリーカードを

使用してのポリオ根絶活動にご理解をいただければ

幸いです。

ロータリーカード推進小委員長　喜多　美雄（加古川中央）

11月のロータリー財団月間では、丸尾ロータリー

財団委員長始め８名の委員会メンバーで27クラブの

卓話を完了し、非常に大きな成果があったと思いま

した。

卓話のポイントは、

①年度目標である年次基金一人当たり160ドルにつ

いて（結果：2023年６月末現在・１人当たり／

121.78ドル）

②新会員へのポール・ハリス・フェロー認証の奨励

およびクラブへの100％ポール・ハリス・フェ

ロークラブ認証の奨励（2023年６月末現在／地区

内10クラブが達成）

③委員会事業方針である、ポール・ハリス・ソサエ

ティー認証の普及推進（2023年６月末現在／14名

の認証）

でした。

当小委員会では、卓話の反省を含め今後の改善点

等を協議致しました。クラブは、まだまだ財団寄

付・資金の流れ（シェアシステム）についての認識

が希薄であることが課題としてあげられました。

よって次年度の卓話では、そのあたりを重点的に

説明する事が必要と考えられます。更に、ロータ

リーの重点分野の説明を踏まえ、裾野を広げていく

努力が引き続き必要であると思われます。

資金推進小委員長　松井　照男（神戸東）

地区ローターアクターからの要望であった「ミツ

バチ勉強会」を2022年12月に開催し、ミツバチが

我々にもたらす環境保護を深く理解することができ

ました。これをきっかけにローターアクターはミツ

バチを題材に環境保護に取り組んでいます。

2023年4月には地区内全クラブに「第2回環境に関

するアンケート」を実施し、70クラブ中46クラブか

ら回答がありました。その結果は、新しい重点分野

に「環境」が加わったことを知らないクラブが４割

近くの17クラブもあり、昨年度から認知度が上がっ

ていないことが分かりました。また、当小委員会に

対して、他クラブの環境活動の取り組みの紹介や

環境セミナー開催など、環境に関する情報発信を

要望されています。

また、安行ガバナーエレクトから、COVID-19禍

で活動が停滞していたロータリーファミリーへの

活性化材料として、環境紙芝居コンテスト実施要請

がありました。2023年６月に募集開始、10月の審査

委員会を経て最優秀作は地区大会本会議にて披露

予定です。

環境の保護小委員長　城　　　守（姫路）



47

ロータリー財団委員会

日頃よりポリオ根絶活動に対して深いご理解とご

協力を賜り誠にありがとうございます。

本年度も、世界ポリオデーに合わせたポリオ根絶

チャリティゴルフコンペの開催、ロータリアンによ

るポリオ根絶活動の周知活動の２つを活動の柱とし

て取り組みました。

チャリティゴルフコンペは、参加者の皆様のご理

解の中、世界ポリオデーに遅れる事１週間でありま

したが、名門小野ゴルフ倶楽部にて108名もの参加

を頂き、無事開催出来、皆様からの予想を越える

ご厚志を丸尾ロータリー財団委員長を通して財団に

寄贈させて頂きました。

COVID-19禍の中、活動に制限される事は予期し

ておりましたが、５月28日に４年ぶりの第50回神戸

まつりに参加して、元ミスユニバースを先頭にロー

タリアン、ロータリーファミリー、近田幼稚園の

マーチングバンドと共に180人もの大パレードを展

開し、ポリオ根絶活動の告知をさせて頂きました。

ポリオは残念ながら、あと２カ国となったアフガ

ニスタンとパキスタンで未だ根絶出来ずにいます。

６月末日で、それぞれ５人、１人が確認されていま

す。本当に「あと少し」です。皆様と共にポリオ

フリーを成し遂げ歴史を作りたいと思います。

今年１年の皆様の深いご理解とご協力に感謝申し

上げます。次年度も更なるお力添えをお願いします。

本当にありがとうございました。

ポリオプラス小委員長　宮岡　督修（小野加東）

阪上年度も、前半はCOVID-19の影響で各クラブ

でも積極的なポリオ根絶活動が出来ませんでしたが、

後半は感染拡大も落ち着き、国の定めで５類に分類

されインフルエンザ同様の扱いになりましたので、

ロータリーカードを使っての委員会及び懇親会等が

出来るようになり、積極的な活動の場も増えて参り

ました。

又、日本国内では、計19億5,891万円のロータリー

カードご利用が報告されており、（今年度７月～

３月の実績）、最終的には20億を超えていくと予想

されています。

ロータリーカードを使用すれば使った金額の0.3%

がポリオ根絶活動に寄付されます。

まずは、クラブ用に１枚クラブカード（ダイナー

スカード）を作っていただきたいと思います。ポリ

オプラス・ソサエティー（PPS）もダイナースクラ

ブカードでお支払い頂けますし、年２回の人頭分担

金のお支払いにもお使いいただけます。

個人カードではオリコスタンダードカード（個

人）をお勧めいたします。その他オリコゴールド

カード、ビジネスカード等があります。

ロータリーカードは当地区ホームページからお申

し込みいただけます。今後ともロータリーカードを

使用してのポリオ根絶活動にご理解をいただければ

幸いです。

ロータリーカード推進小委員長　喜多　美雄（加古川中央）

11月のロータリー財団月間では、丸尾ロータリー

財団委員長始め８名の委員会メンバーで27クラブの

卓話を完了し、非常に大きな成果があったと思いま

した。

卓話のポイントは、

①年度目標である年次基金一人当たり160ドルにつ

いて（結果：2023年６月末現在・１人当たり／

121.78ドル）

②新会員へのポール・ハリス・フェロー認証の奨励

およびクラブへの100％ポール・ハリス・フェ

ロークラブ認証の奨励（2023年６月末現在／地区

内10クラブが達成）

③委員会事業方針である、ポール・ハリス・ソサエ

ティー認証の普及推進（2023年６月末現在／14名

の認証）

でした。

当小委員会では、卓話の反省を含め今後の改善点

等を協議致しました。クラブは、まだまだ財団寄

付・資金の流れ（シェアシステム）についての認識

が希薄であることが課題としてあげられました。

よって次年度の卓話では、そのあたりを重点的に

説明する事が必要と考えられます。更に、ロータ

リーの重点分野の説明を踏まえ、裾野を広げていく

努力が引き続き必要であると思われます。

資金推進小委員長　松井　照男（神戸東）

地区ローターアクターからの要望であった「ミツ

バチ勉強会」を2022年12月に開催し、ミツバチが

我々にもたらす環境保護を深く理解することができ

ました。これをきっかけにローターアクターはミツ

バチを題材に環境保護に取り組んでいます。

2023年4月には地区内全クラブに「第2回環境に関

するアンケート」を実施し、70クラブ中46クラブか

ら回答がありました。その結果は、新しい重点分野

に「環境」が加わったことを知らないクラブが４割

近くの17クラブもあり、昨年度から認知度が上がっ

ていないことが分かりました。また、当小委員会に

対して、他クラブの環境活動の取り組みの紹介や

環境セミナー開催など、環境に関する情報発信を

要望されています。

また、安行ガバナーエレクトから、COVID-19禍

で活動が停滞していたロータリーファミリーへの

活性化材料として、環境紙芝居コンテスト実施要請

がありました。2023年６月に募集開始、10月の審査

委員会を経て最優秀作は地区大会本会議にて披露

予定です。

環境の保護小委員長　城　　　守（姫路）



48

米山記念奨学委員会（米山学友新クラブ設立小委員会）

委　員　長

当委員会は、（公財）ロータリー米山記念奨学会
より支給される奨学金を、奨学生へ原則手渡しで支
給しており、その運営は我々ロータリアンの寄付金
のみによってなされております。本事業の目的や意
義をご理解いただくために、セミナーや米山月間に
向けての情報提供、寄付金増額に繋がる取り組み、
奨学生をケアする行事、新規奨学生の選考とカウン
セラーを含めたオリエンテーションなどを行ってお
ります。奨学年度は４月スタートですが、本報告は
ロータリー年度に合わせて行います。

１．７/24(日）米山記念奨学セミナーおよび交流会
を神戸学院大学にて開催しました。よねやま親
善大使アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ様、
PHD協会事務局長　坂西様、米山学友　

じょ
徐 

しょうせん
小茜

さんらにお話いただき、本事業が生み出す人材
育成についての素晴らしさを感じていただけま
した。

２．９/10(土）米山記念奨学生・カウンセラーミー
ティングを神戸学院大学にて開催しました。奨
学期間約半年が過ぎたところで、カウンセラー、
奨学生に、日ごろの感想や問題点等を共有し、
意見を交換することで、残りの奨学期間をより
充実したものにしてもらうのが目的です。

３．11/12(土）米山日本文化セミナーを開催致しま
した。奈良の歴史遺産に直接触れていただくこ
とで、奨学生に日本の文化を学んでいただきま
した。3年ぶりの開催でしたが、奨学生のみな
らず我々ロータリアンにとっても、改めて日本
の素晴らしさを再確認した次第です。

４．11/26(土）米山面接官オリエンテーションを開
催しました。面接官には公平な奨学生選考をし
ていただくため、予めオリエンテーションを義
務付けています。

５．12/10(土）2023学年度の奨学生面接選考会を行
いました。事前に論文などの書類選考を行い、
その後面接でも厳正に選考しました。

６．２/24(金）2024学年度奨学生応募に向けての説
明会を三宮研修センターとZoomによるハイブ
リッド開催をしました。各学校の留学生担当者
に本事業の特色や出身国の偏りを少なくしたい
こと、交流に重きを置く奨学金制度であること
などを説明しました。

７．３/11(土）2022学年度の奨学生修了式及び歓送
会を行いました。修了生には今後、学友として
ロータリアンとの交流を大事にし、世界に羽ば
く人材になっていただくことを願っております。

８．４/９(日）2023学年度奨学生とカウンセラーに
対するオリエンテーションを神戸三宮東急REI
ホテルにて行いました。カウンセラー研修、奨
学生研修、最後は合同でオリエンテーションし、
奨学事業への理解を深めてもらいました。

９．５/27（土）三宮研修センターにて2023学年度
米山奨学生・学友研修交流会を開催しました。
米山奨学事業について改めて研修し、米山学友
会（兵庫）

ばく
麦会長にお話いただきました。終了

後、ケーニヒスクローネにてケーキ作り体験を
し、奨学生の皆さんと楽しく交流を深めること
ができました。

以上の行事を行うため別途８回の委員会を開催し
ました。本年度３期目の委員長でしたが多くの方々
のサポートもあり、この３年間の未曾有の状況を乗
り切ることができました。これからの米山奨学事業
の更なる発展を願うとともに、皆様方からの多大な
るご支援をお願いし、委員長として最後の事業報告
と致します。

米山記念奨学委員長　武本　正照（尼崎北）

副 委 員 長

（尼崎北）
武本正照

（芦屋）
三宅康雄

（西宮）
竹内　博

地区活動記録
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米山記念奨学委員会（米山学友新クラブ設立小委員会）

委　員　長

当委員会は、（公財）ロータリー米山記念奨学会
より支給される奨学金を、奨学生へ原則手渡しで支
給しており、その運営は我々ロータリアンの寄付金
のみによってなされております。本事業の目的や意
義をご理解いただくために、セミナーや米山月間に
向けての情報提供、寄付金増額に繋がる取り組み、
奨学生をケアする行事、新規奨学生の選考とカウン
セラーを含めたオリエンテーションなどを行ってお
ります。奨学年度は４月スタートですが、本報告は
ロータリー年度に合わせて行います。

１．７/24(日）米山記念奨学セミナーおよび交流会
を神戸学院大学にて開催しました。よねやま親
善大使アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ様、
PHD協会事務局長　坂西様、米山学友　

じょ
徐 

しょうせん
小茜

さんらにお話いただき、本事業が生み出す人材
育成についての素晴らしさを感じていただけま
した。

２．９/10(土）米山記念奨学生・カウンセラーミー
ティングを神戸学院大学にて開催しました。奨
学期間約半年が過ぎたところで、カウンセラー、
奨学生に、日ごろの感想や問題点等を共有し、
意見を交換することで、残りの奨学期間をより
充実したものにしてもらうのが目的です。

３．11/12(土）米山日本文化セミナーを開催致しま
した。奈良の歴史遺産に直接触れていただくこ
とで、奨学生に日本の文化を学んでいただきま
した。3年ぶりの開催でしたが、奨学生のみな
らず我々ロータリアンにとっても、改めて日本
の素晴らしさを再確認した次第です。

４．11/26(土）米山面接官オリエンテーションを開
催しました。面接官には公平な奨学生選考をし
ていただくため、予めオリエンテーションを義
務付けています。

５．12/10(土）2023学年度の奨学生面接選考会を行
いました。事前に論文などの書類選考を行い、
その後面接でも厳正に選考しました。

６．２/24(金）2024学年度奨学生応募に向けての説
明会を三宮研修センターとZoomによるハイブ
リッド開催をしました。各学校の留学生担当者
に本事業の特色や出身国の偏りを少なくしたい
こと、交流に重きを置く奨学金制度であること
などを説明しました。

７．３/11(土）2022学年度の奨学生修了式及び歓送
会を行いました。修了生には今後、学友として
ロータリアンとの交流を大事にし、世界に羽ば
く人材になっていただくことを願っております。

８．４/９(日）2023学年度奨学生とカウンセラーに
対するオリエンテーションを神戸三宮東急REI
ホテルにて行いました。カウンセラー研修、奨
学生研修、最後は合同でオリエンテーションし、
奨学事業への理解を深めてもらいました。

９．５/27（土）三宮研修センターにて2023学年度
米山奨学生・学友研修交流会を開催しました。
米山奨学事業について改めて研修し、米山学友
会（兵庫）

ばく
麦会長にお話いただきました。終了

後、ケーニヒスクローネにてケーキ作り体験を
し、奨学生の皆さんと楽しく交流を深めること
ができました。

以上の行事を行うため別途８回の委員会を開催し
ました。本年度３期目の委員長でしたが多くの方々
のサポートもあり、この３年間の未曾有の状況を乗
り切ることができました。これからの米山奨学事業
の更なる発展を願うとともに、皆様方からの多大な
るご支援をお願いし、委員長として最後の事業報告
と致します。

米山記念奨学委員長　武本　正照（尼崎北）

副 委 員 長

（尼崎北）
武本正照

（芦屋）
三宅康雄

（西宮）
竹内　博
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2021年

2022年

月 日 行事内容 場　所

7
月   １日（木） ガバナー・元・次期ガバ

ナー懇親会 オンライン

9
月

13日（月）
ガバナーエレクト
研修セミナー（GETS)
（9/13-14）

オンライン

15日（水）
2022-23年度
地区研修リーダーのための
セミナー（DTS)

オンライン

25日（土） 2022-23年度
ガバナー補佐会議 宝塚ホテル

12
月 12日（日）

2022-23年度
補助金管理セミナー 神戸ポートピアホテル

2022-23年度
第2回ガバナー補佐会議 神戸ポートピアホテル

月 日 行事内容 場　所

2
月

  7日（月） 2022年バーチャル
国際協議会（2/7～15） オンライン

20日（日） 2022年地区チーム研修セミナー 宝塚ホテル

3
月

  1日（火） 2022-23年度
第1回ロータリー財団委員長会議 神戸ポートピアホテル

13日（日）
2022年会長エレクト・
幹事エレクト研修セミナー
（PETS＆SETS）

宝塚ホテル

28日（月）

2022-23年度
第1回会員維持増強委員会
（2021-22年度第6回
会員維持増強委員会合同）

オンライン

4
月

  4日（月） 2022-23年度
第2回ロータリー財団委員長会議 神戸ポートピアホテル

29日（金・祝） 2022年地区研修・協議会 神戸ポートピアホテル

5
月

18日（水）

2022-23年度
第2回会員維持増強委員会
（2021-22年度第7回
会員維持増強委員会合同）

オンライン

28日（土） 2022-23年度
第1回米山記念奨学委員会

三宮研修センター／
ケーニヒスクローネ本社

6
月

  2日（木）

2022-23年度
第3回会員維持増強委員会
（2021-22年度第8回
会員維持増強委員会合同）

オンライン

12日（日）

2022-23年度
危機管理セミナー 神戸ポートピアホテル

2022-23年度
会員維持増強セミナー 神戸ポートピアホテル

新旧ガバナー補佐懇親会 神戸ポートピアホテル

14日（火） 2022-23年度
第1回戦略計画委員会 神戸ポートピアホテル

18日（土） 2022-23年度
第2回米山記念奨学委員会

レ ン タ ル ス ペ ー ス
ジェム神戸元町

25日（土）

2022-23年度
第3回ロータリー財団委員長会議 神戸三宮東急REIホテル

2022-23年度第1回資金
推進・ポリオプラス・ロー
タリーカード推進合同小委
員会

神戸三宮東急REIホテル

26日（日）
2022-23年度
第1回青少年交換小委員会
（新旧合同委員会）

神戸ポートピアホテル

月 日 行事内容 場　所

7
月

  1日（金）
第1回ガバナー会議 グランドプリンスホテル高輪

2022-23年度ガバナー・
元・次期ガバナー懇談会 グランドプリンスホテル高輪

  9日（土）

第1回青少年奉仕関連委員
長会議 神戸三宮東急REIホテル

第1回RYLA小委員会 神戸三宮東急REIホテル

13日（水） 補助金管理説明会 ガバナー事務所会議
室／オンライン

14日（木）
公式訪問 伊丹RC 伊丹シティホテル

第2回戦略計画委員会 神戸三宮東急REIホテル

15日（金） 第1回米山学友
新クラブ設立小委員会 オンライン

16日（土）
第1回DEI小委員会 神戸三宮東急REIホテル

第1回インターアクト委員会 神戸三宮東急REIホテル

17日（日） 第1回ローターアクト地区
連絡協議会 明石中央体育館

18日(月・祝) ローターアクト地区交流会 明石中央体育館

19日（火） 公式訪問 姫路RC 姫路商工会議所

21日（木） 公式訪問 神戸RC 神戸ポートピアホテル

22日（金） 公式訪問 神戸西RC ホテルオークラ神戸

23日（土） 第1回ロータリー財団委員会 神戸ポートピアホテル

24日（日）

第3回米山記念奨学委員会 神戸学院大学

米山記念奨学セミナー 神戸学院大学

米山記念奨学セミナー・
交流会 神戸ポートピアホテル

第1回RLI委員会 神戸ポートピアホテル

第2回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

青少年交換来日生ホストク
ラブ・ホストファミリー事
前オリエンテーション

神戸ポートピアホテル

25日（月） 公式訪問 神戸南RC 神戸ポートピアホテル

26日（火）
公式訪問 加古川RC 加古川商工会議所

第1回規定審議委員会 神戸市産業復興セン
ター／オンライン

28日（木） 公式訪問 宝塚武庫川RC 宝塚ホテル

29日（金） 公式訪問 西宮夙川RC ホテルヒューイット
甲子園

30日（土）

第1回奨学金・
平和フェローシップ小委員会 神戸ポートピアホテル

第1回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

8
月

  2日（火） 公式訪問 洲本RC 三井住友銀行洲本支店

  3日（水） 公式訪問 神戸須磨RC 和田神社

  4日（木） 公式訪問 加古川中央RC 加古川プラザホテル

  5日（金） 第1回職業奉仕委員会 オンライン

  6日（土） 第3回青少年奉仕関連委員
長会議 神戸三宮東急REIホテル

  8日（月） 公式訪問 西脇RC 西脇ロイヤルホテル

  8日（月） 第1回公共イメージ委員会 神戸三宮東急REIホテ
ル／オンライン

ガバナー年度
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8
月

  9日（火） 公式訪問 尼崎西RC 都ホテル尼崎

17日（水） 公式訪問 尼崎中RC 都ホテル尼崎

18日（木） 公式訪問 神戸垂水RC シーサイドホテル舞
子ビラ神戸

19日（金）
公式訪問 高砂RC 高砂商工会議所

第2回米山学友
新クラブ設立小委員会 オンライン

21日（日） 第4回ロータリー財団委員長会議 神戸三宮東急REIホテル

22日（月） 公式訪問 尼崎RC 尼崎商工会議所

23日（火） 公式訪問 三田RC ザ・セレクトンプレ
ミア神戸三田ホテル

26日（金）
公式訪問 三木RC 三木商工会館

第1回職業奉仕勉強会 オンライン

27日（土） 第4回米山記念奨学委員会 レ ン タ ル ス ペ ー ス
ジェム神戸元町

28日（日）

第3回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

第1回青少年交換
来日生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル

第2回RLI委員会 神戸ポートピアホテル

第1回研修委員会兼
ガバナー補佐会議 神戸ポートピアホテル

29日（月）
第2回資金推進・ポリオプ
ラス・ロータリーカード推
進合同小委員会

神戸三宮東急REIホテル

30日（火）
公式訪問 西宮RC ホテルヒューイット

甲子園

第2回公共イメージ委員会 オンライン

31日（水） 公式訪問 篠山RC 丹波篠山商工会館3階

9
月

  1日（木）

公式訪問 赤穂RC 赤穂商工会館

第3回戦略計画委員会 神戸ポートピアホテ
ル／オンライン

公式訪問 明石東RC シーサイドホテル
舞子ビラ神戸

  2日（金）
公式訪問 尼崎北RC 都ホテル尼崎

第1回地区運営会議 伊丹シティホテル

  3日（土）
危機管理・青少年奉仕セミナー 神戸ポートピアホテル

第2回RYLA小委員会 神戸ポートピアホテ
ル／オンライン

  4日（日） 公共イメージセミナー 神戸ポートピアホテ
ル／オンライン

  5日（月） 第3回米山学友
新クラブ設立小委員会 オンライン

  6日（火） 公式訪問 神戸東RC ホテルオークラ神戸

  7日（水） 公式訪問 小野加東RC 小野商工会館

  9日（金）
公式訪問 柏原RC みなと銀行柏原支店

第2回職業奉仕委員会 オンライン

10日（土）

アクトの日 BIZ SPACE HIMEJI

米山カウンセラー・奨学生
ミーティング 三宮研修センター

第2回環境の保護小委員会 神戸三宮東急REIホテル

11日（日）
第3回RLI委員会 園田学園女子大学

インターアクトクラブ
会長・幹事会

神戸学院大学附属中
学校・高等学校

9
月

12日（月） 公式訪問 姫路南RC ホテル日航姫路

13日（火） 公式訪問 明石北RC グリーンヒルホテル
明石

14日（水） 公式訪問 姫路西RC ホテル日航姫路

15日（木） 公式訪問 三田南RC 三田市まちづくり協
働センター

16日（金） 公式訪問 南淡路RC ホテル＆リゾーツ南
淡路

17日（土）

第3回RYLA小委員会 神戸三宮東急REIホテル

第2回DEI小委員会 神戸三宮東急REIホテル

第4回米山学友
新クラブ設立小委員会 オンライン

20日（火） 公式訪問 北条RC いこいの村はりま

21日（水） 公式訪問 相生RC 相生商工会議所

22日（木）
公式訪問 龍野RC 龍野経済交流センター

第2回補助金小委員会 オンライン

24日（土） 第1回クラブ管理運営委員会 神戸三宮東急REIホテル

26日（月）
公式訪問 神戸東灘RC 神戸ベイシェラトン

ホテル＆タワーズ

公式訪問 姫路東RC 姫路商工会議所

27日（火）

公式訪問 神戸六甲RC ANAクラウンプラザ
ホテル神戸

第3回資金推進・ポリオプ
ラス・ロータリーカード推
進合同小委員会

神戸三宮東急REIホテル

28日（水） 公式訪問 尼崎東RC ホテルヴィスキオ尼崎

29日（木）
公式訪問 神崎RC 福崎町商工会館

第5回ロータリー財団委員
長会議 オンライン

30日（火） 公式訪問 豊岡RC アールベルアンジェ
豊岡

10
月

  1日（土） 第2回奨学金・平和フェ
ローシップ小委員会 神戸ポートピアホテル

  2日（日）
第4回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

第2回青少年交換
来日生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル

  3日（月）
公式訪問 芦屋川RC ホテル竹園芦屋

第1回国際奉仕小委員会 オンライン

  4日（火）
公式訪問 神戸ベイRC 神戸ベイシェラトン

ホテル＆タワーズ

公式訪問 神戸中RC ホテルオークラ神戸

  5日（水） 公式訪問 生野RC 但陽会館

  6日（木）

公式訪問 淡路三原RC 淡路信用金庫市支店

第1回ガバナー指名委員会 ガバナー事務所会議室

第1回ガバナー諮問委員会 神戸ポートピアホテル

  7日（金）
公式訪問 川西RC マルミヤ電化ビル

第2回職業奉仕勉強会 オンライン

  8日（土）

公式訪問 伊丹有明RC 伊丹シティホテル

新衛星クラブ設立説明会 オンライン

第5回米山学友
新クラブ設立小委員会 オンライン
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10
月

11日（火）

公式訪問 香住RC 香住文化会館

第4回資金推進・ポリオプ
ラス・ロータリーカード推
進合同小委員会

神戸三宮東急REIホテル

第1回学友委員会 神戸三宮東急REIホテ
ル／オンライン

第2回規定審議委員会 神戸市産業振興セン
ター／オンライン

12日（水） 公式訪問 加古川平成RC 加古川プラザホテル

13日（木） 公式訪問 尼崎南RC 都ホテル尼崎

14日（金） 第3回職業奉仕委員会 神戸三宮東急REIホテル

15日（土）
ロータリー財団セミナー 神戸ポートピアホテル

第1回社会奉仕委員会 神戸ポートピアホテル

16日（日） 2023-24年度青少年交換
派遣候補生面接選考会 神戸ポートピアホテル

17日（月） 第1回財団資金管理小委員会 ガバナー事務所会議室

18日（火）
公式訪問 豊岡円山川RC アールベルアンジェ

豊岡

第1回補助金申請・補助金
管理マニュアル改訂会議 オンライン

19日（水） 公式訪問 芦屋RC ホテル竹園芦屋

20日（木）

公式訪問 姫路中央RC 姫路商工会議所

第3回補助金小委員会 オンライン

第4回戦略計画委員会 第一楼

21日（金） 公式訪問 上郡佐用RC 上郡町商工会館内

22日（土） 第4回RYLA小委員会 神戸三宮東急REIホテル

25日（火） 公式訪問 川西猪名川RC 川西市商工会館

26日（水）
公式訪問 津名RC 淡路信用金庫志筑支店

公式訪問 あわじ中央RC 広田地区公民館内

27日（木）

公式訪問 西宮恵美寿RC ホテルヒューイット
甲子園

第3回規定審議委員会 オンライン

公式訪問 伊丹昆陽池RC 伊丹シティホテル

29日（土） クラブ管理運営セミナー 神戸ポートピアホテル

30日（日） 第4回RLI委員会 神戸ポートピアホテル

31日（月）

ポリオ根絶チャリティー
ゴルフコンペ 小野ゴルフ倶楽部

公式訪問 三木みどりRC 三木商工会館

11
月

  2日（水）
公式訪問 明石RC ホテルキャッスルプラザ

公式訪問 姫路RAC BIZ SPACE HIMEJI

  4日（金）
第2回国際奉仕小委員会 オンライン

公式訪問 HYOGO　REC HYOGO REC 事務所

  8日（火） 第3回DEI小委員会 神戸三宮東急REIホテル

  9日（水）
公式訪問 甲子園RC ホテルヒューイット

甲子園

公式訪問 西宮イブニングRC 西宮市男女共同参画
センター

10日（木）
公式訪問 神戸モーニングRC 香港茶楼

公式訪問 神戸西神RC 神戸西神オリエンタ
ルホテル

11
月

11日（金）
第5回RYLA小委員会 神戸三宮東急REIホテ

ル／オンライン

第4回職業奉仕委員会 オンライン

12日（土）

米山日本文化セミナー 奈良方面

第3回ローターアクト地区
連絡協議会 しあわせの村

ローターアクト　スポーツ大会 しあわせの村

13日（日）

国際奉仕セミナー 神戸ポートピアホテル

第5回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

2023-24年度第1回青少
年交換来日生・派遣候補生
オリエンテーション

神戸ポートピアホテル

第2回インターアクト小委員会 神戸三宮東急REIホテル

14日（月） 第1回プロバスクラブ小委員会 和くわく

16日（水） 公式訪問 高砂青松RC 高砂商工会議所

17日（木）
公式訪問 和田山RC 但馬重機㈱研修所　

ル・バルク内

第２回補助金申請・補助金
管理マニュアル改訂会議 オンライン

18日（金） 第3回職業奉仕勉強会 オンライン

23日(水・祝) 第38回インターアクト
地区年次大会 ネスタリゾート神戸

24日（木）
第5回戦略計画委員会 神戸三宮東急REIホテル

公式訪問 神戸RAC 神戸市青少年会館

25日（金） 公式訪問 柏原RAC 大和（料亭旅館）

26日（土）

第2回社会奉仕委員会 神戸ポートピアホテル

米山面接官オリエンテー
ション／第5回米山記念奨
学委員会

神戸ポートピアホテル

27日（日）

第２期ロータリー・リー
ダーシップ研究会（RLI）
パートⅠ

神戸ポートピアホテル

2640・2650・2660・
2680ローターアクト関西
四地区情報交換会・交流会

大阪国際会議場

第1回職業奉仕公開委員会 加古川プラザホテル

28日（月） 第4回補助金小委員会 オンライン

29日（火） 第2回クラブ管理運営委員会 神戸三宮東急REIホテル

30日（水）
公式訪問 宝塚RC 宝塚ホテル

第2回プロバスクラブ小委員会 オンライン

12
月

  1日（木） 公式訪問 豊岡RAC 来迎寺

  2日（金） 第2回地区運営会議 宝塚ホテル

  3日（土）
社会奉仕セミナー 神戸ポートピアホテル

第2回研修委員会兼
ガバナー補佐会議 神戸ポートピアホテル

  4日（日）

環境の保護小委員会
「ミツバチ勉強会」 神戸三宮東急REIホテル

第3回国際奉仕小委員会 オンライン

  5日（月） 第1回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

  6日（火） 公式訪問 尼崎西RAC 尼崎K.Rビルディング

  7日（水） 公式訪問 神戸須磨RAC 和田神社
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12
月

  9日（金） 第5回職業奉仕委員会 オンライン

10日（土） 2023学年度
米山奨学生面接選考会 三宮研修センター

13日（火）

第2回ガバナー指名委員会 ガバナー事務所会議室

第2回学友委員会 神戸三宮東急REIホテル

第2回ガバナー諮問委員会 神戸ポートピアホテル
トランテアン

16日（金） 第4回規定審議委員会 ホテルオークラ神戸／
オンライン

18日（日）

第5回RLI委員会 神戸ポートピアホテル

第6回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

第3回青少年交換
来日生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル

2023-24年度第2回青少
年交換来日生・派遣候補生
オリエンテーション

神戸ポートピアホテル

学友会主催 青少年交換クリ
スマスパーティー 神戸ポートピアホテル

20日（火） 第3回公共イメージ委員会 オンライン

21日（水） 公式訪問 芦屋川RAC ホテル竹園芦屋

22日（木）
第6回戦略計画委員会 神戸三宮東急REIホテル

公式訪問 加古川中央RAC 兵庫大学

23日（金）
第5回資金推進・ポリオプ
ラス・ロータリーカード推
進合同小委員会

神戸三宮東急REIホテル

24日（土） 第4回国際奉仕小委員会 オンライン

29日（木） 第5回国際奉仕小委員会 オンライン

2023年

月 日 行事内容 場　所

1
月

10日（火） 第2回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

11日（水） 第6回職業奉仕委員会 オンライン

14日（土）
第4回DEI小委員会 神戸三宮東急REIホテル

第6回米山記念奨学委員会 レ ン タ ル ス ペ ー ス
ジェム神戸元町

15日（日） 職業奉仕セミナー 神戸ポートピアホテル

21日（土）

第3回環境の保護小委員会 神戸ポートピアホテル

RYLAカウンセラーミー
ティング

神戸YMCA余島野外
活動センター
（1/21-22）

22日（日）

第7回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

2023-24年度第3回青少
年交換来日生・派遣候補生
オリエンテーション

神戸ポートピアホテル

27日（金） 第7回戦略計画委員会 レ ン タ ル ス ペ ー ス
ジェム神戸元町

28日（土） 第2回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

29日（日） 第6回RLI委員会 神戸ポートピアホテル

2
月   2日（木）

第5回補助金小委員会 オンライン

第1回危機管理委員会 神戸三宮東急REIホテ
ル／オンライン

2
月

  5日（日） 第6回RYLA小委員会 神戸三宮東急REIホテ
ル／オンライン

  6日（月）
第3回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

第4回公共イメージ委員会 オンライン

  7日（火） 第5回規定審議委員会 神戸市産業振興セン
ター／オンライン

  9日（木） 第3回地区運営会議 宝塚ホテル

11日（土・祝） 第2回職業奉仕公開委員会 姫路ハーベスト
医療福祉専門学校

12日（日）
第2期ロータリー・リー
ダーシップ研究会（RLI）
パートⅡ

園田学園女子大学

14日（火） 第3回学友委員会 神戸ポートピアホテ
ル／オンライン

19日（日）
第4回全国ローターアクト
委員長及び地区ローターア
クト代表合同会議

AP東京八重洲

22日（水） 第7回職業奉仕委員会 オンライン

24日（金）

2024学年度
米山奨学金学校説明会

三宮研修センター／
オンライン

第1回
審議会代表議員指名委員会 ガバナー事務所会議室

第3回ガバナー諮問委員会 神戸ポートピアホテル

26日（日） 青少年交流会 レ ン タ ル ス ペ ー ス
ジェム神戸元町

27日（月） 第4回環境の保護小委員会 オンライン

28日（火）
第8回戦略計画委員会 神戸三宮東急REIホテル

第5回DEI小委員会 オンライン

3
月

  4日（土） 地区大会（3/4-5） 神戸ポートピアホテル

  5日（日） 地区大会（3/4-5） 神戸ポートピアホテル

  7日（火） 第4回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

11日（土）

ロータリー財団
各奨学金書類選考会 神戸三宮東急REIホテル

第7回米山記念奨学委員会
／2022学年度奨学生修了
式・歓送会

第一楼

14日（火） 第6回補助金小委員会 オンライン

15日（水） マスメディアとの交流会
（公共イメージ委員会） 神戸ポートピアホテル

18日（土）

第43回RYLAセミナー
（3/18～3/21）

神戸YMCA余島野外
活動センター

第3回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

19日（日）

第8回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

2023-24年度第4回青少
年交換来日生・派遣候補生
オリエンテーション

神戸ポートピアホテル

ホストファミリー会議 神戸ポートピアホテル

21日（火）
第7回RLI委員会 神戸ポートピアホテル

ロータリー財団
各奨学金面接選考会 神戸三宮東急REIホテル

24日（金） 第8回職業奉仕委員会 オンライン

25日（土） 第6回規定審議委員会 洲本商工会議所／オ
ンライン



53

3
月

25日（土）
地区補助金関係委員長会議 神戸ポートピアホテル

第7回補助金小委員会 神戸ポートピアホテル

27日（月） 第5回環境の保護小委員会 オンライン

28日（火） 臨時地区運営会議 ガバナー事務所会議室

31日（金） 第9回戦略計画委員会 灘高等学校

4
月

  1日（土）
第3回ガバナー補佐会議 神戸ポートピアホテル

第4回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

  2日（日） 第8回RLI委員会 神戸ポートピアホテル

  3日（月）

公式訪問 淡路RAC 洲本RC事務局

第1回VTT小委員会 オンライン

第6回公共イメージ委員会 オンライン

  5日（水） 第5回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

  7日（金） 第2回
審議会代表議員指名委員会 ガバナー事務所会議室

  8日（土）

第5回ローターアクト地区
連絡協議会 ゆめタウン丹波

ローターアクト
地区指導者育成セミナー ゆめタウン丹波

第8回補助金（＋第5回社
会奉仕）合同小委員会 神戸ポートピアホテル

第3回職業奉仕公開委員会 豊岡市民会館

  9日（日）

第8回米山記念奨学委員会 神戸三宮東急REIホテル

2023学年度米山記念奨学
生・カウンセラーオリエン
テーション

神戸三宮東急REIホテル

11日（火） 第6回DEI小委員会 オンライン

15日（土）

第4回職業奉仕公開委員会 神戸学院大学ポートア
イランドキャンパス

第6回社会奉仕小委員会 神戸三宮東急REIホテル

第6回国際奉仕小委員会 オンライン

16日（日）

第2期ロータリー・リー
ダーシップ研究会（RLI）
パートⅢ

園田学園女子大学

第9回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

2023-24年度第5回青少
年交換来日生・派遣候補生
オリエンテーション

神戸ポートピアホテル

ホストファミリー会議 神戸ポートピアホテル

17日（月） 第6回環境の保護小委員会 オンライン

18日（火） 第10回戦略計画委員会 神仙閣

21日（金） 第4回職業奉仕勉強会 オンライン

22日（土）

第43回RYLAセミナー評価会 神戸ポートピアホテル

第1回ポリオプラス小委員会 ガバナー事務所会議室

神戸まつり関係委員長会議 神戸ポートピアホテル

25日（火） ①審議会代表議員指名委員会 
面談日 ガバナー事務所会議室

26日（水） 第3回クラブ管理運営委員会 神戸三宮東急REIホテル

4
月 28日（金） ②審議会代表議員指名委員会 

面談日 ガバナー事務所会議室

5
月

  2日（火） 第7回RYLA小委員会 神戸三宮東急REIホテル

  6日（土） 第2回クラブ管理運営セミナー 神戸ポートピアホテル

  8日（月） 第6回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

10日（水） 第7回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

13日（土） 第9回補助金小委員会 神戸三宮東急REIホテル

14日（日） 第5回職業奉仕公開委員会 園田学園女子大学

15日（月） 第7回規定審議委員会 オンライン

18日（木） 第７回国際奉仕小委員会 オンライン

19日（金）
第8回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

第6回ローターアクト地区
連絡協議会 オンライン

21日（日）

第10回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

2023-24年度第6回青少
年交換来日生・派遣候補生
オリエンテーション

神戸ポートピアホテル

23日（火） 第11回戦略計画委員会 宝塚歌劇+宝塚ホテル

27日（土）

2023年メルボルン国際大
会（5/27-31）

メルボルン
（オーストラリア）

奨学生・学友研修交流会 三宮研修センター／
ケーニヒスクローネ

第9回職業奉仕委員会 神戸三宮東急REIホテル

28日（日） 神戸まつりおまつりパレード フラワーロード

6
月

  1日（木） 第9回RLI委員会 神戸三宮東急REIホテル

  3日（土）

第3回奨学金・平和フェ
ローシップ小委員会 神戸三宮東急REIホテル

第10回補助金小委員会 神戸三宮東急REIホテル

  7日（水） 第7回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室

  8日（木） 第4回地区運営会議 にしむら珈琲店（元町）

11日（日） 新旧ガバナー補佐会議 ホテル若水

14日（水） 第7回DEI小委員会 神戸三宮東急REIホテル

15日（木） 第4回ガバナー諮問委員会 宝塚ホテル

18日（日）

第45回ローターアクト
地区年次大会 神戸ポートピアホテル

緊急危機管理委員会 ガバナー事務所会議室

22日（木）

第1回監査委員会 ガバナー事務所会議室

第7回環境の保護小委員会 神戸ポートピアホテル

第2回危機管理委員会 神戸ポートピアホテル

23日（金）
第12回戦略計画委員会in
北播磨（2023-24年度第
1回戦略計画委員会）

加東市～西脇

25日（日）

第11回並びに2023-24
年度第1回新旧青少年交換
小委員会

神戸ポートピアホテル

青少年交換来日生修了式・
派遣生壮行会 神戸ポートピアホテル

29日（木） 感謝の集い 神戸ポートピアホテル
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  RI表彰

 ロータリー賞
　　尼崎西ロータリークラブ
　　甲子園ロータリークラブ
　　西宮夙川ロータリークラブ
　　芦屋川ロータリークラブ
　　篠山ロータリークラブ
　　三田南ロータリークラブ
　　神戸ロータリークラブ
　　神戸須磨ロータリークラブ
　　加古川中央ロータリークラブ
　　加古川平成ロータリークラブ
　　姫路ロータリークラブ
　　姫路南ロータリークラブ
　　和田山ロータリークラブ

  ロータリー財団表彰（クラブ）

 ロータリー財団年次寄付一人当たり寄付額　上位３クラブ
　　１位 三田ロータリークラブ
　　２位 神戸西神ロータリークラブ
　　３位 姫路ロータリークラブ

 ロータリー財団年次寄付寄付額　上位３クラブ
　　１位 神戸東ロータリークラブ
　　２位 姫路ロータリークラブ
　　３位 三田ロータリークラブ

 100％ポール・ハリス・フェロークラブ
　　西宮恵美寿ロータリークラブ

〈過去年度表彰〉
　　尼崎西ロータリークラブ　　（2008-09年度）
　　三田ロータリークラブ　　　（2008-09年度）
　　宝塚中ロータリークラブ　　（2009-10年度）
　　芦屋ロータリークラブ　　　（2009-10年度）
　　神戸南ロータリークラブ　　（2009-10年度）
　　神戸六甲ロータリークラブ　（2010-11年度）
　　甲子園ロータリークラブ　　（2011-12年度）
　　西宮ロータリークラブ　　　（2011-12年度）
　　豊岡ロータリークラブ　　　（2020-21年度）

 ローターアクト寄付達成
　　神戸須磨ローターアクトクラブ

  100%ロータリー財団寄付クラブ

（正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、）　一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ

尼崎中ロータリークラブ

川西猪名川ロータリークラブ

西宮ロータリークラブ

芦屋ロータリークラブ

甲子園ロータリークラブ

西宮夙川ロータリークラブ

芦屋川ロータリークラブ

西宮恵美寿ロータリークラブ

宝塚ロータリークラブ

柏原ロータリークラブ

宝塚武庫川ロータリークラブ

三田南ロータリークラブ

神戸東ロータリークラブ

神戸南ロータリークラブ

神戸六甲ロータリークラブ

加古川ロータリークラブ

加古川中央ロータリークラブ

加古川平成ロータリークラブ

小野加東ロータリークラブ

西脇ロータリークラブ

赤穂ロータリークラブ

龍野ロータリークラブ

生野ロータリークラブ

香住ロータリークラブ

2022-23年度 RI表彰、地区表彰
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  Every Rotarian, Every Year クラブ

（正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、）　一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ

尼崎中ロータリークラブ

西宮ロータリークラブ

芦屋ロータリークラブ

甲子園ロータリークラブ

宝塚ロータリークラブ

柏原ロータリークラブ

三田南ロータリークラブ

神戸東ロータリークラブ

神戸南ロータリークラブ

神戸六甲ロータリークラブ

加古川ロータリークラブ

加古川中央ロータリークラブ

加古川平成ロータリークラブ

小野加東ロータリークラブ

赤穂ロータリークラブ

龍野ロータリークラブ

香住ロータリークラブ

（2023年8月31日現在）

  米山記念奨学会表彰

 達成クラブ（2022年７月～2023年６月）

・６千万円達成クラブ　姫路東ロータリークラブ

・４千万円達成クラブ　龍野ロータリークラブ

　　　　　　　　　　　篠山ロータリークラブ

　　　　　　　　　　　尼崎西ロータリークラブ

・３千万円達成クラブ　西宮ロータリークラブ

　　　　　　　　　　　赤穂ロータリークラブ

　　　　　　　　　　　高砂ロータリークラブ

　　　　　　　　　　　神戸東灘ロータリークラブ

※米山奨学会リスト順

 米山功労クラブ （　）内は表彰回数

尼崎北ロータリークラブ　　　（27）

尼崎東ロータリークラブ　　　（20）

尼崎西ロータリークラブ　　　（34）

尼崎南ロータリークラブ　　　（19）

伊丹ロータリークラブ　　　　（15）

西宮ロータリークラブ　　　　（17）

宝塚ロータリークラブ　　　　（17）

篠山ロータリークラブ　　　　（31）

神戸ロータリークラブ　　　　（48）

神戸東灘ロータリークラブ　　（21）

神戸須磨ロータリークラブ　　（25）

神戸西神ロータリークラブ　　（23)(24）

加古川ロータリークラブ　　　（31）

加古川中央ロータリークラブ　（28）

高砂青松ロータリークラブ　　（28）

西脇ロータリークラブ　　　　（17）

姫路南ロータリークラブ　　　（54）

姫路東ロータリークラブ　　　（45）

相生ロータリークラブ　　　　（17）

上郡佐用ロータリークラブ　　（６）

豊岡ロータリークラブ　　　　（20）

生野ロータリークラブ　　　　（３）
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  地区表彰

 意義ある奉仕賞

　　篠山ロータリークラブ

 在籍（2022年12月31日現在）

【65年ロータリー在籍】

加　古　川 神木　　董

【55年ロータリー在籍】

小 野 加 東 内藤　正克

【50年ロータリー在籍】

高　　　砂 名嶋　一成
加古川中央 釜谷　研造
淡 路 三 原 志智　宣夫
津　　　名 福永　　稔
赤　　　穂 寺田　祐三

 100％連続出席（2022年12月31日現在）

【45年連続出席】

甲　子　園 佐々木孝佳
姫　　　路 安平　和彦
姫　路　東 沼田　正敏

【40年連続出席】

伊　　　丹 加藤　　拓
川西猪名川 下岡　節三
芦　　　屋 山田　正雄
甲　子　園 川勝　賢一
神 戸 西 神 池田　實行
西　　　脇 八馬　康祐

【35年連続出席】

西 宮 夙 川 松本　千歳
高　　　砂 庄司　　治
加　古　川 淺原　重利 長谷川昌美

森田　　孝
高 砂 青 松 庄司　　武
洲　　　本 番所　利行
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【30年連続出席】

伊丹昆陽池 前田　治男
西 宮 夙 川 長谷川純一 宮本　　孝
神　　　戸 佐井　裕正
神 戸 ベ イ 前田　靖文
神 戸 垂 水 善國　高豊
神　戸　中 寄神　正文 吉井　邦弘
明　　　石 市原　孝志
加古川中央 矢野　宗司
西　　　脇 和田　良勝 藤阪　光一
洲　　　本 藤井　啓誠 横井　哲行
姫　路　東 原　　孝史
姫　路　西 山崎喜代志
相　　　生 兒島　良三
豊岡円山川 井上　哲郎

【25年連続出席】

尼　崎　北 武本　正照
尼　崎　西 那須　健治
尼　崎　南 内藤　吉子
芦　　　屋 天王寺谷貴
西宮恵美寿 伊賀　俊行 長部　幸子
篠　　　山 堀口　純男
神　　　戸 濵　　浩一
神　戸　西 山本　　博
神 戸 西 神 今田　学志
高　　　砂 佐野　敏晴
小 野 加 東 平尾　博之
北　　　条 高橋　清文
姫　　　路 木谷　憲一
姫　路　南 安田　宏行
赤　　　穂 榊　　　努
香　　　住 伊藤　　誠

【20年連続出席】

尼　　　崎 濱本順一郎
西　　　宮 日高　　厚
三　　　田 今垣　　均 丹羽　　勝

安行　英文
明　石　東 松浦　　寛 西大條公一
高　　　砂 脇谷　政孝
加　古　川 釜谷　和明
小 野 加 東 岸本　　亨
北　　　条 福永　信彦
西　　　脇 福谷　信夫
赤　　　穂 杉山　匡行
相　　　生 大西　恒祐
豊　　　岡 藤原　紘道
生　　　野 間島　毅彦
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メ ジ ャ ー ド ナ ー

ポール・ハリス・ソサエティ

ベ ネ フ ァ ク タ ー

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

対象期間：2022年7月1日～2023年6月30日

尼 崎 東 小坂　圭一（レベル１）

三 田 安行　英文（レベル１）

甲 子 園 佐々木孝佳（レベル２、2015-16年度）

宝 塚 那須　範満（レベル２、2016-17年度）

神 戸 東 松井　照男（レベル２、2021-22年度）

【過去年度達成（レベル２以上）】

尼 崎 東 小坂　圭一

神 戸 井植　貞雄　　加藤　隆久

神 戸 東 木下伊三見　　松井　照男

芦 屋 杉山　清和

尼 崎 北 猿丸　禎男

尼 崎 東 藤井　輝男　　平野高太郎　　喜多　　敬

内藤　成敞

尼 崎 西 高見　宗利

尼 崎 南 釜田　育瑚　　山本　　澄

川 西 北川　博崇

川西猪名川 小路　力子

西 宮 布目　荘太

高 砂 桂田　重信（レベル１）

神 崎 久斗　譲二（レベル２）

加古川中央 矢野　宗司（レベル２、2017-18年度）

和 田 山 古屋　耕三（レベル２、2017-18年度）

神 戸 須 磨 橋本　一豊

豊 岡 田中　　洋

芦 屋 二川　昌也　　河原　俊幸　　三宅　康雄

中　　俊介　　中尾　宣夫　　髙橋　卓志

植田　英規

甲 子 園 朝野　恒男　　井上　晃一　　井上　薫嘉

川勝　賢一　　二宮　明彦　　谷口　賢蔵

安本　　勉

芦 屋 川 寺内　嘉一

西宮恵美寿 久保　信彦

ロータリー財団への寄付（個人寄付）
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宝 塚 古川　彰治　　田中　哲三

三 田 柴田　茂徳

篠 山 藤井　恵一　　堀口　純男　　井本　季伸

満仲　諦雅

宝塚武庫川 藤原　　明

神 戸 後藤　　武　　川崎　厚志　　松岡　辰弥

中内　　仁　　西河　紀男　　竹森　莞爾

寺本　　督

神 戸 東 鮑　　悦初　　藤井　光造　　古津　彰宏

樋口　一哉　　池田　知聡　　今井　拓雄

井元　憲生　　石橋　恒生　　石川　泰平

伊藤　隆啓　　神田　孝平　　樫野　孝人

川崎　元男　　木下伊三見　　木下　　健

小林　一也　　小坂　哲也　　上月　福男

工藤　恭孝　　松井　照男　　松下　　衛

道上　　明　　三原　孝公　　三戸岡英樹

森本　一裕　　向井　菊美　　中井　章詞

中村　芳信　　西原興一郎　　西村　太一

野田　晴清　　野々村禎之　　則岡　弘士

小倉　宗夫　　大澤　　勇　　岡　　栄治

尾山　宜道　　佐井　奇正　　澤田　正樹

執行　英毅　　角田　嘉宏　　須藤　雄二

鈴木　祐一　　多田　善計　　田中　寿夫

田中　健三　　田中　義明　　友藤　順義

塚本　哲夫　　植村　浩史　　植村　孝一

梅田　　稔　　魚谷　　勝　　和田　真一

渡邉英一郎　　山本　裕計　　山本康一郎

神 戸 東 山野　　藇　　横山　公一　　横山　幹夫

吉田　　博　　吉田　建美　　吉田　正人

吉田　　茂　　吉井　正幸

神 戸 東 灘 舟元美智子　　和田　孫博

神 戸 南 藤原　孝洋　　近藤　弘人　　大西　浩二

多田　克史　　髙取　宏行　　田村　晋三

渡邊　三郎

神 戸 六 甲 林　　同福　　西岡　良和

神 戸 ベ イ 須藤　仁一

神 戸 西 飯田美奈子　　井関　勇司　　茅園　建新

笹倉　宣也　　庄田壽美子　　武井　宏之

山本　　博

神 戸 垂 水 善國　高豊

明 石 東 松浦　　寛

明 石 北 熊谷　正彦　　尾上　潤二

高 砂 覚野　成広　　桂田　重信　　丸山　恵右

名嶋　一成　　信原　智彦　　庄司　　治

加 古 川 藤本　陽一　　船原　太郎　　橋本　眞人

城　　貴博　　木下　正隆　　水埜　安寛

中尾　知也　　岡田　義則　　大庫　隆夫

大辻　利紀　　髙田　勝典

加古川中央 衣笠　昭平　　宮本鹿司夫　　迫田　康行

三 木 廣田　篤生　　森永　英樹

小 野 加 東 加納　純一　　吉田　長生

北 条 西村　栄俊

西 脇 藤阪　光一　　金田　　実

三木みどり 二杉　智幸
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ポール・ハリス・フェロー

尼 崎 東 藤井　秀樹　　平山　哲行　　的場　眞司

森　　　貴　　大海　昌栄

尼 崎 西 住山　利恵　　高野　克洋　　玉山　善博

尼 崎 中 秋山　忠雄

伊 丹 岩井　秀樹

川 西 神田　良一

西 宮 松本　陽介

宝 塚 仲内　悦治　　大平祐規子　　山田　隆之

篠 山 長澤　典永　　小嶋　敏誠

柏 原 黒田　好信

神 戸 山田　純嗣　　福井　　要　　井植　啓悟

神 戸 東 麦　　志明　　伴　　裕美　　鮑　　悦初

バルワニ ムケシ　　チョウドリー ケタン　　藤本　義洋

福田　大介　　福原　敏晃　　古津　彰宏

後藤　章暢　　芳賀　博之　　橋本　耕治

樋口　敦仁　　弘田　芳裕　　池田　知聡

池上　勝義　　池西　正広　　井上　浩次

入船　　正　　伊藤　　正　　河崎　　光

小林　一也　　古賀　健一　　小谷　哲也

香山　道宣　　小山　要次　　林　　伯正

神 戸 東 松谷　斉泰　　光葉　應宏　　宮　　昭久

森本　　楽　　森本　光一　　村井　通浩

中川　　俊　　中小路公男　　中村　芳信

西村　公志　　延原　耕三　　大澤　　勇

大井　竜介　　岡本　浩司　　﨑山　　豊

四方　克明　　菅野　和矢　　高橋　恵信

髙嶋　良平　　続木　良平　　植村　浩史

上村　修司　　梅田　　稔　　魚谷　　勝

和田　　新　　和田　真一　　渡邉英一郎

柳川　晃良

神 戸 東 灘 泉　　　藍

神 戸 南 藤田　有宏

神 戸 西 大塚　重雄

神 戸 西 神 藤掛　伸之

加古川中央 藤本　政則　　木曽　秀行　　三宅　伸介

大西　和樹

高 砂 青 松 三枝　丈次

加古川平成 網本　徹也　　原田　　悟

三 木 久野　大介　　岡田　紹宏

小 野 加 東 藤原　篤司　　細見　俊彦　　井上　　満

洲 本 秦　紳一郎　　長井　康洋　　岡田　雅博

高山　秀則　　横井　哲行

淡 路 三 原 興津　博捷

津 名 糟谷　武久　　砂田　安雄

姫 路 英　　和夫　　城　　　守　　鎌谷　正弘

瀧川　祥也

姫 路 南 有川　裕之　　中村　滋彦　　小原　直人

姫 路 東 水本　雅史

赤 穂 西川　英也

相 生 江見　重人　　大川　幸矩

龍 野 三渡　圭介　　中村　孝秀

豊 岡 田中　　洋　　圡生田尚士

生 野 山田　義彦
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ポリオ・プラスソサエティ

尼 崎 北 武本　正照

尼 崎 東 平野高太郎　　中井　　洋　　三田　恭男

安田　　亨

川 西 堀池　周司　　北川　博崇　　佐々木唯誌

芝田　一夫

西 宮 夙 川 小宮　博一

神 戸 須 磨 橋本　一豊　　益子　和久

神 戸 垂 水 澤村　正夫

洲 本 秦　紳一郎

姫 路 赤鹿　竜夫　　福田　祐一　　英　　和夫

井上登志男　　入江　道弘　　城　　　守

鎌谷　正弘　　金山　　勉　　菊井　公策

米谷　啓和　　三木　　明　　三木　崇弘

宮崎　雅彰　　中村彰一郎　　澤田　安弘

空地　顕一　　瀧川　祥也　　山野　昭彦

安平　和彦　　横田　昌彦

姫 路 南 有川　裕之　　中村　滋彦

和 田 山 小野山真生

三木みどり 岩谷　　司

洲 本 太田　勝之

淡 路 三 原 太田　雅之

津 名 河野　良啓　　長野　正憲　　奥野　幸男

姫 路 赤鹿　竜夫

姫 路 南 岩崎圭三郎

姫 路 東 原田眞一郎　　河本　一郎　　村角　伸一

姫 路 東 小倉　克輝　　岡崎　公一　　壷阪　康裕

神 崎 尾上　克具

赤 穂 横山　淳平

相 生 神谷　栄幸

龍 野 池田　和由　　高田　真也

豊 岡 直島　正枝　　大井　秀輝　　坂本　和也

生 野 池野　雅視　　佐竹　　保　　上田　真之

香 住 坪多　敏夫
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クラブ名
期首の
会員数
（人）

年次基金
（一人当たり）

年次基金
地区年間数値

目標達成率(％)*
年次基金
累計額

ポリオ基金
（一人当たり）

ポリオ基金
地区年間数値

目標達成率(％)**
その他の基金
累計額***

恒久基金
累計額**** 合　計

尼
　
　
崎

尼 崎 29 105.73 66 3,066.15 40.92 102 52.50 0.00 4,305.26
尼 崎 北 38 104.99 66 3,989.64 7.76 19 52.50 67.57 4,404.60
尼 崎 東 52 177.11 111 9,209.81 6.21 16 129.42 0.00 9,662.28
尼 崎 西 35 167.95 105 5,878.23 40.89 102 735.00 0.00 8,044.35
尼 崎 南 30 69.37 43 2,081.19 0.00 0 52.50 0.00 2,133.69
尼 崎 中 16 136.83 86 2,189.27 12.07 30 52.50 0.00 2,434.91

阪
神
第
一

伊 丹 39 67.58 42 2,635.60 8.09 20 52.50 0.00 3,003.46
川 西 24 52.78 33 1,266.65 47.09 118 0.00 0.00 2,396.70
伊丹有明 9 115.93 72 1,043.33 0.00 0 0.00 0.00 1,043.33
川西猪名川 15 71.94 45 1,079.10 29.78 74 0.00 0.00 1,525.86
伊丹昆陽池 7 40.00 25 280.00 130.50 326 0.00 0.00 1,193.47
西宮イブニング 13 17.81 11 231.56 0.00 0 0.00 0.00 231.56

阪
神
第
二

西 宮 54 135.65 85 7,324.93 0.00 0 0.00 0.00 7,324.93
芦 屋 40 114.02 71 4,560.95 18.43 46 0.00 11,000.00 16,298.26
甲 子 園 44 104.55 65 4,600.00 28.34 71 262.50 0.00 6,109.46
西宮夙川 28 94.07 59 2,633.82 46.17 115 1,022.56 0.00 4,949.24
芦 屋 川 26 94.34 59 2,452.92 23.75 59 0.00 0.00 3,070.53
西宮恵美寿 22 99.67 62 2,192.76 13.48 34 0.00 0.00 2,489.28

阪
神
第
三

宝 塚 35 185.55 116 6,494.11 5.05 13 0.00 0.00 6,671.02
三 田 13 1,173.85 734 15,260.00 0.00 0 3,509.10 0.00 18,769.10
篠 山 43 199.00 124 8,557.18 49.01 123 500.00 0.00 11,164.48
柏 原 38 113.18 71 4,300.98 0.91 2 0.00 0.00 4,335.46
宝塚武庫川 33 30.76 19 1,015.15 50.11 125 105.00 20,000.00 22,773.77
三 田 南 6 100.00 63 600.00 0.00 0 0.00 0.00 600.00
HYOGO REC 16 19.27 12 308.30 19.36 48 105.00 0.00 723.00

神
戸
第
一

神 戸 153 79.42 50 12,150.78 18.91 47 0.00 0.00 15,043.68
神 戸 東 108 170.49 107 18,413.04 47.03 118 0.00 0.00 23,492.08
神戸東灘 30 101.85 64 3,055.54 2.30 6 489.62 0.00 3,614.13
神 戸 南 90 102.22 64 9,200.00 6.66 17 0.00 0.00 9,799.55
神戸六甲 14 152.52 95 2,135.29 0.00 0 0.00 0.00 2,135.29
神戸ベイ 13 169.68 106 2,205.88 0.00 0 52.50 0.00 2,258.38

神
戸
第
二

神 戸 西 57 155.31 97 8,852.94 15.48 39 1,050.00 0.00 10,785.29
神戸須磨 32 204.04 128 6,529.41 52.20 130 5,907.30 0.00 14,106.96
神戸垂水 21 85.66 54 1,798.81 41.82 105 525.00 0.00 3,201.93
神戸西神 35 374.44 234 13,105.32 123.54 309 1,050.00 0.00 18,479.29
神 戸 中 28 193.37 121 5,414.38 5.25 13 688.80 0.00 6,250.24
神戸モーニング 24 3.13 2 75.19 6.13 15 577.50 0.00 799.75

東
播
第
一

明 石 50 26.73 17 1,336.50 0.00 0 0.00 0.00 1,336.50
明 石 東 46 47.91 30 2,203.85 0.00 0 0.00 200.00 2,403.85
明 石 北 40 120.13 75 4,805.26 0.00 0 0.00 0.00 4,805.26

東
播
第
二

高 砂 33 170.30 106 5,619.96 32.13 80 0.00 0.00 6,680.30
加 古 川 70 143.33 90 10,033.28 16.92 42 0.00 0.00 11,217.88
加古川中央 62 195.93 122 12,147.65 47.42 119 0.00 0.00 15,087.61
高砂青松 40 68.84 43 2,753.48 47.87 120 0.00 0.00 4,668.30
加古川平成 16 174.71 109 2,795.29 45.38 113 157.50 0.00 3,678.94

ロータリー財団への寄付（クラブ寄付）
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ロータリー財団への寄付（クラブ寄付）

クラブ名
期首の
会員数
（人）

年次基金
（一人当たり）

年次基金
地区年間数値

目標達成率(％)*
年次基金
累計額

ポリオ基金
（一人当たり）

ポリオ基金
地区年間数値

目標達成率(％)**
その他の基金
累計額***

恒久基金
累計額**** 合　計

東
播
第
三

三 木 47 42.13 26 1,980.00 61.70 154 0.00 0.00 4,879.93
小野加東 44 192.25 120 8,459.00 57.10 143 0.00 0.00 10,971.26
北 条 31 90.13 56 2,794.12 37.41 94 0.00 0.00 3,953.81
西 脇 45 98.16 61 4,417.23 47.98 120 52.50 0.00 6,628.69
三木みどり 23 35.17 22 808.82 103.27 258 0.00 0.00 3,183.92

淡
　
　
路

洲 本 30 122.64 77 3,679.32 8.26 21 0.00 360.63 4,287.83
南 淡 路 30 4.67 3 140.00 38.67 97 0.00 4,640.00 5,940.00
淡路三原 15 106.67 67 1,600.00 0.00 0 0.00 0.00 1,600.00
津 名 34 92.20 58 3,134.94 0.00 0 210.00 0.00 3,344.94
あわじ中央 18 46.86 29 843.41 0.00 0 0.00 0.00 843.41

西
播
第
一

姫 路 74 230.95 144 17,090.49 211.36 528 234.92 11,515.68 44,481.58
姫 路 南 73 73.73 46 5,382.49 24.12 60 367.50 0.00 7,510.62
姫 路 西 57 81.87 51 4,666.44 19.76 49 0.00 0.00 5,793.00
姫 路 東 61 84.26 53 5,140.00 29.44 74 0.00 0.00 6,935.96
神 崎 27 230.44 144 6,221.90 241.48 604 0.00 0.00 12,741.74
姫路中央 5 115.04 72 575.19 34.97 87 0.00 0.00 750.06

西
播
第
二

赤 穂 33 103.45 65 3,413.78 0.00 0 0.00 0.00 3,413.78
相 生 29 69.73 44 2,022.30 40.06 100 0.00 0.00 3,183.99
龍 野 35 141.43 88 4,950.00 36.83 92 0.00 0.00 6,238.96
上郡佐用 27 30.42 19 821.30 0.00 0 0.00 0.00 821.30

但
　
　
馬

豊 岡 34 91.49 57 3,110.81 19.22 48 0.00 0.00 3,764.19
生 野 22 80.00 50 1,760.00 54.55 136 0.00 0.00 2,960.00
香 住 11 109.09 68 1,200.00 0.00 0 0.00 0.00 1,200.00
豊岡円山川 29 96.55 60 2,800.00 0.00 0 0.00 100.00 2,900.00
和 田 山 21 95.24 60 2,000.00 9.06 23 0.00 0.00 2,190.24

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

尼 崎 西 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
芦 屋 川 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
淡 路 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
姫 路 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
柏 原 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
加古川中央 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
神 戸 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
神戸須磨 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 344.40 0.00 344.40
豊 岡 ― 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00
地　　区 ― 0.00 0 227.27 0.00 0.00 5,292.03
合　　計 2,522 121.78 307,122.29 30.89 21508 18,338.62 47,883.88 461,658.85

2022-23年度年次基金に寄付したクラブ数：68／68（100%が寄付）

*	 年次基金地区年間数値目標達成率	 2022-23年度目標（年次基金ひとりあたり160ドル）に対する達成率。
		  達成クラブ数：16
**	 ポリオプラス基金地区年間数値目標達成率	 2022-23年度目標（ポリオプラス基金ひとりあたり40ドル）に対する達成率。
		  達成クラブ数：22
***	その他の基金	 寄付者が選んだプログラムを支援するもの。グローバル補助金、その他の承認されたプログラム。
		  クラブ・地区の年次基金目標、ひとりあたりの年次基金寄付には算入されません。
****恒久基金	 寄付は恒久的に投資。使用可能な収益はプログラムに使用。
		  寄付者は使用可能な収益を重点分野、ロータリー平和センター、シェア、WFに指定できる。
		  ベネファクター認証の対象となる。

（単位：ドル）
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米山メジャ ー ド ナ ー（10回以上）

米山功労者マルチプル（2回目～ 9回目）

対象期間：2022年7月1日～2023年6月30日

尼 崎 北 武本　正照（10）
伊 丹 滝内　秀昭（10）
伊 丹 有 明 北里　桂一（13）
篠 山 小南　稔彦（23）	 藤本　善一（11）
神 戸 六 甲 坂部　典生（14）
神 戸 須 磨 橋本　一豊（21）	 大内　晋二（12）

尼 崎 河野　　有（3）
尼 崎 北 苅田孝太郎（8）	 齊藤　竜政（5）

増富　忠義（3）
尼 崎 東 小坂　圭一（4）	 松岡　秀光（4）

小畑　充生（2）
尼 崎 西 杉本　一彦（2）
尼 崎 南 武田　俊彦（7）	 黒田　佳治（5）

内藤　吉子（5）	 徐　　幸一（4）
與那嶺まり子（3）

川 西 北川　博崇（8）	 芝田　一夫（3）
川西猪名川 下岡　節三（9）	 小路　力子（6）
西 宮 竹内　　博（2）	 吉井　良昭（2）
芦 屋 三宅　康雄（3）	 山西　康司（2）
宝 塚 阪上　栄樹（5）	 松本　孝一（4）
三 田 若林　　学（2）
篠 山 堀口　純男（8）	 山内　利樹（4）

井上　隆雄（3）
宝塚武庫川 丸谷　卓生（2）
HYOGO REC 児玉　貴春（2）
神 戸 鍛治川清司（6）	 広瀬　　努（3）

椿原　成治（3）	 植村　武雄（3）
原　　恭平（2）	 富永　彰良（2）

神 戸 東 佐井　奇正（8）	 尾山　宜道（3）
池西　正広（2）

神 戸 東 灘 舟元美智子（8）	 和田　孫博（8）
金田庄一郎（2）

神 戸 ベ イ 吉田　基毅（6）	 渡部　　健（3）
神 戸 西 植田　晃行（5）
神 戸 須 磨 門田　敬造（8）	 益子　和久（6）

光斎　信治（5）
神 戸 西 神 工藤　涼二（8）	 西藤　隆弘（5）
神 戸 中 岩﨑　重曉（4）
明 石 東 田口　政男（2）

神 戸 西 神 丸尾　研一（90）	 鈴木　一史（14）
小 野 加 東 増村　道雄（16）
西 脇 井村　正身（19）	 藤本　武彦（11）
姫 路 南 髙島　　暢（14）
姫 路 東 濵田　長伸（10）

明 石 北 兼古　茂樹（2）
加 古 川 城　　貴博（5）	 藤本　光一（4）

木下　正隆（4）	 畑　　公平（3）
髙田　勝典（3）	 河合　秀樹（2）
前川真一郎（2）

加古川中央 大村　　直（6）	 武田　正明（4）
喜多　美雄（3）	 上月　和洋（3）
宮本鹿司夫（3）	 春木　英行（2）

高 砂 青 松 川崎　一生（4）
加古川平成 永田　博巳（4）
三 木 友定　道介（3）	 井本　　太（2）
小 野 加 東 加納　純一（2）	 河合　孝治（2）

前田　光教（2）
西 脇 圓井　悦二（5）	 金田　　実（4）

和田　良勝（2）
洲 本 秦　紳一郎（7）
淡 路 三 原 日種　顯夫（5）	 小林　健司（5）
あわじ中央 宮本　昌典（3）
姫 路 小倉　伸郎（7）	 鎌谷　正弘（4）

城　　　守（3）
姫 路 南 松岡　淳朗（8）	 小原　直人（8）

杉山　正幸（8）	 内藤　　強（7）
蔦　　明憲（2）

姫 路 東 増田　泰之（5）	 白井　務子（4）
幾野　勝好（3）

神 崎 久斗　譲二（2）	 小林　正一（2）
赤 穂 大木　善夫（4）
相 生 大川　幸矩（3）	 宗行　平助（2）
上 郡 佐 用 井口　洋子（8）
豊 岡 藤原　紘道（2)(3）

田中　　晶（2）
生 野 山田　義彦（2）

米山記念奨学会への寄付（個人寄付）
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米 山 功 労 者（１回目）

準 米 山 功 労 者

尼 崎 伊口　隆弘
尼 崎 北 中島　孝博
尼 崎 東 藤井　秀樹　　平野高太郎　　細井　貴彦

太田　叶子　　田野島孝道
尼 崎 西 中島　雄司
尼 崎 南 川口　　徹
尼 崎 中 谷　　竹治
伊 丹 桝井　俊司
西 宮 髙山　　敬
芦 屋 川 永瀬　隆一
宝 塚 大門美智子　　古川　彰治
篠 山 井本　季伸　　石田真太郎　　飯田　天祥
神 戸 池原　伸直　　永吉　一郎　　須藤　明彦

山本　俊一　　吉井　満隆
神 戸 東 森本　　楽　　森本　一裕
神 戸 東 灘 摺河加小里
神 戸 西 武井　宏之
神 戸 西 神 藤掛　伸之

尼 崎 東 安田　　亨
伊 丹 白井　良夫
西 宮 鈴木　慎一　　髙橋　正佳　　髙栁　大昌
西 宮 夙 川 川西　繁男
芦 屋 川 小倉　智裕　　大江　昌恵
神 戸 合田　吉伸　　垣内　康男　　諸橋　直人

山路　貴史　　米田　篤史
神 戸 東 池西　正広　　川崎　元男　　﨑山　　豊
神 戸 東 灘 村上　　健
明 石 北 浅田　雅之　　榎本　　浩　　榎本　和夫

平田　義人　　井上　直之　　石原　隆志
神内　隆雄　　岸本　泰浩　　山本　文夫
山下　隆弘

明 石 北 浅田　修宏　　大谷　良太
高 砂 堀　　直樹　　増田　章吾
加古川中央 内木場　徹
高 砂 青 松 青柳　　淳　　坂口　嘉久　　櫻井　宣孝
加古川平成 井上規代子
三 木 古塚恵太郎　　松岡　丈二　　宮脇　靖治

竹内　良一
小 野 加 東 細見　俊彦　　井上　　満
北 条 濱本　泰秀
西 脇 高瀬幸一郎
淡 路 三 原 古川　太郎
津 名 本名　孝至
姫 路 金山　　勉　　米谷　啓和
姫 路 西 帽田　剛史
姫 路 東 小倉　克輝　　岡崎　公一　　壷阪　康裕
神 崎 尾上　克具
相 生 神谷　栄幸　　鳴瀬　謙一　　下田　信治

冨田　裕子

加 古 川 衣笠　次郎　　中原　範人　　中田桂太郎
坂本竜之介　　瀧川　松平

加古川中央 花里　佳治　　金田　吉弘　　岡本良太郎
大西　和樹　　大西　伸吾　　大浦　達也
坂山　信雄　　山本　盛裕

高 砂 青 松 藤井　宏行
小 野 加 東 秋田　昌孝　　小林　武彦　　太田　博行

菖蒲谷一成
北 条 林　　垂栄
姫 路 澤田　安弘　　田邉　浩平
姫 路 東 河部那津子　　丸尾　明弘　　山口　　剛
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クラブ名
会員数 
（1月1日）

（人）
今年度 
普通単価

今期 
普通寄付

寄付者数
（特別寄付） 今期 

特別寄付 今期合計 個人平均 
寄付額

普通寄付金 
累計額

特別寄付金 
累計額 寄付累計額

個人 法人 個人
(%)

尼 崎 29 4,000 116,000 20 1 69.0 290,000 406,000 14,000 9,451,450 19,594,805 29,046,255

尼 崎 北 35 6,000 234,000 15 0 42.9 933,913 1,167,913 33,368 9,330,300 27,850,375 37,180,675

尼 崎 東 54 5,000 265,000 13 0 24.1 825,000 1,090,000 20,185 8,824,000 20,046,272 28,870,272

尼 崎 西 35 4,000 136,000 33 0 94.3 434,000 570,000 16,285 6,069,500 34,172,657 40,242,157

尼 崎 南 30 4,000 120,000 15 0 50.0 422,000 542,000 18,066 5,454,500 19,023,076 24,477,576

尼 崎 中 16 4,000 64,000 14 0 87.5 182,000 246,000 15,375 2,248,000 6,266,176 8,514,176

伊 丹 41 4,000 160,000 9 0 22.0 255,000 415,000 10,121 8,349,050 15,058,000 23,407,050

川 西 24 4,000 96,000 14 0 58.3 399,000 495,000 20,625 7,506,450 16,883,102 24,389,552

伊 丹 有 明 9 4,000 36,000 4 0 44.4 126,023 162,023 18,002 7,705,250 27,957,790 35,663,040

川西猪名川 14 4,000 58,000 5 0 35.7 104,000 162,000 11,571 5,228,000 13,465,608 18,693,608

伊丹昆陽池 7 4,000 28,000 0 0 249,403 277,403 39,629 3,951,000 8,279,403 12,230,403

西宮イブニング 13 2,200 29,700 0 0 0 29,700 2,284 326,650 0 326,650

西 宮 54 6,000 342,000 49 0 90.7 610,000 952,000 17,629 12,745,100 17,357,000 30,102,100

芦 屋 41 6,000 255,000 21 0 51.2 253,000 508,000 12,390 10,120,200 13,974,787 24,094,987

甲 子 園 46 6,000 273,000 30 0 65.2 129,000 402,000 8,739 11,002,850 9,500,071 20,502,921

西 宮 夙 川 27 4,000 116,000 27 0 100.0 144,000 260,000 9,629 8,074,800 9,334,128 17,408,928

芦 屋 川 26 4,000 104,000 21 0 80.8 154,000 258,000 9,923 6,267,000 22,332,491 28,599,491

西宮恵美寿 22 4,000 88,000 0 0 15,000 103,000 4,681 2,702,050 3,287,168 5,989,218

宝 塚 34 6,000 228,000 20 0 58.8 366,000 594,000 17,470 11,418,300 17,244,724 28,663,024

三 田 13 4,500 63,000 11 2 84.6 162,500 225,500 17,346 7,451,450 11,223,136 18,674,586

篠 山 43 4,000 172,000 39 0 90.7 816,000 988,000 22,976 9,176,500 31,472,300 40,648,800

柏 原 38 4,000 152,000 0 0 0 152,000 4,000 7,892,100 10,717,538 18,609,638

宝塚武庫川 34 4,000 136,000 1 0 2.9 100,000 236,000 6,941 7,071,000 18,742,233 25,813,233

三 田 南 6 4,000 24,000 0 0 0 24,000 4,000 2,789,000 2,248,538 5,037,538

HYOGO REC 16 2,000 32,000 1 0 6.2 30,000 62,000 3,875 371,000 110,000 481,000

神 戸 157 4,000 620,000 85 3 54.1 1,085,000 1,705,000 10,859 26,626,850 48,511,816 75,138,666

神 戸 東 112 5,000 540,000 14 0 12.5 661,500 1,201,500 10,727 24,880,850 31,739,000 56,619,850

神 戸 東 灘 30 5,000 150,000 25 0 83.3 615,000 765,000 25,500 9,443,000 21,108,383 30,551,383

神 戸 南 87 4,000 360,000 36 0 41.4 404,250 764,250 8,784 11,296,000 10,884,723 22,180,723

神 戸 六 甲 13 5,000 67,500 1 0 7.7 100,000 167,500 12,884 4,108,685 16,648,000 20,756,685

神 戸 ベ イ 13 5,000 65,000 11 0 84.6 246,000 311,000 23,923 3,290,000 11,717,800 15,007,800

神 戸 西 55 4,000 226,000 2 0 3.6 240,000 466,000 8,472 20,357,050 40,869,633 61,226,683

神 戸 須 磨 35 4,000 140,000 10 0 28.6 830,000 970,000 27,714 8,057,550 25,450,000 33,507,550

神 戸 垂 水 19 4,500 90,000 4 0 21.1 63,000 153,000 8,052 5,639,750 12,924,342 18,564,092

神 戸 西 神 35 8,000 280,000 5 0 14.3 1,400,000 1,680,000 48,000 8,983,500 24,071,976 33,055,476

神 戸 中 31 4,000 120,000 6 0 19.4 72,000 192,000 6,193 5,194,000 5,093,800 10,287,800

神戸モーニング 25 1,000 24,000 1 0 4.0 30,000 54,000 2,160 208,000 130,000 338,000

米山記念奨学会への寄付（クラブ寄付）
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クラブ名
会員数 
（1月1日）

（人）
今年度 
普通単価

今期 
普通寄付

寄付者数
（特別寄付） 今期 

特別寄付 今期合計 個人平均 
寄付額

普通寄付金 
累計額

特別寄付金 
累計額 寄付累計額

個人 法人 個人
(%)

明 石 38 4,500 202,500 0 0 0 202,500 5,328 10,647,000 19,759,270 30,406,270

明 石 東 47 4,000 186,000 24 0 51.1 250,000 436,000 9,276 14,481,600 26,598,710 41,080,310

明 石 北 38 7,000 280,000 29 0 76.3 290,000 570,000 15,000 8,796,000 18,710,000 27,506,000

高 砂 33 7,000 231,000 20 12 60.6 320,000 551,000 16,696 11,146,650 18,976,740 30,123,390

加 古 川 71 4,000 282,000 30 0 42.3 944,000 1,226,000 17,267 11,725,450 31,886,960 43,612,410

加古川中央 61 6,000 369,000 61 0 100.0 1,172,000 1,541,000 25,262 9,612,500 28,332,660 37,945,160

高 砂 青 松 38 4,000 158,000 35 1 92.1 360,000 518,000 13,631 8,042,250 28,198,467 36,240,717

加古川平成 15 4,000 66,000 9 0 60.0 90,000 156,000 10,400 4,366,000 16,340,000 20,706,000

三 木 48 5,000 242,500 10 0 20.8 500,000 742,500 15,468 11,229,400 25,777,000 37,006,400

小 野 加 東 43 4,500 195,750 43 0 100.0 840,200 1,035,950 24,091 8,552,900 29,846,484 38,399,384

北 条 33 5,000 162,500 4 0 12.1 331,913 494,413 14,982 8,024,650 14,633,836 22,658,486

西 脇 47 5,000 237,500 6 0 12.8 600,000 837,500 17,819 10,454,360 17,219,685 27,674,045

三木みどり 27 4,000 108,000 21 0 77.8 136,000 244,000 9,037 4,691,000 7,690,758 12,381,758

洲 本 30 5,000 150,000 20 0 66.7 221,000 371,000 12,366 9,225,320 21,604,580 30,829,900

南 淡 路 27 5,000 145,000 1 0 3.7 10,000 155,000 5,740 9,527,950 5,371,315 14,899,265

淡 路 三 原 14 4,000 60,000 12 0 85.7 230,000 290,000 20,714 7,091,850 15,551,000 22,642,850

津 名 35 6,000 207,000 23 0 65.7 230,000 437,000 12,485 9,269,200 21,454,000 30,723,200

あわじ中央 18 4,000 72,000 5 0 27.8 50,000 122,000 6,777 3,131,500 5,105,000 8,236,500

姫 路 80 4,000 310,000 29 0 36.2 564,000 874,000 10,925 18,821,210 33,678,098 52,499,308

姫 路 南 77 4,000 300,000 40 0 51.9 740,000 1,040,000 13,506 15,383,700 54,201,580 69,585,280

姫 路 西 57 10,000 570,000 1 0 1.8 100,000 670,000 11,754 14,364,300 13,906,000 28,270,300

姫 路 東 62 5,000 330,000 49 0 79.0 606,000 936,000 15,096 14,638,000 45,516,023 60,154,023

神 崎 27 4,000 108,000 9 0 33.3 352,500 460,500 17,055 5,568,250 8,427,054 13,995,304

姫 路 中 央 5 1,600 16,000 0 0 0 16,000 3,200 4,844,000 10,500,000 15,344,000

赤 穂 34 5,000 167,500 1 0 2.9 178,284 345,784 10,170 8,579,700 21,480,553 30,060,253

相 生 29 4,500 130,500 16 0 55.2 433,750 564,250 19,456 8,279,550 17,373,652 25,653,202

龍 野 35 6,000 210,000 12 0 34.3 160,000 370,000 10,571 14,163,250 26,175,107 40,338,357

上 郡 佐 用 28 4,000 110,000 1 0 3.6 100,000 210,000 7,500 4,207,100 6,016,906 10,224,006

豊 岡 36 4,000 140,000 2 0 5.6 633,409 773,409 21,483 8,976,600 20,337,155 29,313,755

生 野 22 4,000 88,000 1 0 4.5 200,000 288,000 13,090 4,323,700 3,119,144 7,442,844

香 住 12 4,000 46,000 0 0 0 46,000 3,833 5,471,400 1,725,838 7,197,238

豊岡円山川 30 4,000 118,000 29 0 96.7 232,000 350,000 11,666 6,316,000 8,849,362 15,165,362

和 田 山 21 6,000 126,000 0 0 0 126,000 6,000 5,070,500 4,181,020 9,251,520

2680その他 0 0 0 0 0 0 0 0 15,145,820 43,317,467 58,463,287

2,537 12,134,950 1,105 19 43.6% 23,621,645 35,756,595 14,094 613,779,395 1,297,152,275 1,910,931,670

2023年6月30日現在（単位：円）
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IM ・ クラブ周年記念行事

グループ名 補佐名 開催日 場　所 テーマ 開催

尼 崎 田中　正喜
（尼崎東） 2023年 2月25日（土） 都ホテル尼崎 愛郷の心を育む教育を子どもたちに 開催

阪神第1 中島　勝美
（伊丹） 2023年 2月18日（土） 白雪ブルワリーレストラン

長寿蔵
ロータリーの魅力向上により、良質
な会員が自然に入会し、会員が安定
増加する状況を実現しよう

開催

阪神第2 山田　正雄
（芦屋） 2023年 2月18日（土） ホテルヒューイット

甲子園 希望 開催

阪神第3 吉井久美子
（HYOGO REC） 2023年 2月 4日（土） 宝塚ホテル しなやかに変化する

シン・ロータリー 開催

神戸第1 須藤　仁一
（神戸ベイ） 実施無し —

神戸第2 門田　敬造
（神戸須磨） 2023年 3月18日（土） 神戸ポートピアホテル つなげよう奉仕の輪

～豊かな自然を残そう！子供たちに～ 開催

東播第1 岡田　芳男
（明石北） 2022年11月12日（土） 西明石ホテル

キャッスルプラザ 感染症との闘いの歴史と現状 開催

東播第2 濵田　喜重
（高砂青松） 2023年 1月28日（土） ウエディングパレス

鹿島殿 指導者の役割 開催

東播第3 小林　誠和
（三木みどり） 2023年 2月 4日（土） ネスタリゾート神戸 これからの教育に今一番必要なこと 開催

淡 路 天羽　恒美
（南淡路） 2023年 2月 5日（日） — — 中止

西播第1 城　　　守
（姫路） 2023年 2月25日（土） ホテルモントレ姫路 世界でよいことしよう

～国際ロータリーのロータリー財団～ 開催

西播第2 小林　洋介
（赤穂） 2023年 4月16日（日） 赤穂市野外活動センター 親睦大花見大会 開催

但 馬 山田　義彦
（生野） 2022年11月13日（日） 但陽信用金庫会館 寄り添うこころ 開催

クラブ名 開催日 場　所 内　容

尼 崎 南 2023年　4月15日（土）
　　　　　　　　　　16日（日） 鳥取・浜坂方面 創立35周年記念旅行

西宮恵美寿 2023年　4月　8日（土） 宝塚ホテル 創立25周年記念式典

篠 山 2023年　5月20日（土） ユニトピアささやま 創立60周年記念例会・式典

神 戸 西 神 2023年　5月13日（土） 神戸西神オリエンタルホテル 創立40周年記念例会

高 砂 2023年　4月23日（土） ウエディングパレス鹿島殿 創立70周年記念式典・祝宴会

西 脇
2023年　4月15日（土） 西脇市立音楽ホール「アピカホール」 創立60周年記念式典・祝賀会

2023年　4月22日（土） 西脇市民交流施設オリナスホール 創立60周年記念講演会

淡 路 三 原 2023年　2月18日（土） ホテル＆リゾーツ南淡路 創立60周年記念例会

姫 路 東
2023年　2月18日（土） アクリエひめじ大ホール 創立50周年記念講演会

2023年　5月20日（土） ホテル日航姫路 創立50周年記念式典

豊 岡 2022年11月20日（日） ホテル金波楼 創立70周年記念式典並びに祝賀会

▪クラブ周年記念行事▪

▪IM▪
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プロバスクラブ スポンサー
クラブ 創立年月日 例会場・日時

会員数

男性 女性

上 郡 
（清流会） 上郡佐用 1988.1.9 上郡商工会館

第2水曜　11:00～12:00 9 1

神 戸 北 
（すずらん） 神戸西 1989.4.7 神戸市長田区浪松町　会社2階会議室

第1木曜　14:30～16:30 6 3

垂 水 
（ちどり会） 神戸垂水 1991.6.12

シーサイドホテル舞子ビラ神戸
第2水曜　12:00～14:00
（2月、8月、12月は休会）

10 3

姫 路 姫路東 1992.4.14 姫路キヤッスルグランヴィリオホテル
第2水曜　12:30～14:30 ― ―

赤 穂 赤　穂 1993.4.16 赤穂商工会館3F
第3金曜　12:00～14:00 14 3

加 古 川 加古川 1993.6.22 カノコビル5F（加古川）
第3金曜　12:30～14:30 12 0

三 田 
（せせらぎ会） 三田南 1994.4.23 三田商工会館

第２木曜　9:30～12:00 7 4

小野加東 
（さわやか） 小野加東 1995.6.18 小野商工会館3F 中会議室

第2火曜　12:30～14:30 10 10

西 脇 
（松籟） 西　脇 1996.5.26 西脇商工会議所7F

第2金曜　12:30～14:00 9 4

尼 崎 
（琴壽会） 尼崎北 1996.12.8 ホテルヴィスキオ尼崎

第2月曜　12:30～14:30 29 11

高 砂 高　砂 1999.12.16 高砂商工会議所
第2木曜　11:00～12:00 6 1

明 石 
（かけはし） 明石北 2000.9.15 ホテルキャッスルプラザ

第２水曜　12:00～14:00 10 4

篠 山 
（鼓） 篠　山 2000.12.10 潯陽楼

第2月曜　12:30～14:30 17 0

伊 丹 伊　丹 2001.4.21 伊丹長寿蔵レストラン
第1土曜　11:30～13:30 14 4

神 戸 東 神戸東 2001.7.19 小泉製麻㈱「いずみルーム」
第2木曜　13:30～15:00 13 3

加 西 北　条 2001.7.29 休会中 ― ―

豊 岡 豊　岡 2001.9.23 じばさんTAJIMA
第2火曜　12:30～14:00 14 4

明 石 西 
（悠の会） 明石東 2001.10.6 現在会場は特定せず、

原則3ヶ月に1回開催 8 1

姫 路 南 
（二水会） 姫路南 2003.5.14 ホテル日航姫路

第2水曜　12:30～14:00 15 3

西 宮 西　宮 200５.9.17 西宮市民会館会議室
第2金曜　13:30～15:30 6 4

柏 原 柏　原 2008.4.20 割烹喜作
第3木曜　10:00～13:00 17 8

宝 塚 中 宝　塚 2008.7.1 がんこ宝塚苑
第3月曜　19:00～21:00 5 3

淡 路 洲　本 2011.11.6 厳島神社　斎館2F
第4水曜　12:30～14:00 5 12

相 生 相　生 2013.1.17 相生商工会議所
第2木曜　12:30～14:00 17 2

（会員数：2023年5月31日現在）

プロバスクラブ
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ク ラ ブ 名 提唱ロータリー
クラブ 創立年月日 例　会　日 例 会 時 間 例 会 場 所 会員数

姫 路 姫 路 1969年 6月24日 第２・第４水曜日 19:30～20:30 イーグレ姫路４F
ボランティア室 6

神 戸 神 戸 1975年 5月17日 第２・第４木曜日 19:30～20:30 神戸市青少年会館 10

淡 路 洲本・南淡路
淡路三原・津名 1976年 4月18日 第１・第３月曜日 19:30～20:30 洲本商工会議所4階会議室

（洲本RC事務局） 2

神 戸 須 磨 神 戸 須 磨 2006年 4月12日 第１木曜日・
第３月曜日 19:45～20:45 和田神社 12

柏 原 柏 原 2014年 6月 1日 第２・第４金曜日 19:30～20:30 ㈱吉住工務店
こだま館 1

豊 岡 豊 岡 2015年 8月20日 第２・第４火曜日 19:30～20:30 豊岡RC事務局 8

芦 屋 川 芦 屋 川 2015年11月27日 第１・第３水曜日 19:00～20:00 ラポルテ本館3F
芦屋川ロータリークラブ事務局 6

加古川中央 加古川中央 2019年 2月18日 第１・第３木曜日 19:00～20:00 兵庫大学内 3

尼 崎 西 尼 崎 西 2019年12月 7日 第１・第３火曜日 19:00～20:00 尼崎KRビルディング5F 10

合　計 58

（会員数：2023年6月30日現在）

ローターアクトクラブ

第43回RYLAセミナー受講生

A班　10名

カウンセラー

藤井　秀樹（尼崎東RC）
川崎　孝子（神戸RC）

氏　名 性別 推薦RC

板東　侍音 男 加古川中央

橋本　七星 女 神 戸

大西　博之 男 篠 山

三宅　拓哉 男 川 西

山内　佳之 男 尼 崎 東

藤原由佳梨 女 東 予

杉浦　由佳 女 松 山 東

河原　弘貴 男 松 山 北

木下　達雄 男 松 山 西

佐久間裕也 男 坂 出 東

B班　10名

カウンセラー

前田　隆則（伊丹RC）
池田　雅子（上郡佐用RC）

氏　名 性別 推薦RC

永良　幸輝 男 神 崎

藤田　裕深 女 加古川中央

佐藤　侑磨 男 洲 本

清川　彩希 女 神 戸 東

前川　遼丞 男 姫 路 東

山本　和之 男 高 知 東

千葉　瑳愛 女 新 居 浜

村上　眞由 女 東 予

岡田　　凌 男 伊 予

田中　貴大 男 道 後

C班　9名

カウンセラー

酒井龍太郎（尼崎西RC）
小林　雅美（RYLA学友会）

氏　名 性別 推薦RC

本田　敦子 女 神 戸

髙田　茉依 女 神 戸 西

藤野　広大 男 神戸須磨

小川　清信 男 姫 路 東

中村　雅基 男 姫 路

松村　　賢 男 新 居 浜

藤井　　駿 男 伊 予

有光駿太郎 男 松 山

木村　春花 女 さ ぬ き
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ローターアクトクラブ

第43回RYLAセミナー受講生

インターアクトクラブ名 提唱ロータリークラブ 創立年月日 部員数
中学 高校

滝 川 中 学 校 ・ 高 等 学 校 神 戸 須 磨 1965年 6月29日 5 21
県 立 柏 原 高 等 学 校 柏 原 1968年 8月 6日 15
日 ノ 本 学 園 高 等 学 校 姫 路 1983年 6月 6日 0
啓 明 学 院 中 学 校 ・ 高 等 学 校 神 戸 西 1986年10月11日 11 9
市 立 明 石 商 業 高 等 学 校 明 石 東 1986年12月13日 11
滝 川 第 二 中 学 校 ・ 高 等 学 校 神 戸 西 神 1987年 1月27日 3 16
雲雀丘学園中学校・高等学校 宝 塚 1987年 2月 5日 19
三 田 松 聖 高 等 学 校 三 田 1989年 6月29日 8
県 立 篠 山 鳳 鳴 高 等 学 校 篠 山 1992年12月22日 21
神 戸 国 際 大 学 附 属 高 等 学 校 神 戸 垂 水 1995年11月23日 6
神戸山手女子中学校・高等学校 神 戸 1997年12月17日 9
姫路女学院中学校・高等学校 姫 路 2000年 2月23日 1 9
県 立 西 脇 高 等 学 校 西 脇 2000年10月28日 29
県 立 篠 山 産 業 高 等 学 校 篠 山 2002年 9月26日 8
百 合 学 院 高 等 学 校 尼 崎 西 2004年 2月24日 59
芦 屋 学 園 中 学 校 ・ 高 等 学 校 芦 屋 川 2007年 5月21日 4 7
蒼 開 中 学 校 ・ 高 等 学 校 洲 本 2009年 4月22日 0
県 立 豊 岡 総 合 高 等 学 校 豊 岡 2010年 4月19日 19
県 立 氷 上 高 等 学 校 柏 原 2013年 4月 1日 7
県 立 氷 上 西 高 等 学 校 柏 原 2013年12月 1日 2023年3月31日終結
県 立 神 崎 高 等 学 校 神 崎 2014年 9月25日 24
神戸学院大学附属中学校・高等学校 神 戸 中 2016年 6月17日 6 7
県 立 篠 山 東 雲 高 等 学 校 篠 山 2017年 4月 1日 71
県 立 西 脇 北 高 等 学 校 西 脇 2017年10月17日 22
県 立 明 石 高 等 学 校 明 石 2019年 6月17日 10
甲 南 高 等 学 校 ・ 中 学 校 芦 屋 2019年11月 1日 65

小　　計 30 472
合　　計 502

（部員数：2023年6月30日現在）

インターアクトクラブ／2022-23年度 ロータリー青少年長期交換　来日生・派遣生

2022-23年度 ロータリー青少年長期交換　来日生・派遣生

来
日
生

氏　名 Ya-Lun LEE Amanda Alves de CASTRO Valeria PIZZOLI Eva KABELIS
派遣元／地区 台湾／D3470（台南） ブラジル／D4420 イタリア／D2041 ベルギー／D2150
ホストRC 神戸 神戸 姫路東 加古川中央
受入高校 神戸山手女子高等学校 神戸山手女子高等学校 姫路市立飾磨高等学校 兵庫県立加古川西高等学校
スポンサーRC Hung-Chang CHEN São Bernardo do Campo Milano Digital Mons-Sud

派
遣
生

氏　名 井手　彩乃 井手　葉月 永原　麗雅 海老名ひなた 石澤　悠衣
派遣国／地区 台湾／D3462（台中） ブラジル／D4420 イタリア／D2041 ベルギー／D2150 台湾／D3470（台南）
スポンサーRC 神戸 神戸 神戸東 加古川中央 姫路東
学校名 神戸山手女子高等学校 神戸山手女子高等学校 滝川高等学校 兵庫県立加古川西高等学校 姫路市立飾磨高等学校
ホストRC Calligraphy Greenway RC Novo Horizonte Milano Est RC Chimay-Couvin Yung-Kang RC
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クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

尼 崎 東

南ブリスベン オーストラリア 9630

ソウル城東 韓国 3650

鯖江 日本 2650

尼 崎 西

ホーンビィー ニュージーランド 9970

ノースベイイースト フィリピン 3800

台中中州 台湾 3460

パタンウエスト ネパール 3292

尼 崎 南 バンラック タイ 3350

川 西 豊原西南 台湾 3461

伊丹有明 台北西門 台湾 3480

西 宮 スポケーン アメリカ合衆国 5080

甲 子 園

SPOKANE-NORTH アメリカ合衆国 5080

LONDRINA-NORDESTE ブラジル 4710

東華 台湾 3520

西宮夙川

高雄東北 台湾 3510

North Napa アメリカ合衆国 5130

Sunnybank Hills オーストラリア 9630

宝 塚 熊本水前寺公園 日本 2720

クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

尼 崎 北

篠山 日本 2680

台南東區 台湾 3470

リッカートン ニュージーランド 9970

尼 崎 南 南淡路 日本 2680

尼 崎 中 台北蓬莱 台湾 3480

伊丹有明 佐沼 日本 2520

西 宮
彰化 台湾 3460

倉敷 日本 2690

宝 塚

WHITBY イギリス 1040

HAVERFORD-WEST イギリス 1150

LUND スウェーデン 2390

松江 日本 2690

松江南 日本 2690

SANTO ANTONIO DA PATRUIHA ブラジル 4670

篠 山

ワラワラ アメリカ合衆国 5080

尼崎北 日本 2680

仙台西 日本 2520

宝塚武庫川
松江東 日本 2690

La Habra アメリカ合衆国 5320

神 戸
新竹 台湾 3501

シアトル アメリカ合衆国 5030

クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

神 戸 東
シンガポール シンガポール 3310

ブリスベン オーストラリア 9600

神戸東灘 高崎シンフォニー 日本 2840

神 戸 南 千歳 日本 2510

神戸ベイ 台中松竹 台湾 3460

神 戸 西 横浜西 日本 2590

神戸須磨 大漢溪 台湾 3490

神戸垂水 基隆東 台湾 3490

神戸西神 板橋北區 台湾 3490

神 戸 中
東京大崎 日本 2750

静岡北 日本 2620

明 石 東 鳳山東區 台湾 3510

西 脇 富良野 日本 2500

洲 本
脇町 日本 2670

静内 日本 2510

南 淡 路 尼崎南 日本 2680

淡路三原 小矢部中 日本 2610

津 名 一宮中央 日本 2760

あわじ中央 高尾圓山 台湾 3510

姫路中央 台北パロンポン 台湾 3480

赤 穂
東京芝 日本 2750

山鹿 日本 2720

クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

神 戸 西
新竹北 台湾 3500

ハワイコナ アメリカ合衆国 5000

加 古 川 彰化南 台湾 3462

加古川平成
熊本平成 日本 2720

中津平成 日本 2720

北 条 嘉義南区 台湾 3470

洲 本 NOOSA HEAD オーストラリア 9600

姫 路 西 漢江 韓国 3650

姫 路 東 松本西南 日本 2600

赤 穂
笠間 日本 2820

真壁 日本 2820

生 野
EEKLO ベルギー 1620

TURNHOUT ベルギー 1630

▪ツインクラブ▪

▪友好提携クラブ▪

ツインクラブ・友好提唱クラブ DDF使用状況
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ツインクラブ・友好提唱クラブ

収　　入

３年前の年次基金の50％ 157,763.99

利用できる恒久基金利息の50％ 12,254.64

前年度からの繰越DDF 86,836.41

2020-21年度期首残高 256,855.04

2023年６月30日現在

（単位：ドル）

（単位：ドル）

（1）2022-23年度期首残高

（2）2022-23年度DDF使用状況

収　　入 支　　出 小　　計

 2022-23年度期首残高 256,855.04 （１）寄　　贈 60,000.00

トルコ・シリア地震被災者救援への寄付 20,000.00

ポリオプラスへの寄付 40,000.00

（２）地区補助金 75,383.00

DG2335257（申請額） 75,383.00

 地区補助金返金額 57,425.04 （３）グローバル補助金 96,083.00

DG2224084 22,590.78
GG2233008 チェンライの農村地域における学校の給水、

衛生状態の改善及び衛生教育（尼崎西） 7,200.00
DG2335257 34,834.26

GG2238123 奨学金（吉田　圭佑）（三田） 20,052.00

GG2343379 科学実験室-フェーズ３（神戸須磨） 28,831.00

GG2348126 貧困層のための腹腔鏡手術施設（地区） 40,000.00

2023年６月30日現在 残高 82,814.08

合　　計 314,280.08 合　　計 314,280.08

DDF使用状況
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クラブ名 プロジェクト名 実施
プロジェクト
予算総額
（円）

地区補助金
配分決定額

クラブか
らの返金

返金等修正後の
最終地区補助金額

円
ドル（申請時の

ロータリーレート：
1ドル＝127円）

円 円
ドル（申請時の

ロータリーレート：
1ドル＝136円）

ク
ラ
ブ
申
請

尼 崎 東
小学校授業用の歴史デジタル絵巻物の制作
及び寄贈

〇 2,447,500 400,000 3,150 400,000 2,942

尼 崎 南 家族で考える災害対策、啓発事業 ○ 127,846 63,923 504 63,923 470

西 宮 イ ブ
ニ ン グ

科学の面白さを伝えるための
理化学研究所見学

中止 107,730 53,865 425 53,865 0 0

宝 塚 笑顔で学ぶ親子サイエンス教室 〇 127,320 63,660 502 63,660 468

篠 山
地元高校の紹介PR動画の作成と
キャリア形成支援事業

○ 640,000 320,000 2,520 320,000 2,353

神 戸 東
兵庫県外国人学校・公立学校
交流音楽会

○ 1,094,800 400,000 3,150 400,000 2,942

神 戸 須 磨
須磨の海岸で行う海岸清掃、地引網、
稚魚放流事業

中止 287,410 143,705 1,132 143,705 0 0

神 戸 西 神
詐欺への注意喚起をテーマとした
シンポジウム

〇 340,000 170,000 1,339 170,000 1,250

神 戸 モ ー
ニ ン グ 北野こどもと外国人の交流会 〇 508,475 254,238 2,002 1 254,237 1,870

加 古 川 中 央 子育てボランティアへの支援プロジェクト 〇 680,000 340,000 2,678 340,000 2,500

北 条
プロチームによる
小学生バレーボールチームへの技術指導

中止 710,000 355,000 2,796 355,000 0 0

三 木 み ど り
多文化共生に向け市内在住外国人の
児童と高校生の交流

〇 512,600 256,300 2,019 52,898 203,402 1,496

姫 路 南 玩具殺菌庫寄贈プロジェクト 取り
下げ 520,000 260,000 2,048 260,000 0 0

姫 路 西
命の大切さを学び、
明日に生かす被災地訪問

○ 940,000 400,000 3,150 400,000 2,942

相 生 地域に根づくこども食堂を支援する ○ 623,000 311,500 2,453 311,500 2,291

龍 野
共生社会の推進を目指す
障害者施設での演奏会

○ 352,000 176,000 1,386 45,960 130,040 957

香 住
小学生に対するふるさと理解のための
野外体験学習

中止 117,987 58,994 465 58,994 0 0

和 田 山
カブトムシの生育を通じて
命の大切さを学ぶ事業

○ 243,000 121,500 957 121,500 894

地
区
申
請 地 区 2023-24年度補助金管理セミナー 〇 455,020 227,510 1,792 71,041 156,469 1,151

１．入金
　　ロータリー財団から地区へ10,252,088円（75,383ドル：入金時はロータリーレート１ドル＝136円）

２．実施プロジェクトおよび地区補助金配分額

地区補助金プロジェクト（DG2335257）
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地区補助金プロジェクト（DG2335257）

クラブ名 プロジェクト名 実施
プロジェクト
予算総額
（円）

地区補助金
配分決定額

クラブか
らの返金

返金等修正後の
最終地区補助金額

円
ドル（申請時の

ロータリーレート：
1ドル＝127円）

円 円
ドル（申請時の

ロータリーレート：
1ドル＝136円）

奨
学
金

神 戸 垂 水 地区奨学金（タイプ1） 〇 200,000 160,000 1,260 160,000 1,177

高 砂 青 松 地区奨学金（タイプ1） ○ 200,000 160,000 1,260 160,000 1,177

姫 路 東 地区奨学金（タイプ1） ○ 1,000,000 800,000 6,300 800,000 5,883

芦 屋
地区奨学金（タイプ2）：（イギリス：
University College London）

○ 1,143,000 914,400 7,200 914,400 6,724

臨
時
費

0

管
理
費

振込手数料 5,610 45 5,610 42

為替差損

合　　計 13,377,688 6,416,205 50,533 1,041,464 5,374,741 39,528

３．財団へ返金：34,838ドル（4,877,347円）
　　【内訳】
　　　財団からの入金　－　配分決定額（振込手数料を含む） +　クラブからの返金
　　　＝財団に返金（返金時のロータリーレート＝140円）
　　　10,252,088　－　6,416,205　+　1,041,464　＝　4,877,347円　＝　34,838ドル（140円レート）
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①人道的プロジェクト

提唱/
協力

補助金
番号 

提唱クラブ
（協同提唱クラブ） プロジェクト名（日本語）

2680地区 相手国側
（協力国も含む） 上乗せ

WF
プロジェクト 
総額 進捗状況

現金拠出 DDF 現金拠出 DDF

新
　
　
　
規

提
　
唱

2343379

神戸須磨 
（神戸中、神戸西神、神戸垂水、
神戸西、神戸モーニング、
神戸須磨ローターアクト）

科学実験室-フェーズ3
実施国側：モンゴル3450地区 
　　　　　　Narlag Ulaanbaatar RC

9,610 28,831 3,000 8,000 29,465 78,906 実施中

協
　
力

2348126 地　　区

貧困層のための腹腔鏡手術施設
提唱国：パキスタン3271地区
　　　　　Karachi RC 
　　　　台湾3522地区
　　　　　Taipei Tungteh RC

0 40,000 100,500 65,000 84,000 289,500 実施中

2240151 甲 子 園

台湾・澎湖県におけるサンゴ礁の再生
プロジェクト
提唱国：台湾3522地区
　　　　　Taipei Great Pacific RC 
　　　　ドイツ1900地区
　　　　　Bochum-Mark RC

3,000 0 17,000 17,000 13,600 50,600 実施中

過
去
年
度
か
ら
の
継
続

提
　
　
　
唱

2233008

尼 崎 西 
（尼崎、尼崎北、尼崎東、
尼崎南、尼崎中、伊丹、
甲子園、宝塚武庫川、
HYOGOREC、神戸東灘、
神戸ベイ、神戸モーニング、
加古川平成、西脇、津名、
姫路南）

チェンライの農村地域における学校の
給水、衛生状態の改善および衛生教育
実施国側：タイ　3350地区 
　　　　　　Bangkok RC

2,400 7,200 9,429 5,000 9,760 33,789 実施中

2016873 地　　区
3250地区透析センター
実施国側：インド3250地区 
　　　　　　Dhanbad RC

0 12,000 30,000 2,650 29,626 74,276 実施中

2095198 神戸西神

Siluo郷およびErlun郷での
C型肝炎スクリーニングプロジェクト
実施国側：台湾3490地区 
　　　　　　ピンチャオノースRC

1,000 0 29,475 33,000 48,238 111,713 CLOSE

協
　
　
　
力

2123015 地　　区

COVID-19用フェイスシールドの寄贈
（インドネシア）
提唱国：インドネシア3410地区 
　　　　　Jakarta　Metropolitan RC 
　　　　日本2760地区（地区提唱）

0 12,000 10,000 76,611 88,611 187,222 CLOSE

1752614 地　　区

セネガルにおける子宮頸がん予防
サービスの構築
提唱国：アメリカ6450地区
　　　　　Chicago RC
　　　　セネガル9101地区
　　　　　Dakar-Soleil RC

0 20,000 43,950 79,500 122,653 266,103 実施中

（単位：ドル）

2023年6月30日現在

グローバル補助金プロジェクト
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グローバル補助金プロジェクト

提唱/
協力

補助金
番号 

提唱クラブ
（協同提唱クラブ） プロジェクト名（日本語）

2680地区 相手国側
（協力国も含む） 上乗せ

WF
プロジェクト 
総額 進捗状況

現金拠出 DDF 現金拠出 DDF

新
　
規

提
　
唱

2349687 西　　宮
奨学金（北川サイラ）
実施国側：アメリカ7230地区 
　　　　　　Metro New York City RC

5,000 30,000 ― ― 24,000 59,000 財団
申請中

過
去
年
度
か
ら
の
継
続

提
　
　
　
唱

2238123 三　　田
奨学金（吉田圭佑）
実施国側：イギリス1145地区 
　　　　　　Brighton Beachside RC

3,342 20,052 0 0 16,041 39,435
留学中
中間報告
作成中

2013027
三　　木
(小野加東、北条、西脇、
三木みどり）

奨学金（高岡加絵）
実施国側：アメリカ5950地区 
　　　　　　Minneapolis-University RC

19,473 39,485 0 0 31,856 90,814 CLOSE

1989953 西　　宮
奨学金（金山篤志）
実施国側：イギリス1090地区 
　　　　　　Oxford Isis RC

4,397 21,989 0 0 24,183 50,569 CLOSE

提唱/
協力

補助金
番号 

提唱クラブ
（協同提唱クラブ） プロジェクト名（日本語）

2680地区 相手国側
（協力国も含む） 上乗せ

WF
プロジェクト 
総額 進捗状況

現金拠出 DDF 現金拠出 DDF

過
去
年
度
か
ら
の
継
続

提
　
　
唱

2233488

神 戸 東 
(尼崎東、尼崎北、伊丹、
甲子園、HYOGOREC、
神戸、神戸東灘、神戸南、
神戸ベイ、神戸モーニング、
高砂、高砂青松、西脇、津名、
龍野、和田山）

カンボジア病理医育成支援プロジェクト
援助国側：カンボジア3350地区 
　　　　　　Phnom Penh Metro RC

4,161 24,959 100 500 20,367 50,087
プロジェクト

完了
財団報告中

②VTTプロジェクト

③奨学金プロジェクト
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淡
　
　路

西
播
第
一

西
播
第
二

但
　
　馬

洲 本

南 淡 路

淡 路 三 原

津 名

あわじ中央

姫 路

姫 路 南

姫 路 西

姫 路 東

神 崎

姫 路 中 央

赤 穂

相 生

龍 野

上 郡 佐 用

豊 岡

生 野

香 住

豊岡円山川

和 田 山

100.00

56.52

57.14

75.00

94.44

59.26

69.33

62.96

58.06

69.23

100.00

55.88

67.86

75.00

81.48

65.71

63.64

91.67

60.00

95.45

G

神
戸
第
一

神
戸
第
二

東
播
第
一

東
播
第
二

東
播
第
三

クラブ

神 戸

神 戸 東

神 戸 東 灘

神 戸 南

神 戸 六 甲

神 戸 ベ イ

神 戸 西

神 戸 須 磨

神 戸 垂 水

神 戸 西 神

神 戸 中

神戸モーニング

明 石

明 石 東

明 石 北

高 砂

加 古 川

加古川中央

高 砂 青 松

加古川平成

三 木

小 野 加 東

北 条

西 脇

三木みどり

登録率(％)

63.06

50.00

68.97

62.79

63.64

41.67

70.37

91.43

57.14

82.35

70.97

96.00

53.13

82.98

57.50

50.00

56.16

80.00

71.79

70.59

45.83

64.10

57.58

78.72

85.19

G

尼
　
　崎

阪
神
第
一

阪
神
第
二

阪
神
第
三

クラブ

尼 崎

尼 崎 北

尼 崎 東

尼 崎 西

尼 崎 南

尼 崎 中

伊 丹

川 西

川西猪名川

西宮イブニング

西 宮

芦 屋

甲 子 園

西 宮 夙 川

芦 屋 川

西宮恵美寿

宝 塚

三 田

篠 山

柏 原

宝塚武庫川

三 田 南

HYOGO REC

登録率(％) 地区戦略計画 目標：　　75％以上

地区運営方針 数値目標：75％以上

地区内登録率平均（2,502人）

68.98%

70.00

89.19

76.79

97.06

96.77

100.00

62.50

62.50

85.71

83.33

57.41

40.48

97.78

92.59

61.54

70.00

68.09

92.31

75.00

65.85

62.50

100.00

92.86

登録率(％)クラブG

My ROTARY登録率（2023年7月2日現在）



2022学年度米山記念奨学生およびカウンセラー

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

宝 塚 李　　萌（リ ホウ） 女 中 国 神 戸 大 学 贄田　　肇

神 戸 ベ イ 楊　玉潔（ヨウ ギョクケツ） 女 中 国 神 戸 大 学 嶺山　洋子

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

尼 崎 西 魏　珂楠（ギ カナン） 女 中 国 関西学院大学（兵庫） 山下　慶康

宝塚武庫川 張　　麗（チョウ レイ） 女 中 国 関西学院大学（兵庫） 丸谷　卓生

神 戸 西 神 元　祉淵（ウォン ジヨン） 女 韓 国 神戸芸術工科大学 折戸　善信

神 戸 東 灘 GIL CALVO, JOSE（ヒル カルボ , ホセ） 男 ス ペ イ ン 神 戸 大 学 舟元美智子

西宮恵美寿 WINT SHWE YEE PHYO
（ウェント シュエ イー ピョー）

女 ミャンマー 兵 庫 医 科 大 学 大江与喜子

明 石 東 CHU BAO LONG（チューバォロン） 男 ベ ト ナ ム 兵 庫 県 立 大 学 伊藤　明彦

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

神 戸 孫　之依（ソン シイ） 女 中 国 関西学院大学（兵庫） 井上　真二

三 田 馮　佳誉（ヒョウ カヨ） 女 中 国 関西学院大学（兵庫） 柴田　茂徳

加 古 川 王　　宵（オウ ショウ） 男 中 国 神戸芸術工科大学 髙田　勝典

尼 崎 東 許　金 （シュ キンヨウ） 男 中 国 兵 庫 医 科 大 学 近　　知史

洲 本 巴音塔娜（バインタナ） 女 中 国 兵 庫 県 立 大 学 廣島　茂雄

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

篠 山 SETIA BUDIMAN（セティア ブディマン） 男 インドネシア 公益財団法人 PHD 協会 古杉　和広

神 戸 南 PHAM KHANH VAN（ファム、ヴァン カン） 男 ベ ト ナ ム 阪神自動車航空鉄道専門学校 井上　淳也

神 戸 六 甲 李　敏智（イ ミンジ） 女 韓 国 神戸松蔭女子学院大学 関　　通孝

伊 丹 BIN MOHAMAD IZLAN, MOHAMAD QAYYUM
（モハマド コユン , ビン モハマド イズラン）

男 マレーシア 神 戸 大 学 村上　正人

芦 屋 川 NGUYEN HUONG THI THU
（グェン ティ トゥ フーン）

女 ベ ト ナ ム 神 戸 大 学 永瀬　隆一

西 宮 段　鐘玲（ダン ショウレイ） 女 中 国 神 戸 大 学 岡村　勇人

神 戸 ベ イ 楊　玉潔（ヨウ ギョクケツ） 女 中 国 神 戸 大 学 嶺山　洋子

三 木 楊　欽慧（ヨウ キンケイ） 女 中 国 兵 庫 教 育 大 学 横尾加名子

西 脇 謝　永喆（シャ エイテツ） 男 中 国 兵 庫 教 育 大 学 藤本　武彦

津 名 王　滋蘭（オウ ゼラン） 女 中 国 兵 庫 県 立 大 学 伊木　敏和

芦 屋 LUU QUANG DUC（ルー カン ドゥック） 男 ベ ト ナ ム 明石工業高等専門学校 三宅　康雄

神 戸 須 磨 DUONG LINH THI PHUONG
（ズォン リン ティ フォン）

女 ベ ト ナ ム 流 通 科 学 大 学 大内　晋二

奨学期間：休学があり期間が延長した奨学生（2023/9/30まで）

奨学期間：２年継続の１年目の奨学生（2024/03/31まで）

奨学期間：２年継続の２年目の奨学生（2023/03/31まで）

奨学期間：１年間の奨学生（2023/03/31まで）
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グ
ル
ー
プ

クラブ名

会　員　数

2022年7月1日 2023年6月30日 増減

総数 うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

尼　
　
　

崎 　
　

６

尼 崎 29 2 30 3 1 1
尼 崎 北 38 0 37 0 -1 0
尼 崎 東 52 2 56 3 4 1
尼 崎 西 35 2 34 3 -1 1
尼 崎 南 30 5 31 6 1 1
尼 崎 中 16 0 13 0 -3 0
小　　 計 200 11 201 15 1 4

阪
神
第
一　
　

６

伊 丹 39 0 40 0 1 0
川 西 24 4 24 2 0 -2
伊 丹 有 明 9 0 9 0 0 0
川西猪名川 15 3 14 3 -1 0
伊丹昆陽池 7 0 7 0 0 0
西宮イブニング 13 3 11 2 -2 -1
小　　 計 107 10 105 7 -2 -3

阪
神
第
二　
　

６

西 宮 54 0 54 1 0 1
芦 屋 40 0 42 0 2 0
甲 子 園 44 3 45 3 1 0
西 宮 夙 川 28 2 27 2 -1 0
芦 屋 川 26 3 26 3 0 0
西宮恵美寿 22 4 19 3 -3 -1
小　　 計 214 12 213 12 -1 0

阪
神
第
三　
　

７ 

（+1）

宝 塚
35 6 46 13 11 7

三 田 13 0 13 0 0 0
篠 山 43 0 40 0 -3 0
柏 原 38 0 41 0 3 0
宝塚武庫川 33 2 32 2 -1 0
三 田 南 6 0 5 0 -1 0
HYOGO REC 16 2 14 2 -2 0
小　　 計 184 10 191 17 7 7

神
戸
第
一　
　

６

神 戸 153 2 157 4 4 2
神 戸 東 108 2 110 1 2 -1
神 戸 東 灘 30 5 29 5 -1 0
神 戸 南 90 0 86 0 -4 0
神 戸 六 甲 14 1 11 0 -3 -1
神 戸 ベ イ 13 1 12 1 -1 0
小　　 計 408 11 405 11 -3 0

神
戸
第
二　
　

６

神 戸 西 57 9 54 9 -3 0
神 戸 須 磨 32 0 35 1 3 1
神 戸 垂 水 21 6 21 6 0 0
神 戸 西 神 35 2 34 2 -1 0
神 戸 中 28 4 31 7 3 3
神戸モーニング 24 3 25 3 1 0
小　　 計 197 24 200 28 3 4

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会　員　数

2022年7月1日 2023年6月30日 増減

総数 うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

東
播
第
一
３

明 石 50 3 32 2 -18 -1
明 石 東 46 3 47 4 1 1
明 石 北 40 0 40 0 0 0
小　　 計 136 6 119 6 -17 0

東
播
第
二　

５

高 砂 33 2 32 2 -1 0
加 古 川 70 0 73 0 3 0
加古川中央 62 2 60 2 -2 0
高 砂 青 松 40 2 39 3 -1 1
加古川平成 16 1 17 3 1 2
小　　 計 221 7 221 10 0 3

東
播
第
三　

５

三 木 47 1 48 1 1 0
小 野 加 東 44 0 39 0 -5 0
北 条 31 2 33 2 2 0
西 脇 45 0 47 1 2 1
三木みどり 23 1 27 1 4 0
小　　 計 190 4 194 5 4 1

淡　
　

路　

５

洲 本 30 1 30 1 0 0
南 淡 路 30 4 23 4 -7 0
淡 路 三 原 15 0 13 0 -2 0
津 名 34 1 36 2 2 1
あわじ中央 18 0 18 0 0 0
小　　 計 127 6 120 7 -7 1

西
播
第
一　

６

姫 路 74 0 81 0 7 0
姫 路 南 73 0 75 0 2 0
姫 路 西 57 1 54 1 -3 0
姫 路 東 61 4 62 5 1 1
神 崎 27 0 26 0 -1 0
姫 路 中 央 5 1 5 1 0 0
小　　 計 297 6 303 7 6 1

西
播
第
二　

４

赤 穂 33 0 34 0 1 0
相 生 29 2 28 2 -1 0
龍 野 35 4 32 3 -3 -1
上 郡 佐 用 27 7 27 6 0 -1
小　　 計 124 13 121 11 -3 -2

但　
　

馬　

５

豊 岡 34 0 35 1 1 1
生 野 22 0 22 1 0 1
香 住 11 0 12 0 1 0
豊岡円山川 29 0 30 0 1 0
和 田 山 21 1 22 1 1 0
小　　 計 117 1 121 3 4 2

合
計

70RC
(+1RSC※) 2,522 121 2,514 139 -8 18

◆クラブ数 �  70RC
 　　　　　�  １RSC
◆2022年7月1日　クラブ会員数 �  2,522人
◆2023年6月末　クラブ会員数 �  2,514人

◆2023年6月末　女性会員数 �  139人
◆期 首 か ら の 増 減 �  8人減
◆期首からの女性増減 �  18人増

※RSC＝ロータリー衛星クラブの略称
※宝塚ユニバースRSCの会員数は、宝塚RCの会員数に含まれます。

国際ロータリー第2680地区　2022-23年度会員数報告

宝塚ユニバース
ロータリー衛星クラブ


